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　プロローグ　日ひ高だか見みの大おお河かわの惨さん劇げき




「て、敵てき襲しゆうだあーっ!!」

　先せん鋒ぽう兵士が叫さけび声ごえを上げた。突とつ然ぜん、林の中から日高見大河を渡っていた大和やまと朝ちよう廷てい軍ぐんに矢の雨がばらばらと降って来たのだ。

　──時は延えん暦りやく八年、場所は陸む奥つ国外の胆い沢さわの地である。ここは『蝦夷えみし』と呼ばれる人々の住む土地だ。

　日本の東北に蝦夷という朝廷にまつろわぬ人々がいた。大和朝廷は彼等の住む土地を征せい服ふくすべく、何度も軍隊を派は遣けんした。しかし、強大な軍隊の力をもってしても、蝦夷はなかなか屈くつ服ぷくせず、逆に蝦夷の戦士に手痛い目にあわされることもあった。その蝦夷の中心となって大和朝廷に抵てい抗こうを続けていたのが、ここ胆沢の蝦夷だった。

　政治の改革を進めていた朝廷の桓かん武む天皇は蝦夷の地の征服を熱望していた。蝦夷の地を朝廷の支配下にいれ、彼等から税を取り立てることにより、政治の行き詰づまりを打破しようと考えたのである。そして、紀きの古こ佐さ美みを征せい東とう将軍とする朝廷軍が東北の地に派遣された。その数は五万三千名、主に坂ばん東どう兵士で構成された最強の軍隊である。

　彼らは蝦夷の地を貫つらぬいて流れる日高見大河沿いに北上し、その中の精せい鋭えい兵士六千名がついに胆沢の地に突入した。胆沢蝦夷の本ほん拠きよ地ちを叩たたくため、日高見大河の渡河作戦の途と中ちゆう、兵士の悲鳴が上がったのだ──

「蝦夷の襲しゆう撃げきだと!?」

　中なか洲すで将軍の横にいた安あん秀しゆう峰ほうは驚おどろきの表情で叫んだ。年の頃ころは四十過ぎ、頭に白い物が混じるが、短たん甲こうと腰こしの長ちよう剣けん、そして鋼はがねのような肉体は強きよう靱じんな勇士であることを示している。

「神しん明めい、お前、照しよう妖よう鏡きようは見ていなかったのか!?」

　秀峰は近くにいた徳とく神明という兵士に振ふり返った。やはり秀峰と同じくらいの年の兵士だが、秀峰ほどの豪ごう気きはなく、平時ならば人のいい普ふ通つうの男に見えただろう。しかし、今は厳しい表情で手にした『照妖鏡』を睨にらみ付けていた。

『照妖鏡』は銅製の呪じゆ鏡だ。裏には古代中国の青銅器に見られる複雑な紋もん様ようがほりこんであり、握にぎったり腰こし帯おびに引っ掛けるため取っ手が付いていた。近くにいるあらゆる妖よう魔まや怨おん敵てきの姿を映し出す能力がある。

「映ってない……秀峰、俺の照妖鏡には何も映っていないぞ」

「馬ば鹿かな……隠おん形ぎようの法で辺あたりすべての気配を消せる呪術師が敵にいるとでも言うのか」

　秀峰と神明、彼らは呪じゆ禁ごん道どう士しと呼ばれる対呪法戦用の兵士であった。

　呪禁道士とは呪じゆ符ふ・呪言によって『気』を自在に操あやつり、剣などの武器で敵を倒たおすという呪法の戦士だ。呪禁道士は、敵軍の呪術師と戦ったり、妖魔あるいは『神』を殺すことを目的としていた。胆沢遠征軍にも蝦夷の呪術師に対抗すべく、当然彼らの姿があった。

　日高見大河のあちこちから悲鳴が上がっていた。いくら朝廷最強の兵士と言えども、甲よろいをつけて川の流れに腰までつかっていては簡単に身動きはできない。しかも敵は遠く中国の唐とうまで弓矢の名手として知られた蝦夷の戦士である。遮さえぎるもののない川かわ面もにあって、兵士たちは単なる弓矢の的まとと化していた。

「き、貴様ら何をしていたのだ！」

　馬上の紀古佐美将軍がうろたえながら秀峰に怒ど鳴なった。挂けい甲こうという上級武官のまとう見事な鎧よろいこそつけていたが、都の貴族の出であるこの将軍は突然の奇き襲しゆう攻こう撃げきにすっかり浮き足だっていた。

「申しわけございません」

　神明は痛切な表情でそう言うと唇くちびるを嚙かんだ。神明の照妖鏡に敵の姿が認められなかったため、朝廷軍は河を渡り始めたのである。

「申しわけないですむか、この馬鹿！　貴様らがこんな役たたずだと知っていれば、別の戦略を考えたものを！」

　将軍は乱れた軍の指揮そっちのけで神明たちをののしり始めた。

「将軍、軍の撤てつ退たいを。我らは命を懸かけて奴やつ等らを防ぎます」

　秀峰が将軍の言葉をさえぎるように口を開いた。長剣を抜ぬいて神明に目をやる。

「神明、敵を発見できなかったのは我らの失しつ策さく。呪禁道士の名に懸けて、せめて蝦夷の呪じゆ術じゆつ師しだけでもしとめるぞ」

　そう言うと秀峰は川岸を睨にらみつけた。神明もうなずくと剣の柄つかに呪じゆ符ふを巻き始めた。二人の後ろで将軍が何やら叫さけんでいる。

　蝦夷の戦士たちは川岸まで出て来ていた。粗そ雑ざつな麻あさの服に獣じゆう皮ひの沓くつを履はき、弓矢で武ぶ装そうしている。中には顔に入いれ墨ずみをしている者もいた。河を渡ろうとしている大和の兵士たちに対して狩しゆ猟りよう用の短い弓から次々と矢を放っている。

　蝦夷の奇襲攻撃で軍の先せん鋒ぽうはほとんど壊かい滅めつに近い状態だった。しかし、さすがは大和朝廷軍最強の兵士たちである。十数名が矢の雨の中をくぐり抜け、川岸に這はい上がり蝦夷の戦士たちを斬きり伏ふせて行く。

「坂東兵士の強さを見せてやる！」

　馬に乗った先鋒軍の軍ぐん曹そうが岸に飛び上がった。その時である。

「ぎゃっ！」

　一いつ瞬しゆん、ほんの一瞬だった。軍曹が馬ごと血を吹いて日高見大河に叩たたき込こまれたのは。

「何だ、この荒あら々あらしい『気』は!?」

　秀峰と神明は突然林の中に現れた強大な『気』に驚いた。いや、呪じゆ禁ごん道どう士しだけではなく一いつ般ぱんの兵士たちでさえその存在に気がついた。中なか洲すから後こう退たいしようとしていた将軍も思わず振ふり返った。林の中に恐おそるべき敵がいる。秀峰と神明の体が緊きん張ちようした。

　青白い気配が林の中から流れ出して来た。岸にいる兵士たちは恐きよう怖ふに凍こおりついていた。すぐ近くに死の危険が迫っている。それだけは理解できた。無意識に体がその場所から逃にげ出そうと動いた時、青白い気き刃じんが兵士に飛んだ。派手な水音が上がり、兵士たちの姿は岸から消えた。動かなくなった兵士の体が日高見大河を流れて行く。

「出て来るぞ！」

　秀峰が長剣を構えた。神明も照しよう妖よう鏡きようを左手に持ち、剣の柄つかに右手を置いた。

　林の中からスーッと青白い人ひと影かげが現れた。男だ。二十歳ぐらいの年齢に見える。腕うで組ぐみして秀峰たちの方を見ているが、それは人間とは思えない冷たい眼まな差ざしをしていた。たてがみのような青白い髪かみ、縄じよう紋もん土ど器きのような紋もん様ようのついた貫かん頭とう衣いに似た衣服。足には何もはいていなかったが、何よりも異様なのがその足が人の頭の高さにあることだった。つまり空中に浮ふ揚ようしているのだ。青白い不気味な光を放ちながら……

　その男の近くには何人かの蝦夷えみしがいた。口のひんまがった土面をつけ、蓑みのをまとう男がいる。イナウという蝦夷の呪術師の使う杖つえを持っていた。秀峰たちは直観的にこの呪術師が『隠おん形ぎようの法』を行なったのだと理解した。

　呪術師のかたわらに三十過ぎの背の高い男がいる。小こ綺ぎ麗れいな蝦夷の衣い装しよう、派手な首くび飾かざりに立派な腰の蛮刀エムスと、この男が蝦夷の族長なのだろう。大和軍を前に毅き然ぜんとして立っているその姿には、自分たちの土地を守るのだという気き概がいが感じられた。

「宙に浮いてるぞ……」

　兵たちの間からざわめきが起こった。

「神明、奴やつの正体がわかるか？」

　空中浮揚している男から目を離はなさずに秀峰は言う。よほどの道士でもないかぎり空中浮揚などできるものではない。それに呪術師とは全まつたく違ちがう気の感かん触しよくがあった。

　神明は左手の照妖鏡に目をやった。照妖鏡は妖よう魔まの本当の姿を映し出すことができる。もう隠形の法は破れているらしく、鏡に像が映っている。そこには青白い気を立ち上らせている狼おおかみの姿があった。

「秀峰、そいつは『神』だ！　狼の神だあーっ！」

「なっ……」

　秀峰は言葉を失った。『神』と人とが共きよう闘とうするなど聞いたこともなかったからである。

　蝦夷の族長が大和軍を見ながら狼の神に声をかけた。

「シュウガ殿、オンルプシカムイのお力を見せていただきます」

　シュウガと呼ばれた狼の神は族長を一いつ瞬しゆん牙きばを剝むき出しにして睨にらんだ。だが、シュウガは再び大和軍に冷たい眼まな差ざしを向けた。

「わかったアテルイ。ヤマトのまじない師は俺が始末してやる」

　天に向かってシュウガは吠ほえた。すると大和軍の背後の山からも狼の遠吠えが聞こえてきた。族長アテルイも指ゆび笛ぶえで合あい図ずを送った。やはり軍の背後から蝦夷の鬨ときの声が上がった。

「後ろだと!?」

　神明が驚きよう愕がくの表情で後ろを振ふり返った。シュウガに気を取られて背後からの敵の接近に気がつかなかったのだ。神明の顔から脂あぶら汗あせが流れる。自分の見落としが軍の危機を招いたのは確かだった。

　川岸にはまだ河を渡っていなかった部隊がいた。その部隊に柄つかが蕨わらびの形の蛮刀エムスをふりかざした蝦夷の戦士と狂きよう気きにかられた狼が躍おどりかかった。前方に注意を取られていた部隊は完全に不意をつかれた。不意をつかれた軍隊ほどもろいものはない。兵士たちは混乱し、前方の日高見大河に次々と飛び込んで行く。

「コトイ！」

　アテルイが土面の呪じゆ術じゆつ師しコトイに声をかけた。コトイは杖つえを掲かかげ、呪じゆ言ごんを唱となえる。

「ツミ・ワッカ！」

　秀峰たちの背後で悲鳴が上がった。河に飛び込んだ兵士が次々とぐにゃぐにゃした透とう明めいな物に飲のまれて行く。

「水すい妖よう！」

　水妖とは水の精に気が凝こり固まって人じん畜ちくに害をなすようになったものである。少なくとも道士の力で作り出せるようなシロモノではない。それを蝦夷の呪術師は簡単に作り出し、その水妖が大和の兵士を襲おそっている。馬上の将軍にも水妖が襲いかかろうとしていた。

「くそったれめがっ、炎えん帝てい呪じゆ符ふ！」

　神明が剣を引き抜いた。それは炎ほのおの剣と化した。

「帰き命みよう南なん方ぽう炎えん帝てい、朱雀すざく炎えん舞ぶ！」

　神明の剣から無数の炎えん鳥ちようが飛び出し、水妖に向かって飛びかかった。水蒸気を上げて水妖は崩くずれ落ち、水に戻もどって行く。

　ほうっ、と声を上げたのはシュウガである。

「ヤマトのまじない師は面おも白しろいことをやるな。だが！」

　シュウガはヒューと息吹いぶきの音をたて始めた。シュウガの青白い気が無数の気き狼ろうと化して行く。

「行けっ」

　気狼の群れが川かわ面もを走り、炎鳥を牙きばで切り裂さいて行く。その時、秀峰は攻こう撃げきに出た。

「はあっ」

　裂れつ帛ぱくの気合いで長剣を振ふるう。秀峰の剣気がシュウガに向かって飛んだ。青白い光が裂けた。

「シュウガ殿！」

　アテルイが叫さけぶ。しかし、シュウガの体は残っていた。ただ、とっさに身をかばった左手から血が滴したたった。シュウガの表情がみるみる怒いかりの形ぎよう相そうになって行く。

「おのれっ、人間の分際でこのオンルプシカムイのシュウガに傷をつけるとは～」

　シュウガが右手を突つき出した。無数の青白い三み日か月づき状じようの気き刃じんが出現し、それは疾しつ風ぷうとなって秀峰たちに襲ってきた。

「身しん命めい泰たい安あん急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう！」

　前に出た神明が照しよう妖よう鏡きようを掲げる。照妖鏡に気が走った。照妖鏡は怨おん敵てき・妖よう魔まの姿を映し出すだけでなく、気による呪じゆ法ほう攻撃を弾はじく能力がある。シュウガの攻撃に神明は照妖鏡の能力で対たい抗こうしようとしたのだ。気刃が神明たちに殺さつ到とうする。照妖鏡がパッと光った。

「何だと!?」

　シュウガが驚きの表情で目を見開いた。神明と秀峰は生きていた。照妖鏡が気刃の攻撃を受けきったのだ。かつて自分の攻撃を受けて生きていた人間などいない。シュウガの牙きばがギリッと音をたてた。

　蝦夷たちの間に動どう揺ようが見えた。これを見み逃のがす秀峰ではない。

「神明、このまま奴やつ等らに斬きり込むぞ」

　突とつ然ぜん、照妖鏡がカラーンと落ちた。神明の左腕がダラリとしている。

「お前まさか……」

　神明が秀峰に振り向く。あきらめとも哀かなしみともつかない表情が浮かんでいる。

「俺の左手はだめなようだ。奴の次の攻撃は防げまい……すまんが照妖鏡を拾ってくれ。都みやこに帰ったらそれを紅こう明めいに渡してくれんか？」

「都に帰ったら……？　神明、どういうことだ!?」

　驚く秀峰を尻しり目めに神明はシュウガの方を向いた。

「こうなったのは全すべて俺おれの責任だ。あの狼の神は俺が命を懸けても仕し留とめる。お前は軍を守れ！　絶対に生きて帰れよ、秀峰！」

　そう言うと神明は日高見大河の水面に飛び乗った。これは足から気を発して水面の表ひよう面めん張ちよう力りよくを人が乗れるまで高めるという技わざである。

「神明！」

「紅明のこと、頼たのむぞ！」

　神明は水面をシュウガに向かって走った。足から気を出しているため、水すい妖ようも攻撃して来ない。

「上は星せい宿しゆくに應おうじ、下は百兵を避さく。帰命南方炎帝、朱雀すざく炎えん翼よく破は！」

　炎ほのおの剣から大きな炎えん鳥ちようが飛び出した。

「俺は呪じゆ禁ごん道どう士し徳神明だあっ、神よ、貴様を殺す！」

「つけ上がるな！　人間ごときが！」

　シュウガの髪かみが逆立つ。

「貴様らなど、このオンルプシカムイの足元にも及およばんのだ！　砕くだけ散れえーっ！」

　クワッとシュウガの口が開いた。口中の鋭するどい牙きばが光る。

「怨おん敵てき撃げき滅めつ急々如律令ー!!」

　炎の鳥がシュウガに襲いかかる。神明も水面を蹴けって剣でシュウガに斬りかかった──

　──廷暦八年、大和朝廷最強軍は日高見大河の戦いで大敗北を喫きつした。これにより大和朝廷は四年もの間、胆沢の地に手を出すことはできなかったのである──







　第一章　難波なにわの軍士たち




　陰いん暦れき二月の畿き内ないでは様々な春の花が咲き始めていた。難波の街の東を流れる大和やまと川にも春の気配が漂っている。ときおり上流から赤い花びらがゆっくりと流れて来ていた。

　その川中に一人の少年がいた。年は十六歳ぐらい、質素ながら品質の良さそうな麻あさ製せいの袍ほうを着ている。膝ひざまで水につかり、左手に『照しよう妖よう鏡きよう』を握にぎり締しめ、目をつぶったまま立ち続けていた。どちらかというと華きや車しやな体で、幼おさなさの残る感じはするが、じっと思い詰つめたような表情にはすでに闘たたかう者としての厳しさがあった。

　あたりは実に静かだった。いや、不自然な静けさだった。すぐ近くには難波の街があり、四し天てん王のう寺じの五ご重じゆうの塔とうをはじめとする瓦かわら屋根の建物が続いている。数年前には難波なにわ宮きゆうが廃止されたとは言え、交こう易えきで賑にぎわう日本随ずい一いちの街であることに変わりがない。しかし、市いち場ばでの売り買いの言葉も荷車の音もまったく聞こえない。それどころか鳥の鳴き声も川の水音すら聞こえないのだ。

　少年の眉まゆがピクッと動いた。と、同時にいきなり何もない空間から少年めがけて棒ぼうが打ち掛かって来た。少年の目が開く。

「身しん命めい泰たい安あん急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう！」

　少年が照しよう妖よう鏡きようを突つき出して棒を受けた。少年が照妖鏡に気を流し、盾たて替がわりにしたのだ。ぱんっ、と軽い音を立てて棒はこなみじんに砕け散った。それと同時に難波の街のざわめきが戻もどって来た。

「見事だ、紅こう明めい」

　紅明と呼ばれた少年は笑みを浮うかべた。少年の名は徳とく紅明。日ひ高だか見みの大おお河かわの戦いで戦死した徳神しん明めいの一人ひとり息子むすこである。もうあの戦いから四年の月日が流れていた。

　紅明の目の前に老人が立っている。仙せん人にんのような長い髭ひげの老人である。ゆったりとした黄色の道どう服ふくを着ていた。水面の上に立っていることからして常人とは思えない。

「よく隠おん形ぎようの法を使った相手の気を感じられるようになったものじゃ」

「はい、これも黄こう農のう様のおかげです」

　少年は黄こう農のう老ろうにペコリと頭を下げた。黄農老は最年長の百済くだら系けい呪じゆ禁ごん道どう士しである。

　呪禁道士には大きく分けて呪禁寮りよう系けいと百済系の二つの系統がある。朝ちよう廷ていに属していた呪禁道士を集めて組織を作ったものが呪禁寮であり、都みやこで天皇や貴族を妖よう魔まから守る働きをしていた。

　百済系呪禁道士はその名の通り朝鮮半島に存在した百済に起源がある。黄農老や紅明の祖先は百済の王族に仕えていた呪禁道士の一団だった。ところが、百済は朝鮮半島の覇は権けんをめぐって唐とう・新羅しらぎ連合軍に侵しん攻こうを受けてしまう。その強大な戦力の前に百済は日本に援えん軍ぐんを求めたが、日本は白はく村すきの江えの戦いで敗やぶれ百済は滅ほろんでしまった。生き残った百済の呪禁道士たちは、日本にいた百済王族の一人・善ぜん光こうを頼たよって日本に亡命して来たのである。それ以後、百済系呪禁道士は代々の百済王と共に行動した。善光の孫そん・敬けい福ふくが陸奥むつの国くにで東とう大だい寺じの大だい仏ぶつに鍍と金きんするための黄金を発見したのはよく知られているが、実際に黄金の鉱こう脈みやくを探り当てたのは同行していたこの黄農老だったのである。

　黄農老は水面をひょこひょこと歩いて岸に上がった。紅明も続いて水から上がる。

「隠形の法とは自然に溢あふれる気を無理に隠かくしてしまうもの。照妖鏡の感かん触しよくと周囲の気配をよく確かめれば必ず不自然な所を感じ取れるはず。それを忘れぬことじゃ」

　黄農老はそう言うと紅明に目をやった。紅明は険けわしい表情だった。

「はい……僕はこの照妖鏡で必ず奴やつらを見つけ出します。そして狼の神に僕の技わざを叩たたき込んで殺してやります！」

　紅明は照妖鏡をぎゅっと握にぎり締しめた。父・神明の過あやまちが日高見大河の敗北を招いたことを少年は知っていた。紅明はたった一人の肉親だった父親を失った。しかもそれは兵士として汚お点てんの残る死に方だったのである。まだ見ぬ敵に対して紅明が強い憎にくしみを抱いだいているのを黄農老は感じ取っていた。わざと黄農老は明るい表情を作った。

「隠形の法を見破れても、知った人間のことはわからんようじゃな。長いこと難波を留る守すにしておられた俊しゆん哲てつ様がお帰りになられたぞ。しかもお客きやく人じんがおられる」

「えっ？」

　慌あわてて紅明は照妖鏡を見た。馬に乗った数名の人間が難波の街からこちらに向かって来るのが見えた。確かに紅明の知っている顔が見える。百済くだら王おう俊哲、秀峰隊長、それに紅明の先せん輩ぱいの呪じゆ禁ごん道どう士し・高こう玄げん礼れいだった。しかし、紅明の注意はその中のまだ見たことのない一人に向けられた。俊哲と同じ緋ひの朝ちよう服ふくを着けている。年齢は三十ぐらいだろうが、その瞳ひとみには二十代の輝きが宿っていた。がっしりとした体格からは『豪ごう気き』が放たれている。一目で紅明はひとかどの武将であることを見み抜ぬいた。

　騎き馬ばが河原かわらに下りて来る。

「よくご無事でお帰りなさいました。征せい夷い副ふく将しよう軍ぐんを拝命なさるため、一度東国より畿き内ないに戻もどられるとは聞いておりましたが、思ったより早ようございましたな」

　黄農老が俊哲に頭を下げた。紅明も照妖鏡を腰こし紐ひもに引っ掛け、ペコリと頭を下げる。

「ああ。たった今、長なが岡おかの都みやこから馬を飛ばして戻って来たところだ。まずおぬしらに会おうと思ってな」

　俊哲は黄農老や紅明たちが仕えている百済王である。百済王は代々難波京の東南に邸てい宅たくを構え、紅明たちはその郊こう外がいに住んでいる。思し慮りよ深ぶかそうな顔をした老人で、父の敬福の代から東北経営に携たずさわってきた。今回も蝦夷えみしとの戦争準備のために東とう国ごくに出かけ、秀峰たちもそれに同行していたのだ。

　俊哲こそが百済系呪じゆ禁ごん道どう士しの本来の指揮者である。しかし、蝦夷との対話を基本とする彼の東北経営がなまぬるいと朝ちよう廷ていから批ひ判はんされ、東北経営から外されたことがある。そのために四年前の日高見大河の戦いで百済の呪禁道士は紀きの古こ佐さ美みの下で戦わねばならなかった。日高見大河の惨ざん敗ぱいにより、俊哲が再び秀峰たち呪禁道士隊の指揮を取ることになったのである。

　俊哲が馬から降りると他の者も続いて降りた。

「よお、紅明。元気だったか？」

　玄礼が笑いながら紅明に駆かけ寄って来た。紅明より五つほど年上の呪禁道士である。すらりとしたなかなかの美男子だが、腰に大きなヒョウタンを下げている姿はどことなくおかしみがある。

「お久しぶりです、玄礼先せん輩ぱい。でも何でわざわざ俊哲様がこちらに？　お呼びくださればこちらから参さん上じようしたのに……」

「ああ、それはな」

「お前が今度の戦いくさで使い物になるかどうか見に来たんだ」

　玄礼に代わって紅明に声をかけたのは秀峰だった。俊哲のもと、百済系の呪禁道士を率ひきい、道士隊の隊長を務めている。

「すると」

　黄農老が俊哲の顔を見た。

「帝みかどからの勅ちよく命めいで私と田た村むら麻ま呂ろ殿が陸む奥つに出発することが決まってな」

「いよいよですか」

「うむ」

　黄農老が紅明に振ふり返る。だが、紅明は巨体の男の方を見ていた。

「玄礼先輩、まさかあのお方は……」

「ああ、こちらは征夷副将軍の坂さかの上うえ田村麻呂様だ」

　玄礼は俊哲の後ろにいた大おお柄がらの田村麻呂将軍に目をやった。坂上田村麻呂、紅明もその噂うわさは耳にしていた。藤ふじ原わら仲なか麻ま呂ろの乱を平定した武将坂上苅かり田た麻ま呂ろの息子むすこで、その豪ごう傑けつぶりは都でも評判だった。まだ武将としては若く、これといった軍功は立てていないのだが、配下の兵士たちはそのさっぱりとした性格と豪ごう胆たんぶりに惚ほれ、将軍としての器量は父親以上だとよく吹ふい聴ちようしていた。紅明も黄農老に都に連れられて行った時にそれを耳にしている。中にはそれをやっかんで、将軍は化ばけ物ものの息子などと言うものもいたが。
















　噂の主ぬしである田村麻呂を前にして紅明は少々緊きん張ちようした。その紅明に田村麻呂がつかつかと近づき、肩にポンッと手を置いた。

「君が紅明くんか。俊哲様より話は聞いている。何でも、炎ほのおの剣というすごい技わざを使うそうじゃないか。今度の軍ぐん旅りよでの活かつ躍やくぜひとも期待してるぞ」

「は、はい！」

　紅明は頰ほおを赤らめて言った。田村麻呂は俊哲と同じく五ご位いの位くらいを持つれっきとした貴族である。貴族が何の位も持たない初対面の相手に親しく声をかけるということはまずない。兵士が田村麻呂のことを吹聴するのがよく理解できた。

「紅明、田村麻呂様にお主ぬしの力量を披ひ露ろうしてみてはどうだ？　私もそれを確かめるために来たのだしな」

「わかりました！　黄農様、剣はないですか？」

　秀峰に声をかけられて紅明は剣を探した。父と同じ炎の剣技を見せようというのである。

「紅明、これを使え」

　秀峰が鞘さやに収まった剣を投げてよこした。

「それは神明が持っていた予備の剣だ。お前が戦列に加わる時に渡そうと思っていたものだ」

（父さんの剣……）

　紅明は手にした剣をじっと見た。紅明の表明が戦う者の顔付きになる。剣に懐ふところから取り出した炎えん帝てい符ふが巻かれる。

「炎帝呪じゆ符ふ！」

　引き抜いた剣に炎が走る。秀峰たちの目がじっと紅明に注そそがれる。

　紅明の視界に大和川の水面がはいって来た。

「帰き命みよう南なん方ぽう炎えん帝てい、大たい翼よくッ」

　紅明の剣から一ひと際きわ激はげしい炎が立ちのぼる。それを見た黄農老がギョッとした。

「待て、その技はーっ」

　黄農老の制止の声を無視して、紅明の足が川へと滑すべるように動く。

「朱雀すざく爆ばく水すい気きッ」

　紅明が剣を水面に叩たたき付けた。バシュー、という音と共に辺あたりが一いつ瞬しゆんにして霧きりに包まれた。真っ白で何も見えない。田村麻呂が感かん嘆たんの声を上げた。

「馬ば鹿か者もの！」

　黄農老の怒ど鳴なり声がした。何かが起こったらしい。秀峰が急いで九く字じを切った。秀峰の指先から霧が晴れて行く。

「どうした、黄農!?」

　黄農老は紅明を抱だきかかえ、胸に手を当てて気を送り込んでいた。紅明は弱々しく目を開けている。二人の周りに俊哲たちが集まって来た。

「たった一発で動けなくなるなんてまだまだですね……」

「まだお前にはこの技わざは危険すぎる。全身の気を必要以上に放出して命を落としかねん」

「でも本番で失敗するわけにはいきませんし。……たった一発、叩き込めればあいつを殺せます」

「黄農様、紅明がこんな技まで会え得とくしていたとは……」

　秀峰が感心したように言う。

「うむ。こいつは父の神明でさえ会得できなかった朱雀爆水気を使えるようになりおった。ただ危険すぎる技なので使わぬよう言い含ふくめておいたのじゃがな、紅明？」

「はい、今度使うときは狼の神に出会った時にします」

「すごい技だ……黄農老殿、これでシュウガとかいう狼の神は倒たおせるのですか？」

　田村麻呂が声をかける。

「将軍、この技は水気を炎の力によって一いつ瞬しゆんに蒸発させてしまうもの。生き物がこの技を食らえば肉の破片も残りますまい」

「たとえ『神』であっても？」

　黄農老は黙だまってうなずいた。

「そうですか……」

　紅明が静かに立ち上がり、秀峰の顔をじっと見た。

「どうですか秀峰隊長？　僕は戦列に加われますか？」

　秀峰はフッ、と笑った。

「合格だ紅明。我ら呪じゆ禁ごん道どう士し隊は狼の神を倒しに陸奥に向かう。ついて来い！」

「はい！」




　延えん暦りやく十二年二月、大和朝廷は胆い沢さわ蝦夷えみしとの対決に備えて最強の布ふ陣じんをしいた。古くからの武の名門大おお伴とも家けの大伴弟おと麻ま呂ろを征せい夷い大たい将しよう軍ぐんに、東北経営のベテランである百済王俊哲と若き豪ごう将しよう坂上田村麻呂を征夷副将軍に任命した。そして、俊哲と田村麻呂の二人が陸奥の多た賀が城じようへと旅立った。朝廷は軍の本隊を動かす前に狼の神シュウガを倒すことを二人の将軍に命じたのである。今、呪禁道士隊が蝦夷の地へと向かって動き始めた。







　第二章　鎮ちん守じゆ府ふの策さく略りやく




　都みやこから遠く離はなれた陸む奥つでは春の訪おとずれは遅おそい。その代わりに春は燃えるようにやって来る。新緑の中、様々な花が咲き誇ほこり、鳥たちが喜びの歌をさえずっている。

　突とつ然ぜんその歌をかき消すように馬のひづめの音が聞こえて来た。燃え立つような新緑の林を抜け、軍道を走る五十騎きばかりの騎馬兵たち。その先頭にいるのは坂さかの上うえ田た村むら麻ま呂ろだ。陽光に輝く挂けい甲こうをまとい、兜かぶとにつけた山鳥の長い尾を激はげしく揺ゆらめかせている。

　軍道の左右に広がる田では農民が田作りを行なっていたが、軍馬のひづめの音を聞き、何ごとかと顔をあげた。田村麻呂は農民たちには目もくれず、平野の中心にある多た賀が城じようへと馬を走らせた。

　やがて田村麻呂たちは白はく亜あの高い築つい地じ塀べいに取り囲まれた多賀城の門の前にたどりついた。屋根に瓦かわらをふいた木造の巨大な八はつ脚きやく門もんが来らい訪ほう者しやを威い圧あつするかのように建っている。

「坂上田村麻呂、ただいま桃生ものう城じようより帰城いたした！　開門願いたい！」

　田村麻呂の声と同時に扉とびらが開き、中から数人の衛え士じたちが飛び出して来た。

「お帰りなさいませ、坂上将軍。鎮守府将軍がお待ちです」

「わかった」

　田村麻呂たちは騎馬のまま、多賀城の中に入って行く。

　多賀城、それは大和やまと朝ちよう廷ていが陸奥国に造り上げた東とう国ごく最大の軍事拠きよ点てん「鎮守府」である。平野を見下ろす低い岡の上に建設され、周囲を巨大な築地塀で取り囲み、出入り口は全すべて頑がん丈じような門で固めてある。内部は、京の太だい極ごく殿でんを模もした儀ぎ式しき用の正殿を中心とし、鎮守府の建物だけではなく、陸奥国の政治を司つかさどる役所、それに勤める高級官かん僚りようの住居、軍団に属する兵士たちの兵へい舎しやなどがあり、かなりの広さを持つ。また敵からの呪じゆ的てき攻こう撃げきを防ぐために城外の東南には観かん音のん寺じという寺院が置かれている。大和朝廷はこの多賀城を拠点として蝦夷えみしとの戦せん闘とうを繰くり広げて来たのだ。

　馬から降りた田村麻呂は正殿の背後に向かった。この辺は陸奥国の政治を司る役所があり、瓦屋根に朱しゆ塗ぬりの柱の建物が並んでいる。兜を脇わきに抱かかえ、その内の一つの建物に田村麻呂は入って行く。

「失礼します」

　中では椅い子すに腰掛けた朝ちよう服ふくの俊しゆん哲てつが数人の文官から何かの報告を受けていた。俊哲の前にある机の上には何枚かの文書が置かれている。

「帰られましたか、田村麻呂殿」

　田村麻呂に気付いた俊哲は文官たちに席を外すように告げる。

「鎮守府将軍、ではこの件は後ほど……」

　文官たちは文書を抱かかえてそそくさと出て行った。それを見た田村麻呂は感心したように言った。

「俊哲様もたいへんですな。征せい夷い副ふく将しよう軍ぐんだけでなく、鎮守府将軍まで兼任されていると、様々なことをやらなくちゃならない」

「ははっ、父の代から陸奥の政治には関かかわって来ましたから、さほど大変なこととは思いませんよ。ただ、実際の軍事行動は田村麻呂殿にお任せしなくてはなりませんが……さて、桃生ものう城じようの兵たちはどうでした？」

　田村麻呂は兜かぶとを机の上に置き、俊哲の向かい側の椅子に腰掛けた。

「いきのいい騎き兵へいを選んで連れて来ました。ご命令の通り、できるだけ派手に多賀城まで駆かけて来ましたが、アテルイたちは気が付いたのですかねえ。いくらなんでもここら辺あたりは完全に皇こう国こくの土地ですよ」

「いや、蝦夷えみしの情報網もうというのは決して侮あなどれぬもの。我らが多賀城に来たことで神経質になっているはずです」

　そう言いながら俊哲は棚たなから一枚の地図を取り出して来た。地図には多賀城とそれを守る城じよう柵さくが描えがかれている。桃生城もその中の一つで多賀城の東北に位置し、日高見大河の下流を守備していた。

「数日後に田村麻呂殿は、桃生城から連れて来た騎兵とここにいる軍団を率いて伊い治じ城じように移動していただきます」

　俊哲は多賀城の北にある伊治城を指差した。この伊治城は陸奥と蝦夷との国境近くにあり、まさしく対蝦夷戦争の最前線である。

「農作が始まる季節になった以上、蝦夷では田でん夷いたちを戦士として徴ちよう発はつすることが難むずかしいはず。我が軍の動きを見れば、アテルイは嫌いやでもシュウガを国境付近に置いて我らに対たい抗こうしようとするでしょう」

「そこで出て来たシュウガを呪じゆ禁ごん道どう士し隊で討うつ……と？」

　俊哲は静かにうなずいた。

「そのための手をすでに打ちつつあります」

「なるほど。この城に道士隊の姿が見えぬはずだ。おそらくは伊治城と見ましたが？」

「そう、お察しの通り安あん秀しゆう峰ほうにはすでに命を下しております。蝦夷が多賀城の動きに気を取られているうちに蝦夷の地に潜せん入にゆうし、シュウガを屠ほふるための結けつ界かいを仕掛けよ、と」

「その後にこの田村麻呂が伊治城に軍を動かせば、全すべてはうまくいくわけですな」

「そういうことです」

　田村麻呂は内心舌を巻いていた。蝦夷に詳くわしくなければ立てられない戦略である。物事が見えぬ奴やつは戦いくさには勝てない、と父の苅かり田た麻ま呂ろはよく言っていた。事実、藤ふじ原わらの仲なか麻ま呂ろの乱が起こった時、父は仲麻呂が東国の兵団を押おさえようとした動きを読み、機先を制して朝ちよう廷てい軍ぐんを勝利に導いている。

　ふいに田村麻呂は人の気配を感じた。

「何者かっ!?」

　椅い子すから立ち上がると田村麻呂は腰の大刀に手をかけた。閉められた扉とびら越ごしに見えぬ相手を睨にらみつける。今の軍議を聞かれた可能性もある。もし、このまま立ち去ろうとすれば飛び出して斬きるつもりであった。

「呪じゆ禁ごん寮りようの彌み都と羅らでございます。お目通りを願いたく参さん上じようしました」

　扉の向こうから静かな老人の声が返って来た。

「彌都羅博士はかせ……？　わかった、部屋に入られよ」

　俊哲の応答を聞いて田村麻呂は扉を開けた。そこには白い髭ひげの老人が立っていた。背後には従者らしい二人の男が膝ひざを屈くつしている。

　白い髭の老人は田村麻呂も知っていた。呪禁寮の呪禁博士・彌都羅である。胸まで伸びた髭に白い道どう服ふくという姿はこの多賀城でも目だっていた。物静かだが、眼光の鋭するどさにはどことなく不気味な雰ふん囲い気きがある。西方から来た胡こ人じんの血を引いているとのことで、胡ペルシヤの秘術と薬の知識で呪禁博士になった人物である。

　彌都羅は田村麻呂に挨あい拶さつすると俊哲の前に進み出た。

「鎮守府軍には御尊顔麗うるわしゅうあらせられ……」

「世せ辞じはよい。何の御用かな？」

「はい。この前お聞きした『神』の娘むすめのことでございますが、その娘を捕とらえようかと考えております。つきましては鎮守府将軍のお許しをいただきたく参上いたしました」

「鹿しかの神と蝦夷との間に生まれたハルカとかいう娘のことか……しかし、蝦夷の話では人間と大した違ちがいはないとのこと。捕らえても神の弱点を知るのに役立つかどうか」

　彌都羅は都みやこで天皇や貴族を妖よう魔まの攻こう撃げきから守る呪禁寮の人間である。それが多賀城まで来ているのは、『神』の弱点を探りだしシュウガを倒たおすのに協力せよとの勅ちよく命めいがあったからだった。そのため、俊哲が彌都羅の扱あつかいに苦く慮りよしていることは田村麻呂も知っている。

　ふと田村麻呂は部屋の外にいる彌都羅の従者に目をやった。若いようだが、その目には生気というものが感じられない。何か人形を見ているような感じがした。

「だからこそ捕らえるのもたやすかろうと存じます」

「だが、どこにいるのかは私にもわからぬ。どうやって探すおつもりか？」

　フッ、と彌都羅は笑った。

「私には胡ペルシヤの秘術がございます」

　俊哲はしばらく考えていたが、彌都羅の自信ありげな様子を見て口を開いた。

「わかった。一切の援えん助じよはできぬが、自由に動くことを許そう。それぞれの城じよう柵さくにもその旨むね伝えておく」

「ありがとうございます。必ずや鎮守府将軍のお力になれると思います」

　一礼すると彌都羅は俊哲の前から下がった。部へ屋やを出る直前、彌都羅は田村麻呂に一いつ瞬しゆん視線を走らせた。かすかに田村麻呂はその視線に尖とがったものを感じた。

「何かあるようですな」

　田村麻呂は思ったことを口に出した。

「参さん議ぎ殿の意思があるのかもしれん……」

「ほう、敗戦将軍殿の……」

　田村麻呂が口にした「敗戦将軍」とは紀古佐美のことである。四年前の戦いで大敗北を喫きつした紀古佐美だが、叱しつ責せきこそ受けたものの特に処分は受けなかった。それどころか今では参議として政権を担になう貴族の一人である。武門の出である田村麻呂には納なつ得とくできないものがあった。そこで露ろ骨こつに「敗戦将軍」などと呼んだのである。

「我ら百済の呪禁道士だけでシュウガを倒たおせば、参議殿は彼等を使いこなせなかったものとして面めん目もくを潰つぶされることになる。そこで彌都羅を無理にこの軍ぐん旅りよに加えようとしたのかもしれない……」

　そう言うと俊哲は立ち上がって窓の方へと歩いて行く。陽光の中、一羽の白しろ鳩はとが多賀城の上空に舞まい上がって行くのが見えた。自分に言い聞かせるように俊哲は強く言い放つ。

「彌都羅の力など借りぬ。我ら百済の呪禁道士だけでシュウガを倒す！」







　第三章　蝦夷えみしへの潜せん行こう




　朝あさ霧ぎりの立ち籠こめる林の中を移動する人ひと影かげがあった。秀しゆう峰ほうたち呪じゆ禁ごん道どう士しの一団である。人数は十人ほど。いずれも秀峰の部下の道士だ。当然、紅こう明めいや玄げん礼れいの姿もあった。それぞれ革かく甲こうを身に着け、得意の武器を持っている。

「どうだ、紅明。まだ日ひ高だか見みの大おお河かわには着かんのか？」

　心配そうな秀峰の声にも紅明はじっと照しよう妖よう鏡きようを見み詰つめている。

「頼たのむぜ、今はお前の照妖鏡だけが頼たよりなんだからな」

　腰にヒョウタンをつけた玄礼が励はげましの声をかけるが、紅明の顔には強い疲ひ労ろうの色が滲にじみ出ていた。初めての作戦行動で緊きん張ちようしている上に徹てつ夜やで照妖鏡を見ていたのである。むしろ元気な方がおかしい。

「……この林を抜ぬけた先に大きな流れがあります。おそらく日高見大河でしょう」

　紅明の言葉を聞いて、ようやく一行の間にほっとした雰ふん囲い気きが流れた。今度の作戦行動は心身共に負ふ担たんの大きいものだったからだ。

　秀峰が取った作戦とは、伊い治じ城じようを出て夜のうちに蝦夷との国境を抜けるという無む謀ぼうとも言えるものである。蝦夷の戦士たちは自然と共に暮くらしているだけに、夜の山の怖こわさをよく知っている。夜間に出歩くことはまずありえない。そこで秀峰は夜に山中を抜ければ、国境を見張っている戦士たちに気付かれずに蝦夷の地に潜せん入にゆうできると踏ふんだのである。

　むろん蝦夷の戦士たちですら恐おそれる夜の山である。普ふ通つうならば迷ってしまい、とうてい生きては帰って来れまい。だが、道士隊には照妖鏡を使う紅明がいた。照妖鏡で辺あたりの様子をうかがい、星せい宿しゆくを見て自分たちの進む方向を確認し、剣で草木をなぎ払はらい、野や獣じゆうには気をぶつけ、必死に夜の山中を歩いて来たのだ。

　一行は林の切れ間から日高見大河を見下ろした。雨の季節に入る前なので河はゆっくりと流れている。

「ここからならば覚えがある……」

　川かわ面もに目をやりながら秀峰はつぶやいた。そしてチラリと紅明に視線をやった。何となく紅明には秀峰が何を思ったのか推測できた。ここは今から四年前、秀峰隊長が自分の父親・神明と共に上流へと進んで行った道筋なのだ。

「この上流に日高見大河とイワイ川の合流地点がある。そこに『結界』を仕掛ける」

「隊長、ここより下流ではいけないのですか？　日高見大河を下って脱だつ出しゆつするには、そちらの方が好都合だと思いますが」

　道士の一人が秀峰に問うた。

「いや、我らが軍を進めた場合、川の合流地点を渡るのに苦労しているように見せかければ、蝦夷は必ずそこを襲おそってくるはずだ。その時こそシュウガを倒たおす！　行くぞ」

　秀峰たちが川原かわらに降りようとした時、紅明の照妖鏡が人ひと影かげを映した。

「ちょっと待ってください！　向こう岸に人が来ます」

「何だって!?」

　呪じゆ禁ごん道どう士し隊に緊きん張ちようが走る。

「人数は？」

「男が二人……武器らしきものは持っていないようです」

「隊長、どうしますか？」

　玄礼の問いに秀峰の目が日高見大河の川面をすばやく探る。

「回かい避ひしようとすれば林の中を進む音で気付かれるな……よし、気配を消してやり過ごそう。おそらくすぐに立ち去るはずだ」

　呪禁道士隊は地面に伏ふせて気配を消した。もし、相手が呪術者であってもそう簡単には探り出せぬはずである。

　すぐに向こうの河岸に人影が現れた。丈たけの短い貫かん頭とう衣いを身に着け、腰に蔓つるで編んだ魚び籠くを下げている。一人は若者で、もう一人は人の良さそうな中年だった。彼らは河の中にざぶざぶと入り、水中を探り、仕掛けておいた細い竹たけ籠かごを拾い上げた。中には魚がかかっているようだった。

「ひょー、大たい漁りよう大漁。やっぱり夜のうちに仕掛けた罠わなはよく入るなあ」

「ああ、ここはあんまり人が来ん。魚も油断しとるんじゃろ」

「すぐに戻って燻くん製せいにでもしようぜ」

　そう言うと男たちは竹籠を担かついでもと来た岸に戻ろうとした。秀峰は川面を探った時に竹籠を見つけ、蝦夷えみしの漁師が仕掛けた物だと判断したのである。

「ん、どうした？」

　中年の漁師が立ったまま、秀峰たちが隠かくれている場所をじっと見ている。

「おーい、誰だれかおるんかー？」

　呪禁道士たちに衝しよう撃げきが走った。特に紅明の心臓は飛び出しそうになった。気配を完全に消しているはずである。漁師ごときに見つけられるわけがない。しかし、この中年の漁師は呪禁道士隊のいる場所に向かって声をかけている。

「どうしたんだー？」

「いや、かすかに人の匂においがする。もしかすると誰ぞ行き倒たおれとるのかもしれん。このままにしとくわけにもいかんし、ちょっと見て来る」

「そりゃまずいなあ。俺も籠を置いたらすぐに行くから」

　中年の男は呪じゆ禁ごん道どう士し隊の方に近づいて来る。秀峰は自分の判断が甘あまかったことに気がついた。蝦夷の人間は大和やまとの人間に比べて五感が鋭するどい。「気配」などではなく、もっと単純な「匂い」で自分たちの存在を感知したのだ。こうなれば方法は一つ。秀峰は決意した。

　玄礼に目配せすると、秀峰は林から飛び出した。玄礼も後に続く。

「へっ？」

　いきなり飛び出して来た秀峰に、中年の漁師は何が起こったのかわからないようだった。秀峰が長剣を抜ぬきはなつ。次の瞬しゆん間かん、状じよう況きようを理解できない表情のまま、漁師の体が河の中に崩くずれ落ちた。秀峰の裂れつ気きによる攻こう撃げきだった。

　水音に若い漁師が振ふり返る。

「ヤ、ヤマトの戦士……うわあーっ！」

　秀峰たちに気づいた若者は籠を投げ捨てて逃げようとした。

「逃がすか！　帰き命みよう北ほつ方ぽう玄げん帝ていッ」

　玄礼が水面に腕うでを叩たたき付けた。水に気が流れ、水面が盛もり上がる。

「水すい槍そう襲しゆう!!」
















　盛り上がった水面から幾本もの水の槍やりが飛び出す。水槍は若者へと飛んだ。

「ぐっ……」

　若者の背中を数本の水槍が貫つらぬいていた。若者は二、三歩よろめくと、前向きに河の中に倒れ込み、動かなくなった。

　紅明の近くにいた道士たちも川原かわらに飛び出す。しかし、紅明はガタガタと震ふるえるばかりであった。今、目の前で人が死んだ。しかも自分のよく知っている人間に殺されたのだ。紅明の頭の中は真っ白になっていた。

「急げ、死体は林の中へ。すぐに結界を作りに行くぞ」

　秀峰の声も紅明の頭を虚むなしく通り過ぎるだけだった。




　イワイ川のほとりはブナやナラの林が続いている。林の中では早起きの鳥の声が聞こえ山鳩がパタパタと飛んでいく。樹々の間に道士隊の姿が見える。複雑な紋もん様ようが彫ほられた拳こぶしほどの大きさの石を土の中に埋うめている。埋め終わると静かに呪じゆ言ごんの詠えい唱しようを行ない、丹たん念ねんに埋めた跡あとを隠かくす。それを何回も繰くり返していた。

　紅明だけは作業に参加せず、木の根本に座り込み力なく照しよう妖よう鏡きように視線を落としている。目の下には青アザができていた。茫ぼう然ぜんとする紅明を秀峰が殴なぐり飛ばした時にできたものだ。ここは敵地だ、ぐずぐずしていれば自分一人だけでなく、全員が危険にさらされる。そのことは紅明も良くわかっている。しかし、先ほどの衝しよう撃げき的てきな光景が紅明の心を捕とらえて放そうとしはしない。

（武器を持たない者まで殺すべきなんだろうか？）

　確かに彼らを殺さねば蝦夷えみしの戦士に道士隊のことを知られ、作戦の実行どころか自分たちの命さえ危うくなっていたかもしれない。だが戦士ではない人間を殺したことは、紅明にはどうしても納なつ得とくできなかった。父の仇かたきを取ることだけを考えていた紅明の心に疑念が広がって行く。

（この軍ぐん旅りよは正しい戦いなのか……）

　だが紅明には結論が出せない。父の形見である照妖鏡をじっと見る。

（父さん……）

　突とつ然ぜん、照妖鏡に人ひと影かげが映った。紅明が急に戦士の顔付きに戻もどる。

「上流より人が来ます！」

「何!?」

　作業を続けていた秀峰たちの手が止まる。

「敵の様子と人数は!?」

「人数は四名。戦士らしき男が三名と、おそらく呪じゆ術じゆつ師しだと思われる者が一人います」

　照妖鏡をのぞき込んで紅明が答える。鏡には四人の蝦夷が映っている。前には弓矢を装そう備びした戦士が二人。その後ろに蓑みのをまとい土面をつけた呪術師がいる。その横には小こ綺ぎ麗れいな衣い装しようをつけた三十過ぎの男がいる。コハク・緑石の首くび飾かざりや装飾を施ほどこした蛮刀エムスなど普ふ通つうの戦士とは明らかに違ちがう。

「ただ者ものじゃない……」

　照妖鏡から感じ取れる気の感かん触しよくに紅明は思わずつぶやいた。

　秀峰が走り寄り、照妖鏡をのぞく。その瞬しゆん間かん、秀峰の顔色が変わった。全身から怒いかりの気が立ち上っていく。他の道士たちが何ごとかと秀峰に注目する。

「俺は……、俺はこいつらのことだけは絶対に忘れなかった。こいつらこそ神明の仇かたき、アテルイとコトイだ！」

　その名前を聞いて紅明の体の血も逆流した。シュウガと共に自分の父親を死に追いやった蝦夷の名前だったからだ。紅明は何をなすべきか思い出した。自分は不ふ名めい誉よな死を遂とげた父の仇をとるために蝦夷の地までやって来たのだ。

「シュウガ、シュウガはいないのか？」

　秀峰の問いに紅明も辺あたりを探って見たが、少なくとも『神』はいないようだった。

「残念ですが、シュウガはいないようです」

「そうか……だが、かえって好都合だ。この場でアテルイとコトイを討うち果たせば、戦いくさのケリはつく。アテルイたちは我ら百済くだらの呪じゆ禁ごん道どう士しが仕し留とめるぞ！」

「はいっ」

　紅明は力強くうなずいた。




「ツミ・ワッカ！」

　透明ナメクジのような巨大な水すい妖ようが呪禁道士隊に襲おそいかかってきた。その水妖の前に玄礼が出る。ぬんっ、と玄礼が拳こぶしを水妖に叩たたき込むと、水妖は一いつ瞬しゆんにして吹き飛んだ。

「朱雀すざく炎えん舞ぶ！」

　紅明の剣から無数の炎えん鳥ちようが飛び出し、別の水妖を消しよう滅めつさせる。

「水妖ごときが俺おれたちに通用するとは思うなよ」

　玄礼が土面のまじない師を指差して言う。コトイは低くうなった。

　呪禁道士隊と蝦夷の一団はイワイ川の川原かわらで遭そう遇ぐうしていた。当然道士隊は奇き襲しゆう攻こう撃げきを狙ねらったが、蝦夷の方でも秀峰たちに気付いていたらしく、逆に水妖の攻撃を仕掛けて来たのだ。玄礼と紅明が水妖を退しりぞけ、道士隊とアテルイたちは睨にらみあっている。紅明も右手に炎ほのおの剣、左手に照しよう妖よう鏡きようを持ち、コトイの攻撃に備えている。

「確かにお前はピタカミ大河ボロベツの戦さにいたヤマトのまじない師だな？」

　コトイの横にいるアテルイが腰の太刀エムスに手を置いたまま言った。その視線はまっすぐに秀峰を見ている。そのアテルイを守るように弓矢を構えた蝦夷の戦士が立っている。

「そうだ。この四年間、俺は貴様たちを倒たおすことだけを考えていた」

　秀峰は愛用の長剣をすらりと引き抜くと、剣でアテルイを差した。

「アテルイ、出て来て俺と戦え！　それとも蝦夷の族長は腰抜けか？」

「なに!?」

　アテルイの表情が変わる。蝦夷の族長は戦さが起これば先頭に立って戦わねばならない。秀峰はそれを知っていてアテルイを挑ちよう発はつしたのだ。

「いいだろう、相手になってやる。お前たちは手を出すなよ」

　アテルイが前に進み出る。

「お待ちください、アテルイ様。あやつらはヤマトのまじない師、ただの戦士ではございません」

「心配するな、コトイ。一対一の戦いに遅おくれを取るようではエンチュの長おさはつとまらん」

　そう言うとアテルイは首飾りタマサイをはずして手に巻いた。太刀を引き抜き身構える。

「来い、ヤマトのまじない師！」

　それを見た秀峰はゆっくりと歩ほを進めた。背後にいる道士たちが固かた唾ずを飲のんで秀峰を見守っている。静かに秀峰は呪じゆ言ごんを呟つぶやき始めた。

「……上は星せい宿しゆくに應おうじ、下は大たい嶽がくを撃うつ」

　紅明は秀峰の気が急きゆう激げきに高まって行くのを感じ取った。

「隊長はあの技わざを……」

「おそらくな」

　紅明も玄礼も秀峰が何をやろうとしているのか推測できた。おそらくは天てん剛ごう破は軍ぐん斬ざん。この技は、天剛星、つまり北ほく斗と星せいの破は壊かい力りよくを借りて敵を打ち砕くだくものである。天剛破軍斬の剣が降り下ろされれば、いかなる堅かたい物でも砕け散るしかない。むろん人間など剣の直ちよく撃げきをかわしてさえも命はあるまい。

　あと数歩で剣の間合いに入るところで、秀峰の歩みが止まった。すっ、と秀峰は剣を振ふりかぶった。アテルイも反射的に姿勢を低くし、太た刀ちを握にぎり締しめる。

「天剛来らい臨りん…」

　秀峰の剣に七つの光が宿った。

「怨おん敵てき撃げき滅めつ急きゆう々きゆう如によ律りつ令りようーっ!?」

　秀峰が飛んだ。アテルイに輝かがやく長剣の一撃を叩たたき付けた。鋭するどい金属音が林の中に轟とどろく。川原かわらの小石が爆ばく裂れつするように飛び散った。

「アテルイ様！」

　蝦夷えみしの戦士が叫さけんだ。だが次の瞬しゆん間かん、我が目を疑ったのは道士隊の方だった。

「う、受け止めやがった！　隊長の天剛破軍斬をっ」

　アテルイは秀峰の剣を太刀で見事に受け止めていた。アテルイの周囲こそ天剛破軍斬の威力で破壊されていたものの、アテルイ自身は全くの無傷だった。

「馬鹿、な……」

　アテルイの太刀と剣を押し合いながら秀峰は驚おどろきの表情を隠かくせない。

「奴やつの蛮刀エムスは呪じゆ刀とうかっ」

「いえ、あの首飾りタマサイです！　玄礼先せん輩ぱい！」

　アテルイの手に巻かれた首飾りが光を放っている。その首飾りから強きよう烈れつな気が太刀に流れ込んでいるのを紅明は感じとった。

「うおおーっ」

　叫び声をあげてアテルイは秀峰の剣を押し返した。やはり剣よりも太刀の方が力を入れやすい。秀峰は二、三歩よろめいた。そこをアテルイが左からなぎ払はらう。短い間合いの打ち合いでは長剣よりも蛮刀エムスが有利だ。秀峰はアテルイの一撃を長剣で受け止めるのがやっとだった。

「なっ!?」

　ピキーンと高い音がして秀峰の剣が折れた。天剛破軍斬と太刀とのぶつかり合いで秀峰の長剣にひびが入っていたらしい。そのままアテルイの太刀が秀峰の体を襲おそう。

「隊長ー！」

　秀峰が倒たおれる。右腕と胸から血を吹ふいた。だが、革かく甲こうのお陰かげで致命傷にはなっていない。倒れた秀峰はとっさにアテルイに気をぶつけようとしたが、右腕が上がらない。

「とどめっ！」

　アテルイが太刀を振りかざした。

「おのれえー！」

　玄礼が腰のヒョウタンから水の剣を引き抜いた。正確には玄礼がヒョウタンに入っていた水に気を流して剣にしたのだ。アテルイへと走る。それを見たアテルイの動きが一瞬止まった。玄礼はかなり遠い間合いから水すい剣けんを突つき出す。

「はあっ」

　いきなり水剣は伸のびて槍やりとなり、アテルイの顔面を襲う。アテルイは水槍をかろうじて刀の柄つかで受け止めた。手にした首飾りが光り、水槍を消し飛ばす。

「紅明っ、こいつを殺せ、殺すんだあっ」

　玄礼の叫びが紅明の耳にも当然届とどいた。しかし、初めての戦せん闘とうを目の当たりにして足がどうしても動こうとしない。代わりに紅明の後ろにいた仲間の道士が剣や矛ほこを手にしてアテルイに向かう。

　アテルイは後ろに飛びのいた。二人の蝦夷の戦士がアテルイの前に出る。

「ふん、貴様らに付き合ってやろうかとも思ったが、これまでだな。見るがいい！」

　アテルイがコトイに目配せした。コトイが林に向かって杖つえを掲かかげる。

「な、な、な、なんだと！」

　玄礼だけでなく、ここにいる道士隊全員が驚きよう愕がくの表情で林を見た。何もいなかったはずの林の中に、突とつ如じよ蝦夷の戦士が出現したのである。数は五十名ほどもいるだろうか。矢を弓につがえ、道士隊にきっちり狙ねらいをつけている。突とつ然ぜんのでき事に玄礼たちはただ立ち尽つくすだけだった。

　紅明の顔から血の気が引いて行く。何が起こったのか紅明は即そく座ざに理解した。コトイは戦士たちに隠おん形ぎようの法を使っていたのだ。しかし、コトイたちは姿を隠かくさず、わざと照しよう妖よう鏡きように映るように進んで来た。そのため紅明は敵が隠形の法を使っていることにすら気がつかなかったのである。おそらくアテルイが秀峰の挑ちよう発はつを受けて太刀を抜いたのも、こちらに注意を引くためと戦士を側面に移動させるための時間稼かせぎだったのだろう。

　紅明の体から脂あぶら汗あせが流れ出した。自分が四年前の父親と全く同じ間ま違ちがいをやってしまったことに気が付いた。自分のせいで道士隊をこのうえない危機に突き落としてしまったのだ。気が遠くなりそうだった。

「ツミ・ワッカ！」

　コトイの呪じゆ言ごんと共に川からは水すい妖ようがズルズルと這はい上がって来る。右腕を押さえた秀峰は起き上がり、水妖にチラッと目をやってからアテルイをじっと見み据すえた。その目からはまだ闘とう志しは消えていなかったが、状じよう況きようが絶望的であることは正確に判断していた。

　林の中の戦士たちを攻こう撃げきしようとすれば水妖が背後から襲おそいかかって来る。その逆も同じである。ましてやアテルイを攻撃したり、逃にげようとすれば水妖と弓矢の同時攻撃を受けなくてはならない。おまけに相手は弓矢の達たつ人じんである蝦夷の戦士である。取るべき有効な手段はない。

「ところで貴様らは何をしていたのだ？」

　勝ち誇ほこった顔でアテルイは言う。秀峰はアテルイを睨にらんだまま何も答えない。

「全すべてを隠さず話せば命だけは助けてやるぞ」

　蝦夷は自ら降こう伏ふくした相手に対しては危害を加えることはしない。また降伏しか方法がないこともわかっている。しかし、蝦夷という蛮ばん族ぞくの捕ほ虜りよになれば、百済くだらの呪じゆ禁ごん道どう士しの名前を汚けがすだけでなく、百済王氏の名めい誉よも傷付けることになる。それは秀峰には到とう底ていできることではなかった。

　ふいに秀峰の脳裏に神しん明めいの顔が浮うかんだ。秀峰は左手で折れた剣を拾う。

「アテルイ、貴様との決着はまだついていないぞ」

「ほう、まだやると言うのか。だが、これから俺おれたちにはやることがある。まだ戦うつもりなら即座に死ね」

　秀峰は玄礼に振り返った。

「お前たちは降伏しろ。ここで百済の呪禁道士の技わざを絶えさせるわけにもいかん。この失敗は俺一人の命で償つぐなう」

「しゅ、秀峰隊長……」

　秀峰の心情を理解した玄礼は声を震ふるわせた。

「戦士としての誇ほこりか。わかった、なるべく壮そう絶ぜつな死に方をさせてやる。そうすれば貴様らの族長にも言い訳が立つだろう……奴やつだけを狙ねらえ！」

　アテルイの声に林の中にいた戦士たちが一いつ斉せいに秀峰に狙いを定める。

（何とか、何とかしなくちゃ……）

　紅明の頭の中で必死の思いがぐるぐると回転していた。今、自分の目の前で秀峰が死のうとしている。こうなった責任は照しよう妖よう鏡きようで敵を見落とした自分にあるのだ。しかし、その責任を秀峰は一人で背負って死ぬつもりである。まるで四年前の父・神明のように。

　紅明の目に水すい妖ようが映った。ふいに紅明の脳裏に難波なにわの大和やまと川の情景が浮かんできた。

（そうだ、これしかない！）

　紅明は右手の剣をかかげた。

「帰き命みよう南なん方ぽう炎えん帝てい、大たい翼よくッ」

　剣から大きな炎ほのおが立ちのぼる。それに気付いたコトイが慌あわてて叫さけんだ。

「そやつを射よ！　何かする気だ！」

　紅明の足が水妖に向けて動く。蝦夷の戦士は一いつ瞬しゆん戸と惑まどったものの、紅明に向けて矢を引き絞しぼる。水妖も紅明に襲おそいかかって来る。

「朱雀すざく爆ばく水すい気きッ」

　紅明が水妖の群れに大だい炎えんの剣を叩たたき付けた。己おのれの全気力をこめての一いち撃げきだ。水妖は瞬時に消し飛び、突つき抜ぬけた炎はイワイ川の流れをも撃うった。ドシューッ、という音と共に辺あたりの空間が霧きりで真っ白になる。突とつ然ぜんの変事に蝦夷の戦士たちは混乱の叫び声を上げた。

「みんな逃げてください！」

　そう叫んだが、それが紅明にできた精せい一いつ杯ぱいのことだった。紅明は両膝ひざをガクッと川原かわらに崩くずした。目の前の白い空間が歪ゆがんで見える。体がまったく言うことを聞かない。朱雀爆水気は己の気力を使い果たしてしまう技わざだ。紅明にはもう何の力も残ってはいなかった。

　ひゅん、と音がして矢が紅明をかすめた。紅明の声を聞いた蝦夷の戦士が放ったものだろう。しかし、紅明には対処することができない。それでも立ち上がろうとした時、霧の中から黒い蛇へびのようなものが紅明に襲いかかって来た。

（法ほう縄じよう！）

　紅明は襲って来た武器の正体を見極めることはできた。「法縄」という道士の使う鞭むち状じようの武器である。だが、今の無力な紅明は法縄の攻撃を防げない。法縄をまともに胸に受けてしまった。臓ぞう腑ふを潰つぶされたような衝しよう撃げきが体に走り、そのまま後ろに飛ばされる。紅明はイワイ川の水中に転落した。

　朱雀爆水気の一撃で水中は激はげしく渦うずを巻いている。その激しい流れの中に紅明は巻き込まれていく。なぜか紅明はさきほど殺された若い漁りよう師しを思い出した。

（僕はこのまま死ぬのか……？）

　紅明の意識は次第に薄うすれて行った。







　第四章　カムイの娘むすめ




　闇やみの中から巨大な法ほう縄じようが紅こう明めいに襲おそって来た。法縄は紅明の胸を貫つらぬく。革かく甲こうが飛び散り、紅明は血を吐はいて倒たおれた。

「な、なんでこんな場所に法縄があるんだ……」

　だが、いつの間にか紅明の傍かたわらに黄こう農のう老ろうが立っていた。

「心配せんでもよい。わしがついておる」

　そういうと黄農老は紅明の胸に手を当てて気を送り込んだ。胸から暖かい感じが全身に伝わって行く。紅明は安あん堵どした。しかし、紅明は周りで話し声がするのに気付いた。よく聞くと大和やまとの言葉ではない。蝦夷えみしの言葉だ。傍らの黄農老に目をやったが、黄農老の姿は消えていた。話し声は次第に大きくなる。不安にかられた紅明は身を起こす。紅明の目の前にアテルイが現れた。しかも紅明の周囲を蝦夷の戦士がぐるりと取り囲んでいる──

　紅明は目を見開いた。

「気が付いた？」

　一人の女性が紅明の胸に手を当てていた。若い女性だった。年齢は十八ぐらいではないだろうか。目をくりくりとさせた可愛かわいい細めの女性で、長い髪かみを後ろで束たばねている。渦うず巻まきを主とする複雑な紋もん様ようが描かれた丈たけの短い貫かん頭とう衣いを着ている。蝦夷の言葉を口にしたところから見て蝦夷の少女なのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ？　あなた、ヤマトの人みたいだけど、エンチュの言葉イタクはわかる？」

　少女が紅明をのぞき込むようにして、優しい口く調ちようで尋たずねた。

「はいエ、わエかラりムまアすン」

　紅明は身を起こしながら蝦夷の言葉で答えた。百済くだらの呪じゆ禁ごん道どう士しは、百済王が東北経営にたずさわってきたこともあって、蝦エン夷チユイ語タクを一通り習っている。畿き内ないにも先祖が蝦夷である佐さ伯えき氏の一族や東北から連れてこられた蝦夷の捕ほ虜りよなどがいて、都の周辺でも蝦夷語を習得することはできるのだ。

　林の中に紅明は寝ねかされていたようだ。木こ洩もれ日びが少女の顔を照らしている。もう日は高いらしい。アテルイたちと戦ってからどれほどの時間がたったのだろうか。

「あなたが僕を助けてくれたんですか？」

「ええ。ピタカミ大河ボロベツに浮いていたのをマムトと一いつ緒しよに引き上げたんだけど……良かった、一時は呼吸が止まってたからどうなるかと心配したわ」

　思わず紅明は自分の胸を押おさえた。つけていたはずの革甲がない。上着の一部も破れていた。法縄の攻こう撃げきで壊こわれたのだろう。しかし、胸の痛みはない。紅明はこの少女が気による治ち療りようを自分にしてくれたことを理解した。
















（なぜ蝦夷の人間が僕を助けてくれたんだ？　大和の兵士である僕を……）

　ふと自分の傍かたわらに目をやった紅明は照しよう妖よう鏡きようと剣がないことに気が付いた。紅明の顔色が変わった。照妖鏡も剣も大切な父の形見なのだ。紅明は少女の肩をつかみ慌あわてて聞いた。

「照妖鏡、いや、僕が持っていた鏡と剣を知りませんか!?」

「ああ、それならマムトが持ってます。今、アテルイの追っ手の様子を見に──」

　その時、森の中に怒ど鳴なり声が響ひびいた。

「貴様ッ、ハルカ様から離はなれろ！」

　声の方に振ふり向くと、そこには弓矢を引き絞しぼった一人の蝦夷の狩人かりゆうどがいた。額に三さん角かく紋もんの鉢はち巻まきをつけた二十歳過ぎの青年である。しなやかな体からは力強さが感じられる。その青年が怒いかりの形ぎよう相そうで矢の先を紅明に向けている。

　紅明の体が強こわ張ばる。今の紅明には矢に対たい抗こうする手段がない。矢を撃うたれれば死ぬ。

「やめなさい、マムト！」

　ハルカと呼ばれた少女は慌てて立ち上がった。

「弓を収めなさい。この人は怪け我がをしているのですよ」

「しかし、この者はヤマトの戦士です。我らエンチュに何をしでかすかわかりません。ヤマトの者だとわかった時に、もう一度ピタカミ大河の中に叩たたき込んでやればよかったのですよっ」

　それを聞いたハルカの表情が険けわしくなった。

「マムト、あなたには失望しました。倒たおれている者を助けるのは、エンチュにとって当然の務めでしょう。なのに、よりにもよって怪我をしてる人に矢を向けるとは、それでもエンチュ一と呼ばれた狩人ですかっ！　もういいです、オガチには私一人で行きます」

　マムトという狩人は言葉に詰つまったようだった。静かに矢を矢や筒づつに収めると膝ひざを屈くつして頭こうべを垂れた。

「お許しください、ハルカ様。私が間ま違ちがっておりました」

　ハルカの表情が和やわらぐ。紅明の体からも緊きん張ちようが解とけた。

「それでこそエンチュの人間です。ところでマムト、この人が持っていたものを返してあげなさい」

「ええっ、そいつは戦士ですよ。戦士に武器を渡すなどあまりに危険過ぎます！」

「気を失っても握にぎり締しめていたからよほど大事な物のはず。ね、そうなんでしょう？」

　ハルカは紅明に微笑ほほえみかけた。

「亡なくなった父の形見なんです……」

「やっぱり。マムト、返してあげて」

　マムトは背負っていた袋サラニブの中から渋しぶ々しぶと照妖鏡と剣を取り出した。それを受けとろうとした紅明だったが、マムトが強く警けい戒かいしているのを感じていた。敵とも言える人間に武器を渡すのだから無理もないことだった。

「御心配なく。いくら僕が大和の人間でも、命を助けてくれた人に刃やいばを向けるわけにはいきません」

「そう言えば、あなたの名前をまだ聞いていなかったわね？」

「徳……いや、紅こう明めいです。大和から来た紅明です」

　ハルカに尋たずねられ、紅明はマムトから照妖鏡と剣を受けとりながらそう答えた。蝦夷では氏族名という概がい念ねんがないので、紅明も名前だけを名乗った。

「コウメイくんね……」

　その時、なにげなく照妖鏡に目をやった紅明の表情が変わった。当然のことながら照妖鏡には三人の人間が映っている。自分とマムトはそのままの姿だが、ハルカだけは鹿しかの姿がだぶっている。照妖鏡は神や妖よう魔まの本当の姿を映し出す。ハルカが普ふ通つうの人間でないことを照妖鏡は示している。

「ま、まさか、あなたは『神カムイ』……」

　紅明の口から震ふるえる声が漏もれた。マムトも紅明も異変に気付き腰の小刀マキリに手をやった。だが、ハルカは厳げん然ぜんとして紅明に答えた。

「そうです。私は鹿の神ユクカムイリクカの娘むすめ、ハルカです」




　紅明たち三人は林の中を歩いていた。どういうわけか、ハルカもアテルイから追われているらしい。とにかくアテルイから逃のがれるべく、三人は一いつ緒しよに南へと向かっていた。

　道もない林の中をハルカとマムトはまるで平地を進む速さで歩いて行く。その後を紅明が黙だまってついて行く。呪じゆ禁ごん道どう士しの目的の一つは神や妖魔を殺すことである。それがよりにもよって神に命を助けられたのである。全く予期せぬできごとに紅明は少なからぬ衝しよう撃げきを受けていた。

「できればタツコ様のおられるウキキ湖トーに向かえれば良かったのですが……」

「いいえ、あなたのお陰かげでアテルイから逃れられただけでも幸運でした。感謝しています」

　マムトはちょっと照れたような顔をした。その照れを隠かくすように後ろからついて来ている紅明に声をかけた。

「コウメイとか言ったな……あんたを信じて、聞きたいことがある。オガチの近くにヤマトの砦チヤシがあるが、そこがエンチュに戦いくさを起こすことはないんだろうな？」

「雄お勝がち近くの砦とりで？　ああ、桃生ものう城じようのことですか」

「そうそう、モノなんとかという砦だ」

　多賀城の東北に雄勝という所がある。ここは山が連なる地域で、大和やまと朝ちよう廷ていの支配に入らない蝦夷えみしが数多く住んでいる。桃生城は雄勝の蝦夷を押おさえこむために、三十年ほど前に藤ふじ原わらの仲なか麻ま呂ろの命令によって作られたものだ。しばしば大和軍と蝦夷の戦いの場所となり、紅明の父・神明も、蝦夷に奪うばわれた桃生城の奪だつ回かい戦せんに俊しゆん哲てつに率いられて参加している。だが、最近では大和朝廷の押さえこみが成功し、蝦夷との対決は起きていない。

「それなら大だい丈じよう夫ぶだと思います。当分、桃生城で作戦行動はないでしょう」

　胆い沢さわ牽けん制せいのため、桃生城の兵士の一部を多賀城に移すという話は紅明も聞いていた。

「でも、なぜわざわざ大和の城じよう柵さくの近くに？」

「ヤマトの砦の近くなら、アテルイもへたに戦士を送り込むわけにはいかんだろ」

「なるほど」

　感心する紅明にハルカが足を止めて語りかける。

「ただ、一つだけ心配なことがあったのよ。ヤマトのまじない師は私たち神カムイを見つけ次第殺そうとする恐おそろしい奴やつらだから、出会ったら大変だって思ってたの。でも、あなたを見る限りじゃ普ふ通つうの人間ね」

　そう言ってハルカはニコッと笑い、また歩き始めた。その笑顔に紅明はドキッとするものを感じた。自分は『神』を殺すために東北の地に来たはずである。しかし、今はその神と親しく言葉を交わしている。不思議で暖かい感じがした。そして少しばかり胸が高鳴っていた。

　紅明が一いつ瞬しゆんボーッとした間にハルカとマムトは樹々の中をだいぶ進んでいた。慌あわてて紅明は二人を追う。

「あのー、ハルカさん」

「何かしら？」

「じゃあ、なぜ蝦夷のアテルイが神であるあなたを追ってるんですか？　蝦夷の人間は神を敬うやまっていると聞きましたが」

　ハルカは悲しそうに首を横に振ふった。

「わかりません。私がクレコム山にいる時、急にアテルイが戦士と共に襲おそって来たのです。その直前にマムトが私を助けてくれたお陰かげで逃のがれることはできましたが……」

「ハルカ様の父上リクカ様は我ら狩人かりゆうどに鹿を狩かることを許してくださった大恩ある御方。アテルイが何を企たくらんだのかは知らんが、ハルカ様を捕とらえるなどとんでもないことだ！」

　マムトが憎にく々にくしげに言う。どうやらイワイ川で遭そう遇ぐうしたアテルイたちは、ハルカと彼女を助けたマムトを捕らえるために行動していたらしい。しかし、アテルイにコトイまでもが追つい跡せきに加わるとはただ事ではない。

「アテルイも昔むかしはあんなじゃなかった……」

「コトイだ。あのまじない師が来てからアテルイはおかしくなったんだ」

　マムトが吐はき捨てるように言った。

「えっ、コトイは昔から胆沢にいたんじゃないんですか？」

「八年ぐらい前だったか、奴がイサワに現れたのは。土面で顔を隠かくし、何者なのかどこから来たのか全くわからん。ただ、『死の水』のまじないを使えるので、アテルイは喜んで自分の所に迎むかえ入れたんだ。ヤマトとの戦いも続いていたしな」

　ちらっとマムトは紅明に目をやった。

「そして、突とつ然ぜん、オンルプシカムイのシュウガ様が我らの戦いに加わったんだ」

　その言葉を聞いて紅明の心が乱れかけた。マムトが口にしたのは四年前の日ひ高だか見みの大おお河かわの戦いのことに違ちがいなかったからだ。しかし、紅明は自分の心を押さえ付ける。

「俺たちも最初は、ヤマトが山野の掟おきてを無視して好き勝手に土地を荒あらしているので、シュウガ様が怒って我らに力を貸してくれたもんだとばかり思っていた。だが……」

「まさかアテルイとコトイが操あやつっているとでも？」

　マムトは苦々しげにうなずいた。

「そうとしか思えん」

　その答えを聞いて紅明は慄りつ然ぜんとした。確かに大だい唐とう国こくには「五ご雷らい法ほう」という低級の妖よう魔まを操る呪じゆ法ほうが存在する。だが、『神』ともなると訳が違う。老おいることを知らず、強い再生能力を持つ肉体。それに強力な『気力』を使いこなす存在が『神』だ。その神を操る呪法は大唐にも日本にも存在しないし、ましてや蝦夷の地にあるはずがない。もし、シュウガが本当に操られているとすれば、これは大変なことだ。

「シュウガ様は山野の掟を守らぬ者に対しては真に恐おそろしいカムイだった。俺おれも小さい時に、魚を取るため川に毒を流したエンチュが八つ裂ざきにされた姿を見たことがある。しかし、シュウガ様にはそれゆえにカムイとして敬うやまわれていた」

　シュウガは紅明たち呪じゆ禁ごん道どう士しには倒たおすべき敵でしかないが、蝦夷の狩人にとっては畏い怖ふと尊敬の対象らしい。

「それがヤマトと戦ってから、はっきりとは言えないんだが、おかしな感じになってきた。カムイの持つ気高さが崩くずれて来たというのか……最近じゃ全くお姿を見ない。コトイたちがシュウガ様に何かやっているとしか、俺には思えない」

　それから三人は無口になり、林の中を進んで行く。どれくらい歩いただろうか、ハルカが声を上げた。

「水の匂においがする！」

　ハルカが駆かけ出す。その後を追ってマムトと紅明も走り出した。

「見て、ヤマトの里さとよ」

　樹々の間からゆったりと流れる大河が見える。日高見大河に違いなかった。その河の向こう側に田起こしを始めたばかりの田地があり、粗そ末まつな草くさ葺ぶきの家も見える。日高見大河が大和と蝦夷の境界線になっているらしかった。

「もうここまでくればアテルイも追ってはこないだろう。ここで別れよう」

　マムトが紅明にそう告げた。

「わかりました。僕はこのまま河沿いに南に行きます。桃生城につきますから。お二人に命を救っていただいた恩は忘れません。ありがとうございました」

　紅明は深々と頭を下げた。

「ええ。あなたも体に気をつけてね。まだ体の調子は完全じゃないはずだから」

　笑顔でハルカは紅明に応こたえた。マムトは何となく気まずそうな顔をしている。一度は殺そうともした相手から感謝されたのだ。変に居い心地ごこちが悪い感じがしているのだろう。

「じゃあ、これで」

「ちょっと待った」

　去ろうとした紅明をマムトが呼び止めた。何事かと紅明が振ふり返る。

「あんたを信じないわけじゃないが……これだけは誓ちかってくれ。俺たちのことを決してヤマトの人間には話さないと」

　紅明は深くうなずいた。

「大だい丈じよう夫ぶです。救っていただいた命です。この紅明の命にかけて、ハルカさんのことを誰だれかに話すことは絶対にしません」

　力強く、そう宣言した。







　第五章　屈くつ辱じよくの帰城




　紅こう明めいが桃生ものう城じように着いたのは日も暮くれかかった頃ころだった。この桃生城は日高見大河の西岸にある岡上に作られ、土ど塁るいと木もく柵さくで周囲を囲んである。高くそびえた櫓やぐらが河の向こう側にある雄お勝がちの山並みをにらむかのように立っている。

　暗い気持ちで紅明は櫓を見上げた。敵地から逃のがれ、やっとのことで大和やまとの城柵にたどり着き、ホッとする気分も確かにある。しかし、それ以上に今度の作戦が無残な結果に終わったことが、紅明の心に重く重くのしかかっていた。アテルイとコトイを目の前にしながら、呪じゆ禁ごん道どう士し隊は彼らの策さく略りやくにはまり敗北した。自分以外に誰だれか生き残っているかどうかもわからない。そして、そうなった原因は自分にあるのだ。初めての戦いでの悲劇的な結末は紅明にとってあまりにも辛つらすぎるものだった。だが、兵士としてはこのまま逃にげ出すわけにはいかない。意を決して門へと歩いて行く。

　多た賀が城じように比べれば粗そ雑ざつな門の前には二人の衛え士じがいた。衛士は紅明を見ると矛ほこを構えた。

「何者だ!?」

「自分は多賀城の呪禁道士隊に属する徳とく紅明です。故あってこの城に参りました。一晩、この城に泊とめていただけるよう、城じよう司し様にお取り次ぎください」

「あ、呪禁道士の方ですか」

　兵士は慌あわてて矛を元に戻もどした。呪禁道士はその呪法能力ゆえに大和軍の中でも一いち目もく置かれている。

「失礼いたしました。ところで、先ほど別の呪禁道士の方が城に入られたのですが、何かの作戦行動なのでありますか？　だいぶ怪け我がをされていたみたいですが……」

「え……」

　紅明の重く沈しずんだ心に、ぱっと一筋の光が差し込んで来た。自分の他にも誰か生き残っているらしい。

「本当ですか!?」

　紅明はつい大声を出していた。




「玄げん礼れい先せん輩ぱい！」

　衛士に教えられて城の正殿に向かった紅明が見たのは、正殿から出て来る玄礼の姿だった。すでに革かく甲こうをはずしヒョウタンも持っていないが、体のあちこちを布で巻き、その上に「治ち癒ゆ符ふ」を張り付けてある。治癒符とは傷を治すための呪符である。玄礼は蝦夷えみしとの戦いで相当の怪我を負ったらしい。

「紅明かっ」

　声をかけられて顔を上げた玄礼は驚おどろきの表情で紅明を見た。紅明が玄礼の所に駆かけ寄ってくる。まじまじと玄礼の顔を見た紅明の目に涙がにじんできた。少なくとも自分だけが生き残ったわけではなかったのだ。蝦夷の地での様々なでき事が頭を駆かけ抜け、目から熱い物が溢あふれて来る。

「紅明、よく生きて帰ってきたな……」

「玄礼先輩もよくぞ御無事で……」

　紅明は涙をぬぐうと真ま顔がおで玄礼に尋ねた。

「ところで、隊長や他の人達はどこにおられるんですか？」

　玄礼は力なく首を左右に振ふった。紅明の顔に不安が走る。

「まさか……」

「わからない……蝦夷の矢に追われて俺一人が小船で逃げるのが精せい一いつ杯ぱいだった」

　しばらく二人の間に沈ちん黙もくが流れた。ふいに玄礼が何かを思い出したように口を開いた。

「紅明、これから多賀城に向かうぞ。この城の城司に掛け合って馬を用意してもらった」

「えっ、これからですか!?　もう日が暮くれて危険です。それに先輩のその傷じゃあ──」

「馬鹿野郎ッ、俺たちは兵士だろうが！　こんなことになった以上、一刻も早く俊しゆん哲てつ様に御報告して指示を仰ぐのが当然の務めだ。傷なんかに構っていられるか」

「は、はい……」

　二人はそのまま厩うまやに行った。騎き兵へい用の軍馬が出払っており、二人は仕方なく他の城じよう柵さくとの連れん絡らく用の馬を借りることにした。

「何か騒さわがしいな」

　二人は城門の方から声がするのに気が付いた。もう辺あたりは暗くなり始めている。見張りの兵を残して城内の者たちは宿舎に入る頃ころである。何かの作戦行動を今から始めることは普ふ通つうはない。

「誰か桃生城に来たんじゃないでしょうか」

「行ってみよう。多賀城からの使者かもしれない」

　二人は馬に飛び乗ると城門へと馬を走らせた。ちょうど開かれた城門から騎馬の一団が入って来るところだった。

「あいつは──」

　騎馬の一団の先頭にいた人物を見て、玄礼は思わず声を出した。白い道どう服ふくをつけた長い髭ひげの老人。その老人は紅明も知っていた。呪じゆ禁ごん博はか士せの彌み都と羅らである。

「なんで、あいつがここに来たんだ……」

　玄礼は苦々しげな表情で呟つぶやいた。シュウガを自分たちの手で葬ほうむり去るのが当然と考えている呪禁道士隊は、勅ちよく命めいとはいえ、彌都羅が軍ぐん旅りよに加わったことに不快感を覚えていた。それに彌都羅は、呪禁寮りようの秘薬や呪じゆ符ふを貴族に私的に流して有力貴族に取り入っているという噂うわさの人物である。当然、呪禁道士隊では彌都羅のことを良く思っていない。

「ほう、これはこれは百済くだら王おう様の呪禁道士殿ではありませんか」

　玄礼たちに気付いた彌都羅が声をかけて来た。彼の後ろには十騎ほどが続いている。全身を黒い鎧よろいに覆おおわれた騎兵たちである。

　紅明は黒い騎兵たちに妙みような感かん触しよくを覚えていた。生きていることは確かなのだが、生気というものが感じられない。目も虚うつろでまるで死人のようだった。

「いつの間にか桃生城に来ておられたとは、さすがに神しん出しゆつ鬼き没ぼつの御方たちだ。さぞや蝦夷えみしの奴やつ等らめを脅おびやかして来られたのでしょう。いや、まったく大したものだ」

　作り笑いの彌都羅はそう続けた。口元には明らかに侮ぶ蔑べつの笑いが浮うかんでいる。玄礼の傷を見て、呪禁道士隊が大きな損害を被こうむったのは気付いているのだろう。

　一いつ瞬しゆん、玄礼は彌都羅を睨にらみつけた。

「先を急ぎますので、失礼します。いくぞ、紅明っ」

　玄礼は馬に鞭むちを当て、城門から飛び出して行った。紅明も後に続く。後ろをチラリと振ふり返って見たが、黒い鎧の騎兵たちは全く無反応だった。

　光を失いつつある軍道を走り出した二人に彌都羅の声が聞こえて来た。

「御心配なく。シュウガを倒たおすのはこの彌都羅にお任せあれ！」

　それは蝦夷に敗やぶれた二人の呪禁道士にとって屈くつ辱じよくの言葉だった。




「秀しゆう峰ほう隊長の容よう態だいは？」

　玄礼が軍ぐん監かん用の部へ屋やに入って来た。寝しん台だいに横たわった秀峰を気による治ち療りようをしていた紅明はやつれた顔を玄礼に向けた。

「大だい丈じよう夫ぶか、ずっと隊長に気を送り続けてるが……」

　紅明の横に置いてあった椅い子すに玄礼は腰掛けた。心配そうに尋ねる。

「僕の方が気の治療はうまいですから……隊長の容態は相も変わらずです」

「そうか……俺もまじめに黄こう農のう様から気法治療を習っときゃよかった。お前に加勢ができれば、隊長も早く目を覚まされるかもしれないのにな」

　心配そうに玄礼は秀峰の姿を見た。体のあちこちが布で巻かれている。アテルイに斬きられた右腕と胸の傷だけでなく、無数の矢傷と刀傷があった。おそらく紅明が朱雀すざく爆ばく水すい気きを使い霧きりを発生させた後も、秀峰は蝦夷えみしの戦士たちに向かって行ったのだろう。

　秀峰が多賀城に戻もどって来たのは、玄礼と紅明が多賀城にたどり着いてから間もなくだった。血まみれになりながら伊い治じ城じようの騎き兵へいに連れて来られたのである。騎兵の話によると、それは秀峰が伊治城の城じよう司しに強きよう硬こうに頼たのみ込んだらしい。秀峰は俊哲に面会すると、作戦が失敗したことを手短に報告し、そして「俊哲様、申しわけございません」という言葉を絞しぼりだすように言った後に倒たおれ込み、一日以上たった今でも目をさまさないのであった。

　他の道士についての消息は何の手掛かりもなかった。呪じゆ禁ごん道どう士し隊の中でも腕うでの立つ者たちではあったが、蝦夷の土地に詳くわしいわけでもなく、帰き還かんは絶望視されていた。彼らを失い隊長の秀峰も意識不明で、呪禁道士隊は行動不能に陥おちいっていた。

　呪禁道士隊のこのような無残な結果からすれば、何らかの処しよ罰ばつがあっても不思議はないが、俊哲は玄礼と紅明に秀峰の介かい護ごを命じただけだった。それ以来、紅明は秀峰の介護に専念している。

「ところで、アテルイたちの様子はどうですか？」

「俊哲様は伊治城の警備を固めるよう御命令を出されたが、これといって蝦夷の動きはないようだ。確かアテルイは『やることがある』とか言ってたようだが、あれは一体なんだったんだ？　それにシュウガの情報もまったくない」

　紅明は山で出会った『神』の少女のことを思い出した。むろん、そのことを玄礼に話すわけにはいかない。

「入るぞ」

　突とつ然ぜん、部へ屋やに麻あさの平服をつけた大きな男が入って来た。

「これは田た村むら麻ま呂ろ将軍」

　玄礼と紅明は慌あわてて立ち上がり、坂上田村麻呂に会え釈しやくをした。

「いや、治ち療りよう中だろう。気にしなくていい。それより安隊長は？」

「容よう態だいは落ち着きましたが、いつ目を覚まされるのか……」

「そうか。俊哲様も気にしておられた。早く元気になってくれるよう私も祈っている」

「ありがとうございます。しかし、将軍自らおいでになるとは何かあったのですか？」

　玄礼が田村麻呂に尋ねた。田村麻呂が秀峰の見み舞まいに来ただけではないというのは紅明も感じとっていた。

「うん、それなんだが……」

　少し迷った様子だったが、田村麻呂は言葉を続けた。

「これは秘密ということだったが、私の一存で君らには話しておく。呪じゆ禁ごん道どう士し隊も知っておいた方がいいだろう。呪禁寮りようの彌み都と羅ら博士が作戦行動に出ているのは知ってるな？」

「ええ。あいつ……、いや、彌都羅博士とは桃生城で会いましたから。何をやろうとして桃生城に行ったのかは知りませんが」

「実は彌都羅博士は『神』を捕とらえようとしていたんだ」

「え、『神』をですか……」

「そして先ほど桃生城から来た使者が彌都羅の手紙を持って来た。何でも『神』を捕らえるのに成功したらしい」

「まさかシュウガを!?」

「いや、鹿の神の娘むすめでハルカというらしい。桃生城では充じゆう分ぶんな研究ができないので多賀城に移送すると言ってきた。……ん、どうした？」

　玄礼の隣となりで紅明が顔色を失って立ち尽つくしている。「ハルカ」という名前を聞いて、紅明は心臓を握にぎり潰つぶされたような衝しよう撃げきを受けていた。

「な、何でもありません。ちょっと疲つかれただけです……」

　そう答えるのが精せい一いつ杯ぱいだった。







　第六章　苦悩の決断




「へえ、こりゃスゴイですね」

　紅こう明めいは目の前の光景に驚おどろきの声を上げた。紅明の眼前には無数の小島が散らばる青い海が広がっている。小島は波に削けずられ、白い複雑な形の岩いわ肌はだを見せ、その上に松の緑が映えている。紅明がまだ見たこともない海の美しい絶景だった。

「そりゃ難波なにわの海にはこんな風景はないもんなあ」

　玄げん礼れいは馬に乗ったまま、同じく馬上の紅明に笑いながら語りかけた。

　その紅明は目を閉じ、静かに息を吸い込んだ。紅明の体の中に清せい冽れつな気が入り込んで来る。疲つかれきった紅明の体も少しは癒いやされるようだった。

「それに気の流れもすごくいい所です」

「だからお前をここに連れて来たんだ。ここを俺おれたちは千ち々ぢの松まつ島しまと呼んでいるが、この松島は風景が素晴らしいだけでなく、自じ然ねんの生気が溢あふれてる場所だ。気が欠落した時にはよくここに来て内気を養ってる」

　秀峰の介かい護ごを続けていた紅明だったが、彌み都と羅らが多た賀が城じようについたという話を聞いた途と端たん、ついに紅明は倒たおれてしまったのである。気の放出のし過ぎだと判断した玄礼は、陸む奥つ一いち之の宮みやの塩しお釜がま神社を越えて紅明をこの地に連れて来たのだった。

「ここから北に行くと五ご大だい力りき菩ぼ薩さつを祭った仏堂がある。そこが気の流れの中心だ。平気なようならそこまで行ってみるといいぞ。俺は隊長が気がかりなのでこれで引き返すが、一人で大だい丈じよう夫ぶだな？」

「ええ。それに自然の気を取り込むには一人の方がうまくいきますし」

「そうだな。じゃあ、日暮れまでには多賀城に戻もどってこいよ」

　そう言うと玄礼は馬に鞭むちを当てて走り出した。

　紅明は北へと馬を歩ませた。馬は海岸をゆっくりと進んで行く。右手には青い海と面おも白しろい形の小島の群れが陽光に映えて美しい。左手には松林が続いていた。確かにここの風景は素晴らしいのだが、紅明の心は重く暗いままだった。隊長の秀峰が未だに目を覚まさないことも気がかりだったが、それ以上に紅明の心を占しめていたのはハルカという少女のことだった。

　呪じゆ禁ごん道どう士しの役目が『神』を殺すことにある以上、彌都羅に捕つかまったハルカが無事でいられるとは到とう底てい思えない。かと言って一兵卒にしか過ぎない紅明に何かができるわけではない。兵士としては黙だまって成り行きを見守る以外に方法はないのだ。

　だが、心の中から声が聞こえて来る。彼女は自分の命の恩人であり、それを見殺しにして良いのかと。ハルカの笑顔が目の前に浮かんで来て紅明の心をギリギリと痛めつけた。

　ふと紅明は日ひ高だか見みの大おお河かわで殺された若い漁りよう師しのことを思い出した。兵士としては、自分の軍以外の人間の命など気にしてはいけないのだろう。しかし、そうすることは何か大切なものが自分の手から滑すべり落ちるような気がしていた。

（どうすればいいんだ！）

　その時だった。腰こし紐ひもに引っ掛けてある照しよう妖よう鏡きようから微かすかな殺気が流れ込んで来たのは。すぐに紅明の左手が照妖鏡に伸のびる。左手前方の松林の中に人ひと影かげがいるのを照妖鏡で確認すると同時に馬の手た綱づなを引いた。人影は確かに弓を引き絞しぼっている。このまま馬上にいたのでは的まとになるだけだった。

　紅明は馬の上から松林の中に飛び込んだ。

「なっ！」

　紅明が着地した所に矢が飛んできたのだ。かろうじて照妖鏡で矢を受けた。カンッ、と渇かわいた音がして矢が松林の中に転がる。紅明の背中に冷たいものが走った。紅明の動きを瞬しゆん時じにして見切り、林越しに矢を放って来たのである。よほどの弓矢の使い手なのは確かだった。

　松の木の陰かげに隠かくれるようにして照妖鏡の中をのぞく。人影は一人だけだった。そして紅明はその人物の顔に見覚えがあった。

「マムトさん！」

　林の中から紅明は飛び出した。

「僕です、紅明です、撃うたないでください！」

　じっとマムトのいる方を見つめた。ゆっくりと林の中から弓矢を構えた青年が現れた。ハルカと一いつ緒しよに逃げていたマムトである。その表情は怒ど気きに満ちていた。睨にらみ殺すかのような視線を紅明に向けている。

「ヤマトの大おお砦とりでから出てくる奴やつを待っていたら、よりにもよって貴様だとはな……この裏切り野郎めがっ」

「う、裏切り……？　どういうことです!?」

「とぼけるなあー!!　ハルカ様に命を助けてもらっておきながら、ヤマトの連中にハルカ様の居場所を教えただろうが！」

「そ、そんなことはしていません！」

「じゃあ、どうしてハルカ様がオガチにいることをヤマトの連中は知ってたんだ!?」

　紅明は言葉に詰つまった。確かにハルカが雄お勝がちに向かったことを知っていたのは紅明だけである。では、彌み都と羅らはなぜ桃生ものう城じように来たのだろうか。偶ぐう然ぜんだというのにはあまりにもできすぎだ。マムトからすれば、紅明がハルカの居場所を話したとしか考えようがないはずである。

「フン、言いわけも思いつかんか。俺は、貴様のような卑ひ怯きような奴だけは絶対に生かしておかん！」

　マムトは弓を引き絞しぼった。無言のまま、紅明は腰の剣を抜ぬく。

「やはりヤマトのまじない師の正体を表したな」

　だが、紅明は剣を投げ捨てた。マムトの近くの地面に剣が刺ささる。

「ど、どういうつもりだ!?」

　予期していなかった紅明の行動にマムトは面めん食くらった。照妖鏡も自分の前に置くと、紅明はマムトに向かって土ど下げ座ざした。

「なぜ彌都羅がハルカさんの居場所を知ったのか、僕には全くわかりません。でも、僕はハルカさんの居場所を一言たりとも喋しやべってはいません。そのことだけは信じてください」

「今さらそんなことが信じられるか！」

　静かに紅明は立ち上がった。視線はまっすぐにマムトを見ている。何かを決意したような目だった。

「僕の言葉だけでは信じてもらえないようですね。わかりました、多賀城に捕とらわれているハルカさんは僕が助け出します！」

　松の間をサーッと風が吹き抜けて行った。







　第七章　多た賀が城じようの戦い




　日ひ暮ぐれ近く、紅明は多賀城の見える所まで戻もどって来た。ハルカを助け出すためには日の高いうちは不利だと判断したのである。

　むろんマムトも紅明について来ていた。マムトはここに来る途と中ちゆうでハルカが捕つかまった時の様子を語っていた。それによると、オガチのエンチュと接せつ触しよくする前に山の中で休んでいたところ、突とつ然ぜん白しら髭ひげのまじない師と黒い鎧よろいの戦士たちが襲おそって来たと言う。当然マムトも反はん撃げきしようとしたが、白髭のまじない師の体が光ったかと思うと気が遠くなり、気付いた時にはすでにハルカの姿はなかった。慌あわてて後を追ったが、彼らはヤマトの大おお砦とりで（多賀城）に入ってしまい、捕とらえて中の様子を聞き出すために誰だれか出て来るのを待っていたら、紅こう明めいと玄げん礼れいが出てきたので追つい跡せきし、海岸で紅明を襲おそったということだった。

　マムトは不ふ審しんそうな顔で馬上の紅明を見上げる。

「言っとくがまだ貴様を信用したわけじゃない。砦の中に入った途と端たんに取り囲まれるかもしれんしな。だが、俺があの砦の中を全く知らん以上、貴様に頼たよるしかない」

　そういうと高い築つい地じ塀べいに囲まれた多賀城を睨にらんだ。紅明も多賀城を見ながらゴクリと唾つばを飲のみ込こんだ。喉のどが異常に渇かわいている。これから紅明がやろうとしていることは兵士として反逆行こう為いに等しい。決意したこととはいえ、やはり紅明の体は極度に緊きん張ちようしていた。

「わかってます……正門から中に入りましょう。手段は僕にまかせてください」

　紅明は馬を進めた。軍関係の建物は多賀城の東門内にある。紅明たち呪じゆ禁ごん道どう士し隊も普ふ段だんは東門を利用し、南の正門から出入りするのは儀ぎ式しきなどの特別な時だけだった。怪あやしまれる可能性はあるが、東門から入れば蝦夷えみしのマムトはすぐに見つかってしまうだろう。

　正門が近づいて来た。ただでさえ巨大な八はつ脚きやく門もんがまるでのしかかってくるかのように紅明には感じられた。

「止まれッ」

　門の前にいた衛え士じたちはやはり紅明に対して矛ほこを構えた。それに紅明の横には蝦夷のマムトもいる。不審に思わない方がおかしい。

「何ゆえ兵士一人が正門に来た？　それからその蝦夷の奴やつはいったい？」

　緊張のあまり心臓が口から飛び出しそうになっていた紅明だったが、無理に落ち着いた声を出した。

「ち、鎮ちん守じゆ府ふ将軍の御命令でこの者を案内して来ました。急いで鎮守府将軍と面会させねばなりませんので、城門をお開けください」

「鎮守府将軍殿の御命令……わかりました、お通りください」

　衛士はあっさりと門を開けた。紅明は静かに安あん堵どの息を吐いた。

　鎮守府将軍の俊しゆん哲てつは蝦夷の離り反はん作戦を熱心に進めていた。蝦夷勢力の切り崩くずしにより、アテルイを孤こ立りつ化させようとしていたのである。そのため、密ひそかに使者を送り、いくつかの蝦夷の村長たちと通じていた。紅明はそれを利用して、正門の衛士たちにマムトを蝦夷からの使者だと思わせたのである。

　マムトにとってここは敵地であり、紅明以上に神経を張り詰つめているはずである。しかし、マムトはそんな素そ振ぶりは表面上は全く見せない。逆に衛士に蝦夷語で「元気でやってるか？」と軽口を叩たたいていた。だが、それも不安を隠かくすための虚きよ勢せいのようだった。

　二人は正門から中に入った。右手に多賀城の建こん立りゆう由来を刻きざんだ石せき碑ひが立っている。今の紅明にとっては、それすらも多賀城の一員である自分を叱しつ責せきしているように思えた。

　正面には整備された道が壮そう麗れいな正殿に向かって続いている。紅明は馬を進めながら、辺あたりをうかがった。日暮れが近いためか、人ひと影かげは見えない。もっとも儀式に使われることが多い道なので、さほど兵士や官かん僚りようが通ることはないのだが。

「マムトさん、こっちです」

　紅明は馬を左の方へと走らせた。マムトも即そく座ざに追いかける。紅明とマムトは小さな林の中に入り込んだ。多賀城は低い岡を取り込む形で造営されたため、所々に樹々が残っている。その中の一つに紅明たちは飛び込んだのだ。

　すぐに馬を降りて木につなぐと、紅明は西の方をうかがった。樹々の間から古ぼけた木造の建物が何棟か見える。元は倉庫として使われていたものだ。

「ハルカ様はあそこなのか……？」

「ええ。あの建物は呪じゆ禁ごん寮りように与あたえられたものですから、おそらくあの建物のどれかに……」

「ジュゴンリ……なんだそれは？」

「ハルカさんを捕つかまえた連中です」

　紅明は照しよう妖よう鏡きようを手にしてのぞき込んだ。建物の周りに数人の兵士がいるのが見えた。桃生ものう城じようで出会った黒い鎧よろいの兵士たちだ。やはり照妖鏡からも奇き妙みような感じが伝わってくる。人間なのは確かだが、生気があまりにも低すぎる。何かで押おさえ込まれている感じだ。

「探たん幽ゆう知ち界かい急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう」

　とにかくハルカの居場所を探さねばならない。呪じゆ言ごんを唱となえ、照妖鏡で建物内部を探ってみた。だが、照妖鏡にはボーッとした像しか映らない。

（あの建物には『結界』がしかけてあるのか！）

　おそらく建物自体に呪的処理がされているのだろうが、これではハルカの居場所がわからない。紅明は焦あせった。

　その姿を見てマムトは紅明に静かに告げた。

「とにかく、あの建物のどこかにハルカ様がおられるのだな？　それだけわかれば充じゆう分ぶんだ。あとは俺一人で助け出す」

　照妖鏡から目を上げ、紅明はマムトを見た。寂さびしそうな笑いが紅明の口元に浮かんだ。

「いや、そうはいきません……」

「しかし、お前の仲間たちにばれると、ただじゃ済まないだろう」

「正門の衛士が僕たちのことを見ています。どのみち僕がハルカさんを助け出すのに力を貸したことはわかるでしょう……」

　急に紅明は厳しい顔付きになった。

「ハルカさんに助けられなければ、僕は兵士として日ひ高だか見みの大おお河かわで死んでいたはずです。ならば僕は兵士ではなく人として、ハルカさんから受けた恩を返すつもりです」

　その表情には強い意思が宿っていた。

「わかった、コウメイ。よく確かめもせずお前を殺そうとして済まなかった。ハルカ様を助け出して逃げられるだけ逃げるとしよう」

　マムトの言葉に紅明はうなずいた。

「しかし、ハルカ様がどの建物にいるのかわからないというのは苦しいな。探すのに手間取って砦とりでにいる他の戦士たちに来られたら面めん倒どうだ。……ん!?　人がこちらに来る」

　慌あわてて照しよう妖よう鏡きようを紅明は見た。照妖鏡が映し出した像を見て紅明の胸はズキッと痛んだ。そこには兵士を連れた俊しゆん哲てつと田た村むら麻ま呂ろが映っていた。これから俊哲を裏切らねばならないことに、さすがに紅明の胸には苦しい思いが充じゆう満まんした。

　俊哲たちはここから一番奥の建物の前で立ち止まった。建物の扉とびらが開き、中から彌み都と羅らが出てきた。顔には自じ慢まんの笑みを浮かべている。

「あの野郎……」

　彌都羅を見てマムトがつぶやいた。オガチでのことを思い出したのだろう。

　俊哲と田村麻呂は彌都羅に案内されて建物の中に入った。

「ひょっとしてあの建物にハルカ様が……」

「おそらくそうでしょう。もう暗くなります。俊哲様たちが帰られてからハルカさんを助け出しましょう」

　しばらくすると俊哲と田村麻呂は建物から出て来た。何やら俊哲は複雑な表情をしていた。百済くだら王おう氏じとして彌都羅の力を借りねばならないことに無念の思いがあるのだろう。もし、紅明がアテルイとの戦いで敵を見落とすことがなければ、あるいはハルカの悲劇はなかったかもしれない。

（すみません、俊哲様……）

　紅明は照妖鏡の中の自分の主あるじに頭を下げた。その俊哲の後ろには苦にが虫むしをかみつぶしたような表情をした田村麻呂がいる。何か怒いかりのようなものを押さえているようだが、どういう思いなのかは紅明にはわからない。

　その二人と一いつ緒しよに彌都羅も正殿の方へと歩いて行く。おそらくハルカの処置について話し合うつもりなのだろう。

　今しか機会はない。紅明もマムトもそう直感した。俊哲一行が見えなくなると木の間から飛び出し、奥の建物へと走った。黒い鎧よろいの兵士たちが二人に気付き、矛ほこを構えた。

「何事だ？」

　建物の中から声がした。その声に紅明が答える。

「将軍からの御命令です。急いで『神』の娘むすめを正殿まで連れて来いと」

　マムトを制して紅明はゆっくりと建物に近づいていく。兵士たちも攻こう撃げきはして来ない。どうも命令を受けなければ動けないらしい。

「御命令？　あの娘をここから出すのには彌都羅様が立ち会わなくてはならんのですが」

　声の主は呪じゆ禁ごん寮りようの寮生なのだろう。その声は扉に近づいて来る。紅明も静かに扉に近づいた。

「とりあえず彌都羅様が戻もどられてから──」

　ギイッと音がして外側に扉が開き、三十前の冴さえない男が顔を出した。その瞬しゆん間かん、紅明の照しよう妖よう鏡きようが男を襲おそった。気を流した照妖鏡で頭を殴なぐられ、寮生はうめき声を立てる暇ひまもなく倒れた。黒い鎧よろいの兵士たちはうろたえている。

「マムトさん、早くっ」

　言われるまでもなく、マムトは建物内に飛び込んだ。建物の中は燭しよく台だいの明りだけで薄うす暗ぐらい。机の上には唐とうから伝来した人体図が広げてあった。壁に沿って棚たながあり、そこには書物や薬の壺つぼらしきものが並んでいた。その奥に小さな扉が見える。

「ここかっ!?」

　扉を開けると、そこには頑がん丈じようそうな木材で組んで作った牢ろう獄ごくがあった。牢獄の格子には呪じゆ符ふが張られていた。その中には一人の少女が横たわっている。ハルカだった。

「ハルカ様っ！」

　マムトが牢獄の戸を開けようとした。だが、呪符の張ってある戸は開こうとしない。

「下がってください。叩たたき斬きるしかなさそうです」

　紅明は剣の柄つかに炎えん帝てい符ふを巻き、剣を引き抜いた。

「炎帝呪符！」

　剣から炎ほのおが立ち上った。それを見たマムトが驚きの表情になる。

「帰き命みよう南なん方ぽう炎えん帝てい、陣じん中ちゆう破は斬ざん急きゆう々きゆう如によ律りつ令りようーッ！」

　紅明は炎の剣を一いつ閃せんした。呪符は一いつ瞬しゆんにして黒くろ焦こげになり、牢獄の格子が切断された。床ゆかに落ちた格子の一部がブスブスとくすぶっている。

「これがヤマトのまじない師の力なのか……」

　初めて見る紅明の本当の力に感心したようにマムトは言った。

「それより早くハルカさんを。彌都羅が戻ってくる前に多賀城から脱だつ出しゆつしないと」

　マムトは牢獄の中に入り、横たわっているハルカの体を揺ゆさぶった。

「ハルカ様、マムトです、わかりますか？　助けに来ました」

　ゆっくりとハルカは目を開けてマムトを見たが、ボーッとしたままだった。

「ハルカ様！」

（薬でも使われているのか……）

　その様子を見た紅明は彌都羅が胡ペルシヤの薬に詳くわしいことを思い出した。紅明は棚にあった書物を探った。もしかするとその薬についての記述があるかもしれない。だが、薬に詳しいわけではない紅明には、どれがどういう本なのか見当もつかない。

（これは？）

　紅明は白い布が挟はさんである本を見つけた。その本を手に取ると白い布がハラリと床に落ちた。布にはなにやら複雑な紋もん様ようが描えがかれており、その上に何か書いてある。それを読んだ紅明は驚きよう愕がくした。

（何だ、これは!?）

　そこには「やはり神の娘むすめは雄お勝がちに向かったようです。彌都羅様御自身での捕ほ獲かくをお願いいたします」と書かれてあった。むろんハルカのことに違ちがいない。おそらく彌都羅がハルカの居場所を知ったのは、この布に書かれた情報からなのだろう。しかし、これを書いた人間は何者なのか。蝦夷えみしは文字を持たないため、大和やまとの人間が書いたことは間ま違ちがいないが、どうやってこの情報を知り、なおかつ彌都羅に渡したのか。紅明の頭の中を疑問が駆かけ巡めぐった。

　だが、先ほど殴なぐりつけた呪じゆ禁ごん寮りよう生せいの呻うめき声で紅明は我に返った。

「マムトさん、急いでください」

　ぐったりしているハルカを抱だきかかえてマムトが牢ろう獄ごくの扉とびらから出て来た。

「だめだ、ハルカ様はどうにかしてしまってる！　お前の力で何とかならないか!?」

　紅明は首を横に振ふった。

「呪じゆ術じゆつというより薬によるものでしょう。薬の効果が切れれば何とかなるかもしれません。とにかくハルカさんを連れてここを出ましょう」

「く……わかった」

　二人は入り口に倒たおれている寮生を乗り越えて外に出ようとした。外には黒い兵士たちが待ち構えている。マムトが腰の小刀マキリに手をかけた。それを紅明は制する。

「一切の敵意を持たずに平然として歩いてください」

　ゆっくりと二人は進んで行く。ハルカはマムトが担かついでいる。黒い兵士たちはじっと二人を見ているが、攻こう撃げきはして来ない。どう対応していいのかわからないようだ。ついに黒い兵士の間を抜ぬけた。紅明が早足になる。

「あの馬にハルカさんを乗せて脱出しましょう。気付かれていない今なら西門から逃のがれられるはずです」

　その時、二人が向かっている樹々の間から声がした。

「紅明！」

　名前を呼ばれた紅明の体がビクッと震ふるえた。顔からスーッと血の気がなくなって行くのがわかった。その声はいつも聞いている。そして紅明のよく知っている人物が木の間から顔を出した。ヒョウタンを装そう備びした玄礼だった。後に紅明の軍馬の手た綱づなを引いた兵士や、呪じゆ矢やを装備した弩いしゆみを持った呪弓兵が五人ほどいた。

　呪禁道士隊は紅明や玄礼のような呪法の使い手ばかりではない。呪的強化した矢を放って妖よう魔まを牽けん制せいする兵士も多数いた。

　それから一番最後に姿を見せたのは、何とやつれた表情の秀峰だった。

「隊長……」

　紅明はそれだけ言うと、口をモゴモゴさせたまま立ちすくんでいる。そんな紅明の姿を見て、マムトは秀峰たちが紅明の仲間だと理解した。

「離はなれろ、紅明からッ」

　マムトの姿を見た玄礼はヒョウタンから水すい剣けんを引き抜いて叫んだ。

「紅明が蝦夷の奴やつと一いつ緒しよに正門から多賀城に入ったと聞いて、何かあったなと探していたらこれだ。貴様、その神の娘むすめを助けるために紅明を脅おどしてこの城に侵しん入にゆうしたな？」

「そうだとしたらどうする？」

　マムトは不敵な表情で答えた。むろん紅明のことを思ってのことである。こうなったら自分一人の力で、命を懸かけてハルカを逃がすつもりだった。

「降こう伏ふくすればよし。そうでなければ命はないぞ」

「面おも白しろい。エンチュ一と言われたマムトの弓ゆみ技わざ見せてやる！」

　ハルカを降ろしてマムトは弓を手にとった。

「紅明、早くこちらに来い。この自分の治ち療りように体気を使い過ぎて、その蝦夷に遅おくれを取ったのだろう……すまなかった、紅明。後は玄礼が始末する」

　秀峰は紅明に優しく声をかけた。紅明は呪禁道士隊と自分との「絆きずな」を感じていた。軍に対して反逆行こう為いを行なっている自分を信じてくれているのだ。隊との絆が自分の体をじわじわと締しめ付けているのに気付いた。

　ふと紅明はマムトとハルカを見た。マムトは死を覚かく悟ごしているようだった。ハルカは目を閉じて横たわっている。玄礼や秀峰相手ではマムトは助からないだろう。ハルカもいずれは殺される。このまま二人を見殺しにすることは自分の心を失うように思えた。

（命を失おうとも自分の心は殺せない!!）

　紅明の体の奥底から、カッ、と熱いものが吹き出して来た。ついに紅明は「絆」を己おのれの手で引きちぎった。

　険けわしい顔で秀峰の目を見み据すえる。その厳しさに秀峰も紅明の「異常」を感じとった。

「僕はこの人に脅されたんじゃありません。自分の意思で、ハルカさんを助け出すのに協力しているんです」

　紅明の発言を聞いて、そこにいた全員の顔に驚きが宿った。

「コウメイ！」

「な、何を言っているんだ？　気が動転してるのか？」

　紅明の表情をうかがうように玄礼が尋ねる。

「いえ、僕は確かです。……今まで話しませんでしたが、アテルイと戦った時に僕はそこにいるハルカさんに命を助けられたんです。命の恩人であるハルカさんを見殺しにはできません。だから、ハルカさんを多賀城から逃がしますっ」

　強い口く調ちようで紅明はそう語った。信じられない様子で玄礼が声をかける。

「噓うそだろ？　神をあれほど憎にくんでいたお前が、神を助けるわけないもんな」

「いや噓ではあるまい。そやつは間ま違ちがいなく皇こう軍ぐんに対する逆ぎやく賊ぞくだ」

　紅明の背後から声がした。紅明は振り返らずとも声の主ぬしが誰かはわかった。紅明の背後からは彌都羅が姿を見せた。照妖鏡で殴なぐり倒たおされた呪禁生と黒い兵士たちも彌都羅の後について来ていた。

「彌都羅様、そいつです！　この俺を殴って神の娘を連れ出したのは」

　頭を押さえた呪禁生は憎々しげに叫んだ。

「お、お前……」

　玄礼の声が震ふるえていた。紅明が大和やまと軍に対する反逆というあまりに恐おそろしいことをやっているのに気付いたからだ。

「さて、安あん隊長。いったいこの失態をどうなさるおつもりか？　しかるべき処置をやらぬようならば、その逆賊と蝦夷の男は我らが八つ裂ざきにしてやるが？」

　ギロリと彌都羅は秀峰を睨にらみつけた。有う無むを言わせぬ強い気き迫はくだった。だが、秀峰はさほど表情を変えずに紅明の顔をじっと見た。

「紅明、さっきお前が言ったことは本当か？」

「そうです」

　秀峰から全く目をそらさずに答えた。

「そうか……紅明、武器を捨ててこちらに来い。これは命令だ」

「残念ですが、御命令には従えません」

「ならば呪禁道士隊を裏切るというのだな？」

「……そういうことになります」

「わかった。ところで彌都羅博士はかせ」

　ふいに秀峰は彌都羅の方を見た。

「ひとつだけ確認しておきたいのですが、よろしいですか」

「一体何をだ？」

「ここにいる紅明は多賀城に忍しのび込んだ蝦夷の間かん諜ちようと戦い、名めい誉よの戦死を遂とげたと」

　玄礼が驚いた顔で秀峰を見た。秀峰の言葉が何を意味するのか理解したからだ。

「フン、それぐらいならばよかろう。我らはその神の娘むすめさえ取り戻せばよいのだからな」

　彌都羅の答えを聞いて秀峰は長剣を抜いた。秀峰の顔が変わった。髪かみが逆立ち、全身から怒いかりの気がボウッと燃え上がった。激げき怒どの形ぎよう相そうで紅明を睨みつける。

「俺が兵士として生きてきて、ここまで嫌いやな怒りを覚えたことはない。百済くだら王おう氏じと呪じゆ禁ごん道どう士し隊の名誉を守るため、お前は俺の手で倒す!!　行くぞ、紅明！」

　疾しつ風ぷうのように秀峰は紅明に突っ込んできた。

「コウメイ！」

　マムトが声を上げた瞬しゆん間かんに秀峰は紅明に斬きりかかっていた。紅明は必死に照しよう妖よう鏡きようを突き出して長剣を受ける。金属の高い衝しよう突とつ音がした。本気で殺そうとしている一いち撃げきだった。

「ほほう、これは面おも白しろい見物だな。しかし、戦いに巻き込まれて大切な材料が死んでは元第四章花束を、きみにも子もない。死し鬼き兵へい！　あの蝦夷の男を殺し、娘を連れて来い！」

　彌都羅の命令で黒い鎧よろいの兵士たちが動いた。矛ほこを振ふりかざし、マムトに襲おそいかかる。その時、マムトが弓ゆみ技わざを見せた。マムトの右手が矢や筒づつに伸びたと思った次の瞬間、先頭の三人の死鬼兵の喉のどに矢が突き刺ささっていた。
















　だが、マムトだけでなく呪禁道士隊も信じられないものを見てしまった。矢の刺さった兵士はニイッと笑うと矢を喉から引き抜き、鮮せん血けつを流しながら再びマムトに襲いかかってきたのである。

「こいつら化ばけ物ものか!?」

　マムトの背中に氷のような恐きよう怖ふが走る。

「マムトさんっ」

「どこを見ている紅明！」

　マムトに気を取られたすきに秀峰が裂れつ帛ぱくの一撃を横から打ち込んで来た。再び照妖鏡で受け止めたが、紅明の体には棍こん棒ぼうで殴なぐり付けられたような痛みが走った。秀峰の気を乗せた一撃は鎧越しでも人体を砕くだく。打ちあいでは紅明に勝ち目はない。そのまま秀峰の一撃の力に逆らわず、地面に転がり間合いを取ろうとする。むろんそれを許す秀峰ではない。すぐに間合いを詰つめて剣を振ふり下ろそうとした。

「帰き命みよう南なん方ぽう炎えん帝ていっ」

　紅明の攻こう撃げきを察して秀峰が後ろに飛び退のく。

「朱雀すざく炎えん舞ぶ！」

　立ち上がると同時に紅明の周りを小さな炎えん鳥ちようたちが取り囲んだ。炎鳥は秀峰へと向かう。

「なめるな紅明！　はあーっ」

　秀峰が長剣を一いつ閃せんすると裂れつ気きで炎鳥は消し飛んでしまった。

「その程度の技わざが俺に通じるか！　さて、他の連中に気付かれる前にさっさと勝負をつけねばなるまい。呪禁道士としてのお前の名めい誉よを守るために、見事に果てるがいい」

　冷たく言い放つと秀峰は静かに長剣を構えなおした。

　一方、マムトは小刀をふるい死し鬼き兵へいたちと戦っていた。死鬼兵はあまり動きは早くないものの、いくら小刀で切りつけても平然としていた。マムトは絶望の脂あぶら汗あせを流している。

「うぐっ！」

　ついにマムトは足を矛ほこで傷付けられて倒たおれた。死鬼兵は倒れたマムトにゆっくりと近づいて来る。

　だが、紅明はマムトを助けに行けない。秀峰の体からゴオッと気が立ち上ぼったのを見たからだ。

「……上は星せい宿しゆくに應じ、下は大だい嶽ごくを撃うつ」

　天てん剛ごう破は軍ぐん斬ざんの呪じゆ言ごんである。秀峰最強の剣技、その威い力りよくは紅明も良く知っている。照しよう妖よう鏡きようでも防ぐことは難むずかしいだろう。どうやらマムトと共に死ぬしかないと紅明は覚かく悟ごした。死に臨のぞんだ絶望感の中で剣と照妖鏡を構えた。

　玄礼はただ立ち尽つくしていた。秀峰は呪禁道士隊最大の汚お辱じよくを天剛破軍斬で消しよう滅めつさせるつもりなのだ。秀峰の長剣がゆっくりと振りかぶり、光を帯びた。

「天てん剛ごう来らい臨りん……」

　その時である。突とつ然ぜん、死鬼兵が何かに弾はじき飛ばされた。秀峰の意識が一瞬だけそちらに向いた。それを紅明は見み逃のがさなかった。秀峰に突っ込む。

「朱雀すざく炎えん翼よく気きッ」

　だが、秀峰はかまわず光る剣を紅明に叩たたきつけた。

「怨おん敵てき撃げき滅めつ急きゆう々きゆう如によ律りつ令りようーっ！」

　金属と金属がぶつかる音がして光が飛び散った。そして、玄礼が見たのは秀峰の剣を照妖鏡で受け止めている紅明の姿だった。

「ぬくくく……」

　秀峰の口から驚きとも痛みともつかない言葉が漏もれている。その秀峰の両肩には炎えん鳥ちようが食い込んでいた。紅明は秀峰の肩を押さえ込み、天剛破軍斬の威い力りよくが解放される寸前に剣を受け止めたのである。

「はあああーっ」

　照妖鏡に気が走る。剣からまだ解放されていない天剛破軍斬の威力が弾はじけた。

「ぐわあっ！」

　秀峰の体が後ろへと跳はね飛び、地面に叩たたき付けられた。小さく呻うめいている。

「隊長！」

　玄礼が倒たおれた秀峰へと駆かけ寄った。紅明はマムトの方を見た。そこには倒れていたはずのハルカが立っており、その周囲を鹿の形をした黄色い気がいくつも跳はね回っている。おそらくシュウガにおける気き狼ろうのようなものなのだろう。それが死鬼兵を弾き飛ばしたのは容易に推測できた。

「アフナ・ワルヤ！」

　いきなり彌都羅の体が光り、羽のついた光輪が気き鹿ろくに飛んだ。気鹿は光輪によって消し飛ばされた。するとハルカもフラッとまた地面に倒れてしまった。

「ハルカ様ぁ」

　マムトがハルカのもとににじり寄った。紅明も二人に駆け寄る。

「大だい丈じよう夫ぶですか、マムトさん」

「ああ、これくらいかすり傷だ」

　死鬼兵たちがムクッと起き上がって来た。玄礼も怒りの表情で紅明に近づいて来る。

「紅明、隊長を傷付けた罪つみは大きいぞ」

　水すい剣けんに怒りの気が流れ、水すい槍そうに変化する。呪じゆ弓きゆう兵へいも弩いしゆみを構える。

　秀峰の天剛破軍斬を防いだとはいえ、状じよう況きようはやはり絶望的だった。呪禁道士隊に殺されるか、彌都羅に殺されるかの選せん択たくしか残っていないように思われた。しかし、紅明はぐったりしているハルカを見て、このまま死ねないと感じた。薬を使われ意識を失った状態にあっても、マムトを助けるためにカムイの能力を使ったのだ。自分も素直に殺されるわけにはいかない。まだ何か方法はないのか。紅明の頭の中で思考が渦うず巻まいていた。

　彌都羅が一歩前に進み出た。紅明の視線がそちらに向けられる。

「いや、なかなか面おも白しろい見物だった。だが、それもこれまでだ。始末はこの彌都羅につけさせてもらおう。そこの逆ぎやく賊ぞくは後で好きにするがいい」

　サッと彌都羅が両手を広げる。

「くるぞコウメイ、俺がオガチで食らった技わざだっ」

「わかってます！」

　ハルカとマムトをかばうように紅明が出る。

「光明もて敵を禁ぜよ、ジェバラ！」

　彌都羅の体が光った。紅明は照しよう妖よう鏡きように気を流す。

「うおっ!?」

　思わず彌都羅は腕で目を覆おおった。紅明の照妖鏡が彌都羅の光気を弾き飛ばしたのだ。紅明は黄こう農のう老ろうから、光気で敵を動けなくする外そとつ国くにの呪じゆ法ほうがあると聞いていた。そして光気ならば照妖鏡ではね返せるとも教わっていた。呪禁道士隊を捨てた紅明だったが、その教えが紅明を救ったのだ。

「朱雀すざく炎えん翼よく破はッ」

　すかさず紅明は反はん撃げきに出た。彌都羅に向かって炎ほのおの剣を突き出す。大きな炎えん鳥ちようが彌都羅へと飛んだ。

「ぬうっ！」

　寸前で彌都羅は炎鳥をかわした。慌あわてて死し鬼き兵へいに叫さけぶ。死鬼兵は矛ほこを構えて紅明たちに迫せまってくる。

「彌都羅博士、手を出すな！　紅明だけは俺が倒す」

「ならば、死鬼兵よりも早くそいつを殺すのだな」

　玄礼はうなずくと水すい槍そうをふり上げた。

「せめてもの情け、俺の手で貴様の始末つけてやる！」

　マムトは玄礼に対して弓を構えようとした。そのマムトを紅明は制する。

「ハルカさんをお願いします。このまま馬に飛びのって西門から逃げてください」

「に、逃げるったって……」

　マムトは迫せまり来る死鬼兵と玄礼に目をやった。とても逃げられるような状況ではない。マムトの困こん惑わくにも関かかわらず、紅明は呪じゆ言ごんを唱となえ出した。

「それ炎えん帝てい祝しゆく融ゆうの気は盛さかんなり……怨おん陣じん大たい炎えん急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう！」

　ゴオッと彌み都と羅らの背後で音がした。振ふり返った彌都羅が見たものは猛もう煙えんを上げる呪じゆ禁ごん寮りようの建物だった。

「何だとっ!?」

　煙の中では小さな炎鳥たちが舞まっている。紅明が放った朱雀炎翼破は彌都羅を攻こう撃げきしたのではなく、その背後の建物を狙ねらったのである。朱雀炎翼破は一いつ瞬しゆんにして呪禁寮の建物群を燃やし、無数の炎鳥となって煙を発生させたのだ。

「我に来い、朱雀炎舞ッ」

　炎鳥たちが紅明の方へと戻もどって来た。どす黒い煙を引き連れてである。辺あたりは一いつ瞬しゆんにして煙に包まれた。煙の中で悲鳴が上がる。この煙はただの煙ではない。呪禁寮の薬を燃やした煙でもある。目や喉のどにすさまじい刺し激げきをもたらしていた。

　その煙の中を紅明とハルカを担かついだマムトが歩いていた。彼等の周囲には炎鳥が舞い、煙を寄せ付けない。煙の中で暴れている軍馬を見つけ歩み寄った。炎鳥が軍馬の周りの煙を払はらって落ち着かせる。紅明が手た綱づなを引いて煙の外に出した。

「はやくハルカさんと馬に乗ってください」

「お前はどうするんだ？　三人も乗せて馬は走れないぞ」

　紅明はフッと笑った。

「なんとかしますよ。僕はまじない師ですから」

「しかし！」

「早く西門へ。僕たちはハルカさんを助けにきたんですよ！」

「……わかった」

　マムトは後ろにハルカを乗せ、軍馬にまたがった。

「死ぬんじゃないぞ、コウメイ」

　心配そうな表情で紅明を見る。紅明はコクリとうなずいた。マムトは弓で馬に鞭むちを入れた。馬は二人を乗せて暗くなった城内を走って行く。

　紅明は感じていた。呪じゆ禁ごん道どう士し隊を裏切った自分ではあったが、全くの孤こ独どくではないことを。そして自分の心を捨てなかったことの清すが々すがしさを。その気分を嚙かみ締しめながら、とにかく西門へと走り出そうとした。

　その時、紅明は背後に殺気を感じた。反射的に照しよう妖よう鏡きようをそちらの方に向ける。煙を切り裂さいて光輪が飛んで来た。光輪は照妖鏡に当たって砕くだけ散った。

（まさか！）

　煙の中から現れたのはむろん彌都羅だった。怒ど気きの表情で紅明を睨にらみすえている。彌都羅の体はポーッとかすかに光っていた。体から光気を出して煙を防いでいたらしい。

「よくもよくも我が呪じゆ薬やくと法具を燃やしてくれたな！」

　彌都羅はわなわなと震ふるえている。紅明は照妖鏡で煙の中を探った。全員生気を発していたが、動けるのは彌都羅だけのようだ。あの建物にはハルカに使われた薬もあったはずで、その薬の煙のために動けなくなっているのだろう。

　彌都羅だけならば勝てると紅明は思った。照妖鏡がある限り、光気の攻こう撃げきは防げる。嫌いやな人物だとはいえ、殺すのはためらわれたが、動けなくするぐらいはできそうだ。右手の剣を握にぎり締しめて、呪じゆ言ごんを唱となえようとした。

　だがその時、紅明の照妖鏡にこちらに向かって走って来る騎き馬ばが映った。その姿を見て紅明はハッとした。それは征せい夷い副ふく将しよう軍ぐんの坂さかの上うえ田た村むら麻ま呂ろだった。先ほどと同じ平服を着ていたが、腰には大刀を下げている。田村麻呂の騎馬は紅明の近くまで駆かけ寄って来た。

「何事だ、この煙は!?」

「おお、坂上将軍殿！　謀む反ほんでございます。そこの逆ぎやく賊ぞくが神の娘むすめを逃がし、呪禁寮の建物に火を放ちました。ただちにそやつの御ご成せい敗ばいを！」

　田村麻呂は辺あたりを見ていたが、いくぶん薄うすくなった煙の中に倒れている死し鬼き兵へいや呪禁道士隊を見て只ただ事ごとではないと判断したようだった。馬上から紅明をじっと見み据すえた。

「神の娘を逃がしたというのは本当か？」

　田村麻呂の姿には将軍としての威い圧あつ感かんがあった。その田村麻呂に対して紅明は下を向くことしかできない。軍士として憧あこがれていた人物を前にして紅明の闘とう志しは萎なえてしまった。

「はい、そうです……」

　力なく紅明は答えた。自分は日ひ高だか見みの大おお河かわで呪禁道士隊敗北の原因を作り、今また兵士として反逆行こう為いを行なったのだ。ハルカを助け出した今となっては、俊哲か田村麻呂にならば斬きられても仕方ないと思った。

「これらのことは全すべて僕がやりました。覚かく悟ごはできています」

　紅明は顔を上げた。その表情はすっきりとしていた。

「そうか……」

　田村麻呂は腰の大刀を抜いた。紅明は目をつぶった。

（すみません黄農様。父さんの仇かたきは討うてませんでした……）

　その時、ヒュンという音を聞いた。目を開けた紅明は、矢が田村麻呂の馬のくつわに寸すん分ぶん違たがわず当たるのを見た。馬は驚き、いななきを上げて後ろ足で立ち上がった。

「ぬおっと！」

　田村麻呂は馬の背中から放り出され、地面に落ちた。紅明は矢が飛んできたと思われる方向を見た。そこには馬に乗り、弓を構えたマムトがいた。後ろにはグッタリとしたハルカが寄りかかっている。

「マムトさん！」

　一いつ瞬しゆんのうちに紅明はマムトが自分を助けに来たと理解した。そして、自分も逃げなければ三人とも危険なことになると判断した。

　マムトとハルカを見た彌都羅の口元がニヤリと笑う。そして彌都羅は二人の乗った馬に向かって両手を拡げた。

「させるかっ、朱雀すざく炎えん舞ぶ！」

　小さな炎鳥が彌都羅に飛んだ。不意を突かれて彌都羅がひるむ。

「すみません、馬をお借りしますッ」

　紅明は剣を鞘さやに納め、田村麻呂を振ふり落とした軍馬に飛び乗った。そのまま手た綱づなをつかみ、馬の横腹を軽く蹴けった。馬はマムトの方へと走り出す。

「どうして戻もどって来たんですか!?」

　マムトの馬も走り出す。

「すまん、コウメイ。一瞬とはいえ、仲間を置いて逃げるというエンチュにあるまじき行為をしちまった。許してくれ」

　馬で駆けながら、マムトは紅明に軽く頭を下げた。マムトは大和やまとの呪じゆ禁ごん道どう士しである自分を仲間だと認め、助けに来てくれたのだ。紅明の胸にグッとくるものがあった。

　さすがに軍馬の足は速い。すぐに木造の巨大な八はつ脚きやく門もんが見えてきた。西門だ。なぜか門が開いている。

「門を守る衛え士じがいるはずです。僕にまかせてください」

「いや、その必要はないぜ。よく扉とびらを見てみろ」

「えっ？」

　紅明が目を凝こらすと、何と衛士は門もん扉ぴに文字通り「くぎづけ」になっていた。衣服が門扉に矢で撃うちつけられ、衛士はこの状態から抜け出そうともがいていた。

　門の所まで来ると紅明は動けなくなっている衛士に馬上から頭を下げた。

「すみません、僕のために……」

　おそらくこの衛士は門を守れなかったという理由で、なんらかの処分を受けることになるだろう。それを思って紅明は頭を下げたのだ。

「コウメイ、とにかく急がないと」

「ええ。早く大和とアテルイの手が及およばない所に……」

　紅明、マムト、そしてハルカを乗せた軍馬は城門を飛び出していった。




「すぐさま全すべての城じよう柵さくに命じて、逆ぎやく賊ぞくどもの捕ほ獲かくを！」

　彌都羅は逆上に近い状態で田村麻呂に詰つめ寄っていた。

「残念だが、それはできん」

「なぜ！」

「呪禁道士の一人が裏切ったことが知れれば我が軍に動どう揺ようが起こる。奴やつらが目立つことをしでかさぬ限り、この事は伏ふせておきたい」

「うぬぬぬ……ならば、私が死し鬼き兵へいを率ひきいて奴らを追います！　そのことに文句はありますまいな？」

「もとより勅ちよく命めいだ、隠おん密みつに事を進めるのならば認めよう。しかし、しばらく待ってみてはどうかな？　もうじき都みやこから頼たのもしい助すけっ人とが到とう着ちやくするはず」

「助っ人？」

　彌都羅は怪け訝げんそうな顔をした。

「聞いていないのか？　俊哲様から……」

　彌都羅は何やら考えていたが、はっとした表情をした。

「いや、待っていては逃げられます。死鬼兵が元に戻り次第、多賀城を出発します」

　田村麻呂の顔をチラリと見て、彌都羅は林の方へと歩いて行く。

「ふっ、征せい夷い副ふく将しよう軍ぐんともあろう者が落馬するとは情けないな」

　西門の方に目をやり、田村麻呂は誰に言うでもなくそう呟つぶやいた。







　第八章　暴ぼう虐ぎやくのカムイ




「コウメイ、いい加減に起きろよ。もうお日様は上まで来てるぞ」

　マムトの声で紅明は目を覚ました。大きな木の根元に紅明は横になっていた。辺あたりは深い森だった。重なりあう樹木の間を抜ぬけた光がようやく地面に届とどいている。近くにハルカも横たわっていた。どことなく苦しそうな表情で目を閉じている。

「まだハルカさんは……」

「ああ。まだ目を覚まされない。まさか、このままじゃないんだろうな……」

「呪のろいでなく薬によるものなら、そのうち効果は切れるでしょう。どんなに長くても一日ぐらいだと思うんですが」

「そうか。とにかくハルカ様が目を覚ますまで、このクレコム山にとどまるしかないな。俺おれも少しでも傷を癒いやしときたい」

　マムトの左腿ももには紅明の「治ち癒ゆ符ふ」が張られている。紅明は昨夜のことを思い出していた。多た賀が城じようで呪じゆ禁ごん道どう士し隊や彌み都と羅らと戦い、軍馬で逃にげ出した後、二人は伊い治じ城の近くまで軍道をひたすらに駆かけた。そして馬を乗り捨て、マムトの案内で蝦夷えみしの見張りを避け、クレコム山に逃げ込んだのである。

　いろいろなでき事のあった一夜だった。その事を思い出すとまだ胸がどきどきする。こうして生きているのが実に不思議な気がした。

「これからどうするんですか？」

胆い沢さわの西南にあるクレコム山はアテルイの勢力が及およんでいる所だ。ハルカが暮くらしていた所だとはいえ、ここにとどまる事はアテルイに見つかりかねない。

「タツコ様のおられるウキキ湖トーに行こうと思う」

「タツコ様……？　その人もカムイなのですか？」

「ああ。ラプシヌプルクルカムイで、ハルカ様の父上リクカ様と親しかったらしい」

「ラプシヌルヌル？」

　初めて聞く名前のカムイである。紅明は首をひねった。突とつ然ぜん、紅明の腹の虫がグゥーッと鳴った。そういえば昨日の昼から何も食べていなかった。気を張り通しだったので空腹を感じる暇ひまがなかったのである。

　マムトは笑って腰の袋から茶色の塊かたまりを取り出した。

「何ですか、これは？」

　茶色の塊を手に持って紅明は不思議そうに見た。

「木ニのセ実ウを粉にして固めて焼いたもんだ。ま、とにかく食ってみろ」

　紅明は口に放り込んだ。あまり味はないが、香こうばしくてシャリシャリしている。

「あ、なかなか美お味いしいですね」

「エンチュの食い物もなかなかだろ？」

　その時、ハルカがう～んと声を上げた。マムトと紅明の目がハルカを見た。

「み、水……」

　ハルカの口からつぶやきが洩もれた。マムトが急いで木き苺いちごの実を袋から出して、ハルカに含ふくませる。唇くちびるがモゴモゴと動く。そしてハルカの眼がゆっくりと開いた。

「ハルカ様、わかりますか!?」

「マムト……」

　ハルカは辺あたりを見回した。

「クレコム山……どうやら助かったみたいね」

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　心配そうに紅明が尋ねる。まだ薬の影えい響きようが残っているかもしれない。

「オガチで捕つかまってから、ずっと頭の中にいろんな色がぴかぴかしてた。でも、あなたたち二人が来てくれたのはわかったわ。私を助けるために戦ってくれたことも。私も戦わなきゃと思ったんだけど、それからは意識が暗くなってしまって。でも今は大丈夫。頭の中はしっかりしてるから」

　それからハルカは二人の顔をじっと見み詰つめた。

「ありがとう、二人とも。あなたたちのお陰かげで助かりました」

　ハルカの眼には涙が浮かんでいる。それを見て紅明はドキリとした。マムトも横でドギマギしているようである。

「あ、エンチュとして当然のことをしただけですから……そ、それより歩けますか？　タツコ様の所へ急ごうと思いますが……」

「ええ。やっぱりここにいたら、またアテルイが襲おそって来るかもしれません。早い方がいいでしょう」

　すっくとハルカは立ち上がった。




　紅明たち三人は山の中を北に向かって進んでいた。マムトによればウキキ湖はクレコム山より遥はるか北の方にあるという。辺あたりは深い森で山の勾こう配ばいもきつい。それがずっと続いている。道もないその山中をハルカとマムトは苦もなく歩いているが、紅明はついて行くのがやっとだった。マムトが心配そうに紅明に振ふり返る。

「大丈夫か、コウメイ」

　紅明は荒あらい息で答えた。

「大丈夫です。それより急がないと、いつアテルイに見つかるか……」

　紅明たちが歩いている場所は胆い沢さわの西の山さん岳がく地帯だった。それより西へ山を下って行くと、大和やまと朝ちよう廷ていの出で羽わの国くにである。胆沢を迂う回かいして出羽の地を通ることも考えられたが、三人とも出羽国の地理には全くの不案内だった。また出羽国の兵士が国境を巡じゆん回かいしている事も充じゆう分ぶん考えられる。アテルイに見つかる危険はあったが、胆沢の端はしを通ることにしたのだ。

　それにマムトもハルカにとってこの地はまさしく自分の庭だった。アテルイたちの目につきそうな所を注意深くはずし、一行は険けわしい山のなかを進んでいた。

　しばらく行くと小川にぶつかった。幅はばこそ小さいが水の流れは激はげしい。落ちると面めん倒どうなことになりそうだ。

「気をつけてね」

　そういうとハルカはヒョイヒョイと川中の岩を踏ふんで向こう岸に渡った。

「やはりハルカ様は身軽だな……」

　マムトが感心したように言う。紅明に振ふり向く。

「俺が先に渡る。綱つなを投げてやるから、それを腰に巻いてお前は川を渡れ」

「はい、そうします」

　紅明の返事を聞いて、マムトは軽やかに岸を蹴けった。が、最初の岩に飛び乗った途と端たん、マムトの足が滑すべる。ハルカが悲鳴を上げた。マムトは川に転落した。

「マムトさん！」

　紅明が川の上に飛び乗った。足から気を出して水面に乗るという、父・神明も使った技わざである。マムトの襟えりをつかむ。しかし、流れのために足元が全く踏ふん張れない。姿勢を崩くずして倒れそうになった。その時、黄色の気き鹿ろくが川の上を走ってきた。鹿は紅明を引っ掛け、そのまま岸に引きずり上げた。




　谷の近くでマムトはハルカから気による治ち癒りようを受けていた。治ち癒ゆ符ふが剝はがれ、左腿ももの傷口が開いていた。傷が治りきる前に険しい山中を歩き、足に無理がかかっていたのだろう。それで普ふ段だんなら何でもない岩飛びに失敗したのだ。

「すみません、こんな時にヘマをやっちまって……」

「静かに。心を乱していると手当てがうまく行かないわよ」

　マムトは情けなさそうに見張りをしている紅明を見上げた。

「偉えらそうなことを言ったが逆に助けられるとはなー。そういや、ヤマトのまじない師は水の上を走ると聞いたことがある……」

「そうですか」

　紅明は生なま半はん可かな返事をした。もしかすると父・神明のことかもしれない。何気なく紅明の目が照しよう妖よう鏡きようを見た。突とつ然ぜん、ズクン、と紅明の胸が弾はずんだ。

（何だ!?）

　照妖鏡から冷たさと尖とがった嫌いやな気分が伝わって来た。よほどの殺気の持ち主が近づいて来る。紅明の体が緊きん張ちようした。紅明の異変に気づいたらしく、ハルカとマムトも紅明に視線を向ける。

　紅明は照妖鏡を凝ぎよう視しした。ついに照妖鏡は殺気の持ち主を映し出した。男だ。しかし、人間ではない。二十歳ぐらいの青年の姿と青白い気を放つ狼おおかみの姿が重なりあっている。一度も見たことのない相手だったが、紅明は見ただけでそれが何者なのか理解できた。

「こ、こいつは……シュウガ！」

「何だって!?」

　マムトもハルカも驚おどろきの表情になった。

　紅明の体の底がカッとなった。兵士を捨てたとはいえ、父を殺した憎にくむべき敵には変わりがない。怒いかりにまかせて剣を抜ぬき、斬きりかかって行きたい衝しよう動どうが紅明を揺ゆさぶる。だが、その感情を紅明は必死に押さえつけた。とにかく今はハルカを守らなくてはならない。

　照妖鏡に目を走らせる。シュウガは宙に浮き、谷の下流からこちらへと向かっている。気の全体的な感じは冷たいのだが、変にいらだった感情が読み取れる。血に飢うえているといった状態だろうか。紅明は注意深くシュウガの周囲を探る。よく見るとシュウガの背後に気の滞とどこおりがある。おそらくコトイが隠おん形ぎようの法を使っているのだろう。

「逃げましょう！　シュウガとコトイが谷の下流から来ます」

「でもなぜ、コトイは私たちのことを……」

　ハルカは怯おびえを隠かくした表情で言った。マムトが何かに気づいたようだった。

「俺のせいだ……」

　マムトは腿ももの傷を押さえた。

「川に流れた俺のわずかな血の匂においをシュウガ様が嗅かぎ取ったんだ」

「と、とにかくできるだけ遠くへ！」

　紅明に促うながされてハルカは立ち上がった。だが、マムトは何かを考え込んでいた。

「マムトさん！」

「コウメイ、ハルカ様を頼たのめるか？」

「は？」

「俺はシュウガ様をコトイから助けるッ。お前はウキキ湖トーへ行ってくれ」

　突とつ然ぜん、マムトは下流へと走り出した。

「マムト！」

　ハルカと紅明はマムトの突然の行動に呆ぼう然ぜんとした。

「……なんてことだ。ハルカさん、ここに居てください。僕はマムトさんを連れ戻します」

　紅明もマムトを追って走り出した。




「こ、これが本当にシュウガ様なのか……」

　マムトは木々が開けた場所でシュウガと出会った。シュウガは渦うず巻まき模も様ようの服をまとい、青白い気を放って宙に浮いている。ただ、その眼は落ち着きがなく、カムイの持つ気高さは全く感じられない。口からは涎よだれを流し、盛さかんに口をなめている。

「見つけたぞお、俺の獲え物もの……」

　ヒューとシュウガは息い吹ぶきの音を立て始めた。青白い気が狼おおかみと化して行く。マムトは全身を強こわ張ばらせて立ち尽つくしていた。かつて尊敬していたカムイが自分を殺そうとしている。あまりの衝しよう撃げきに何もできなくなっていた。
















「死ねっ」

　気き狼ろうがマムトへと走った。

「朱雀すざく炎えん翼よく気き！」

　気狼に炎えん鳥ちようが襲おそいかかった。そのまま気狼を潰つぶし、炎鳥はシュウガの背後へと飛ぶ。

「ツミ・ワッカ！」

　小川から水すい妖ようが飛び出し、炎鳥にぶつかった。シューという音を上げて炎鳥と水妖は同時に消しよう滅めつする。

「出てこい、コトイ。そう何度も同じ技わざに引っかかるか！」

　樹々の間からコトイが姿を現した。

「フン、ここまで来ていたとはな」

　土面越しの低い声でコトイは呟つぶやいた。

「なぜ来たんだ、コウメイ！」

「エンチュの流りゆう儀ぎでは仲間を見捨てるわけにはいかないんでしょう？」

　紅明はマムトにニッと笑った。それから炎ほのおの剣を握にぎり締しめ、シュウガを厳しい目でにらみ据すえた。それは間ま違ちがいなく戦士の目だった。

「ここは僕が引き受けます。ハルカさんを安全な所に！」

「し、しかし……」

　その時、ハルカの悲鳴と数人の男たちの叫さけぶ声が聞こえてきた。エンチュの戦士がハルカを捕つかまえようとしているようだった。

「コウメイ、頼む！」

　マムトは声の方へと走った。紅明の視線の先に浮いているシュウガはワナワナと震ふるえている。

「貴様ァ、ピタカミ大河で殺してやったと思ったがぁ、生きてェいやがったのかあ～」

　炎の剣を見てシュウガは変な口く調ちようで叫んだ。おそらく正常な判断ができず、神明と紅明を混同しているのだろう。

　紅明はコトイを見て谷を駆かけ上った。さすがにシュウガとコトイを同時に相手にはできない。それにシュウガをハルカたちから引き離はなす必要があった。

「逃がさぬゥ」

　シュウガはヒューとまた息吹いぶきをやり始めた。今度は数匹の気き狼ろうが出現した。シュウガの目がギロリと、紅明が逃げた方向に光った。

　それを見ていたコトイはイナウ杖じようを掲かかげた。上流の方からパタパタと白い鳩はとが飛んで来てコトイの腕うでにとまった。

「シュウガを追え。奴やつが小こ僧ぞうをぶち殺した後に捕ほ獲かくするとしよう」




　林の中を走りながら、紅明は呪じゆ符ふを取り出した。その呪符を剣で叩たたき切る。呪符はハラハラと林の中に落ちていく。背後からは冷たい気が流れてきた。紅明は足を止め、冷たい気の流れてくる方に向き直った。

「帰き命みよう南なん方ぽう炎えん帝てい！」

　再び紅明の剣から炎が立ち上る。右手に炎えん剣けん、左手に照しよう妖よう鏡きようを持ち、シュウガとの激げき突とつに備えた。不思議なことに紅明の心は、自分でも信じられないくらいに冷静だった。先ほど立ち上りかけた怒りの炎が噓うそのようである。今まで仲間の呪じゆ禁ごん道どう士しの話だけで憎ぞう悪おをたぎらせていた敵の姿を実際に見たことで、冷静な判断ができるようになったのかもしれない。

（来る！）

　樹々の間に青い光が見えた。次の瞬しゆん間かん、四匹ひきの気狼が大口を開け、紅明に襲おそいかかって来た。

「だあーっ」

　紅明が剣を一いつ閃せんし、二匹の気狼が消し飛んだ。残った二匹は左から紅明に躍おどりかかる。一匹は照妖鏡で殴なぐりつけ、もう一匹は剣で刺さした。それぞれグシュッという感じで崩くずれる。

　気狼を片付けたと思う間もなく、紅明の近くの樹木が爆ばく裂れつした。紅明が目をやると、樹樹の間にシュウガが浮いていた。冷たい眼で紅明を見ている。

「ヤマトのまじない師は殺すっ」

　シュウガは右手を突つき出した。無数の気き刃じんが出現し、紅明に襲いかかって来た。

「身しん命めい泰あん安たい急きゆう々きゆう如じよ律りつ令りようっ」

　構えた照妖鏡に気が流れる。気刃が衝しよう突とつし、照妖鏡が輝かがやいた。

「うおーっ！」

　両足を踏ふん張り紅明は気刃の攻こう撃げきを耐たえきった。だが、全身に激げき痛つうが走り、体が思うように動かない。何度も食らえば死ぬしかないだろう。

「動きやがれっ、朱雀すざく炎えん翼よく破は！」

　必死の思いで剣をシュウガに向けて突き出した。大きな炎鳥がシュウガに飛ぶ。

「おのれッ」

　シュウガが腕を突き出すと炎鳥は砕くだけ散ってしまった。炎の破片が空しく四散する。

「ヤマトのまじない師、これまでだな」

　鋭するどい目つきで紅明を見た。それは先ほどとは全く違ちがう「カムイの眼」だった。紅明は緊きん張ちようしていた。死の恐きよう怖ふを感じたからではない。剣の柄つかを強く握にぎり締しめ、待っていた。

「死ねっ、山野の掟おきてを乱す者ども！」

　シュウガが攻撃に出ようとしたその時、突とつ然ぜん、シュウガの周囲から数羽の炎鳥が舞まい上がった。

「何!?」

　予期しなかった攻撃にシュウガは全く対応できなかった。炎鳥がシュウガに襲いかかり、シュウガの体を炎に包んだ。

「グガガガーッ」

　シュウガの絶ぜつ叫きようが林の中に響ひびく。地面に落としておいた呪じゆ符ふが、炎の破片に反はん応のうして朱雀炎翼破となって襲いかかったのだ。シュウガの体がドサッと地面に落ちた。

（今だ！）

　紅明は剣を突き上げた。

「上は星せい宿しゆくに應おうじ、下は百兵を避く。大翼ッ」

　剣から大きな炎が立ち上る。剣をふりかざし、紅明はシュウガへと走った。

「これで終りだっ、朱雀すざく爆ばく水すい気きー!!」

　紅明が爆水気の剣に気力を込めて、シュウガに振ふり降ろそうとした。

「う!?」

　いきなりシュウガの体が跳はねた。紅明からかなり離はなれた所へスタッと着地する。

「そんな馬鹿な！」

　驚きの表情で紅明はシュウガを見た。確かに朱雀炎翼破がシュウガに命中した。いくら強きよう靱じんなカムイといえども、重傷を負って動くどころではないはずだ。しかし、紅明が見ているシュウガはカムイの服こそ焦こげていたものの、体に傷はない。

「ククク……俺はァ死なぬゥ」

　またシュウガの目がおかしくなっている。

「お前はァ、死ねィ」

　シュウガの口がクワッと開かれた。

（しまった！）

　この距きよ離りでは朱雀爆水気はシュウガに届とどかない。紅明は勝利の直前から絶望の淵ふちへと投げ出された。死の実感が紅明の背中をなでた。

　シュウガの牙きばが光る。青い巨大な十字の刃やいばがシュウガの口中から飛び出し、紅明に向かって爆発するかのように迫せまって来た。

　紅明は炎の剣を十じゆう字じ刃じんに投げ付ける。紅明の必死の抵てい抗こうだった。赤い炎えん剣けんと青い気き刃じんが衝しよう突とつする。だが、剣と炎は一瞬にして気刃に飲のみ込まれてしまった。

「身命泰安急々如律令ーっ！」

　もう照妖鏡しか頼たよる物はない。紅明は両手で照妖鏡を構え、己おのれの全気力をそこに流し込んだ。青い気刃は周りの木々を飲み込みながら、紅明の目の前に迫せまった。

（父さん！）

　視界が青白い光で包まれたと思うと、全身を凄すさまじい衝しよう撃げきが貫つらぬいた。そのまま紅明の意識は消し飛んでしまった。







　第九章　イサワの村コタン




　紅明は目を開けた。視界に草くさ葺ぶきの屋根裏が見えている。

（どこだ、ここは……）

　体を動かそうとしたが全く自由にならない。紅明は自分が蔓つるで縛しばられているのに気がついた。それに全身の力が抜ぬけきっている。なんとか明かりの方へと身を転がした。炉ろの周りにいる二人のエンチュの戦士が目に入った。一人の戦士がびっくりした表情で立ち上がり、慌あわてて小屋の外に駆かけ出て行く。残った戦士は太刀エムスに手をかけて紅明を監かん視ししている。

「ここはどこなんだ……」

「イサワの村コタンだ」

　戦士はぶっきらぼうに答えた。紅明はコトイたちに捕つかまったことを理解した。シュウガの攻こう撃げきを受けて倒れた後、何故かとどめは刺さされなかったらしい。

　しばらくすると誰だれか小屋に入って来た。戦士を連れたアテルイとコトイだった。

「シュウガの『大たい牙が』を受けて生きているとは恐おそるべき奴やつよ……」

　そうつぶやくとアテルイは紅明に近づいた。紅明は縛られたまま、戦士によって無理矢理アテルイの前に座らされた。

「とにかく貴様のお陰かげで、逃げ出したシュウガをタプコプ岩屋に連れ戻もどせたのは確かだ。それについては礼を言わねばなるまい」

　アテルイは紅明の前にしゃがんだ。

「ところで、なぜヤマトのまじない師のお前がハルカと一いつ緒しよにいた？」

　紅明は何も答えず横を向いた。

「なにか事情があるな……そこで相談だが、我がイサワのために戦う気はないか？　代だい償しようはお前の命だ。決して悪い取り引きではないと思うが」

　憎にく々にくしげに紅明はアテルイを見た。いくら軍を捨てたとはいえ、仮にも父を死に追いやった人間に協力するなどできることではない。

「嫌いやだ。お前に味方するぐらいなら、死んだ方がましだ」

「そうか。それは残念だ」

　アテルイが立ち上がると、代わりにコトイが紅明の前に立った。杖つえで紅明の頭をこづく。

「ハルカはどこに行くつもりだったのだ？」

　どうやらハルカはうまく逃げおおせたらしい。紅明は少しだけホッとした。

「知らない」
















「答えろッ」

　いきなりコトイは杖で紅明を殴なぐりつけた。痛撃を受けた紅明の額から一筋の血が流れる。

「やめておけ。痛めつけて話すような奴でもなさそうだ」

「しかし、あの娘むすめを手に入れておきませんと……」

　紅明は血を流しながらアテルイの顔を見上げた。

「なぜだ、なぜそこまでハルカさんを捕つかまえるのにこだわる？　エンチュはカムイを敬うやまい、カムイと共に生きて行く者たちじゃなかったのか？」

「何ィ」

　それを聞いたアテルイの表情が変わった。

「偉えらそうなことを言うなあーっ！」

　アテルイは思いっきり紅明を殴なぐった。紅明の体が柱に叩たたき付けられる。唇くちびるが切れ、紅明の顎あごが血で汚よごれた。

　アテルイの体はワナワナと震ふるえていた。その目は怒いかりに満ちている。ズカズカと紅明に近寄ると胸むな倉ぐらをつかんだ。

「貴様ら……、貴様らヤマトさえ来なければ、こんなことをせずに済んだーっ！」

　そう叫さけぶと紅明を土の床ゆかに叩きつけ、蹴けりを入れた。ハーハーと荒あらい息をしている。自分たちの族長の急変ぶりにエンチュの戦士たちは啞あ然ぜんとなった。

「……まあ、いい。夜が明けたら、イサワの気勢を上げるために貴様を血祭りにしてやる。楽しみにしておけ！」

　そう言い放つとアテルイは小屋から出て行った。コトイも呻うめいている紅明を一いち瞥べつすると外に出て行く。中には元からいた戦士二人が残った。二人は炉ろの側に座り、何やら話し始めた。

（僕はここで死ぬんだろうな……）

　紅明はアテルイに殴られた痛みの中でそう感じていた。誰も知った者のいない所で、紅明は敵として憎にくまれながら殺されるのだ。どうしようもない寂さびしさが襲おそって来た。

（父さん……黄こう農のう様……）

　その時、戦士の一人が声を上げた。

「ピルカ様！」

　どうやら誰か小屋に入ってきたらしい。

「どうして、ここに？」

「徹てつ夜やでの見張りは大変でしょうお酒トノトを差し入れに来ました」

　女性の声だ。紅明は不自由な体のまま、そちらに顔を向けてみた。若い女性と中年の太った女性が入口に立っていた。太った女性は壺つぼを抱かかえている。酒の匂においがするのはそこかららしい。

　若い女性の方は二十歳ぐらいで、立ち姿に不思議な気品がある。小こ綺ぎ麗れいな衣い装しようを身にまとい、立派な首飾りタマサイをしているところを見ると普ふ通つうのエンチュではあるまい。

「おお、これはありがたい」

　戦士の顔がほころぶ。太った女性が木もく椀わんを戦士に渡して酒を勧すすめた。戦士は喜んで壺から酒をすくって飲のんだ。戦士の様子を見て若い女性はにこやかに微笑ほほえんでいる。

　紅明は不ふ審しんに感じた。わざわざ敵の目の前にやって来て、見張りとにこやかに応対する女性などいるものだろうか。

　いきなり戦士の一人が椀を落とし、炉ろの横に倒れた。よく見るともう一人の戦士は座り込んだまま、すでに寝ね息いきを立てている。

　若い女性の顔が急に険けわしくなった。戦士が寝入ったのを確認すると、若い女性は紅明に近づいて来た。そして懐ふところから小刀マキリを取り出し、鞘さやから引き抜いた。小刀が鈍にぶい光を放つ。

（僕を殺す気なのか……）

　もしかすると、この女性はよほど大和やまとの兵士を憎にくんでいるのかもしれない。しかし、それでもいいと紅明は思った。こうして一思いに殺された方が少しは楽だろう。紅明は覚かく悟ごを決めた。

「男どもに気づかれぬうちに、早く！」

　若い女性はうなずくと、紅明を縛しばっている蔓つたを切り裂さいた。予期しなかった女性の行動に、紅明は不思議そうに女性の顔を見た。

「なぜ……？」

「話は後で。早くここを出ましょう」

　うながされて紅明は立ち上がろうとした。でも全身に力が入らない。そのままへたり込んでしまう。シュウガの「大たい牙が」を防ぐのに力を使い果たしていたのだ。

「とりあえずこれを」

　紅明の様子を見た若い女性は、自分の首飾りタマサイをはずして紅明の首に掛けた。首飾りから静かな気が紅明の体に流れ込む。なぜか、どこかで感じたような気だったが、紅明には思い出せない。しかし、首飾りのお陰かげでほんのわずかだが紅明の体が軽くなり、よろめきながらも立ち上がることができた。若い女性に腕を引っ張られ、小屋の外へと出て行く。

　星明かりだけの暗い中に草くさ葺ぶきの家がいくつも並ならんでいるのが見える。イサワの村はエンチュの土地モシリで最も大きい集落の一つだと紅明は聞いていた。しかし、紅明のいた難波なにわの街とは比べようがない。そこの長おさが大和軍を苦しめ続けているのである。憎にくむべき相手だとはいえ、紅明はアテルイに少しばかり感心した。

　村の広場を通り過ぎる。人気はない。おそらく見張りを残して皆寝静まっているのだろう。明りが動いているのが見えた。たいまつを持った戦士が村中を巡じゆん回かいしているらしい。若い女性は慌あわてて、近くにあった大きな草葺きの建物に紅明を引っ張り込んだ。太った女性も後に続く。

　中は結構広い。がらんとした感じで何かの集会に使われる建物のようだった。中央の炉に火が焚たかれ、その横に十六歳くらいの少女がちょこんと座っている。なりは小さいが、なかなか活発そうな少女である。

「ピルカ様、うまくいきました？」

　少女はそう言うと駆かけ寄って来た。やはりこの若い女性はピルカという名前らしい。

「ええ大だい丈じよう夫ぶ。しばらく目を覚まさないでしょう」

　ピルカは紅明を見た。

「その格好では目立ちます。そこにエンチュの男物の服がありますから着き替がえてください」

　部へ屋やの隅すみをピルカは指差した。そこには太刀エムスと服、それにエンチュの物入袋サラニプが置いてあった。紅明にはまだ状じよう況きようがつかめなかったが、とにかく言われた通りにすることにした。

　草木模様の縫ぬい取りの合わせ襟えりがついた上うわ着ぎを身に付け、太刀を腰こし帯おびに差す。柄つかの先が蕨わらびのような形になっているエンチュ特有の太刀だ。むろん紅明がこの太刀を持つのは初めてである。袋を持ったが、中に何か入っている。開けて見るとそこには紛まぎれもない照しよう妖よう鏡きようが自分の顔を映していた。紅明は驚いて後ろを向いている女性たちに目をやった。

「いったい、あなたたちは……」

　不ふ審しん顔がおの紅明が歩み寄り、ピルカは振ふり向いた。

「不思議に思われるのも当然ですね……」

　ピルカは紅明に向き直った。真剣な表情でピルカは紅明を真っ直ぐに見つめた。

「私はアテルイの妹、ピルカです」

　さすがに紅明は驚きの表情を露あらわにした。ピルカはエンチュの戦士を率ひきいる男の妹だというのだ。すぐに首飾りの気をどこで感じたか紅明は思い出した。日ひ高だか見みの大おお河かわでアテルイたちと戦った時、アテルイの首飾りが発する気の感かん触しよくがこれと全く同じだった。おそらくあれはピルカがアテルイに渡した物なのだろう。

「イサワの族長の妹さんが、どうして僕を助けるんですか？」

「あなたはハルカ様と一いつ緒しよに逃げているところをコトイに捕つかまったと聞きました。ヤマトの方のようですが、何か事情があってハルカ様と行動を共にしておられたのでしょう。だからお助けします。その代わりにお願いです、ハルカ様を兄の手から守ってください！」

　ピルカの言葉は紅明にとって意外なものだった。イサワのエンチュ全すべてがハルカの敵だとばかり思っていたからである。しかし、少なくとも彼女たちはハルカの味方らしい。

「イサワのエンチュの中にもハルカさんの味方がいたとは」

　紅明の呟つぶやきに中年の女性がムッとした表情を見せた。

「ハルカ様を敵だと思うようなエンチュはイサワにはいないよっ。ただ、アテルイ様があのまじない師にそそのかされているだけなんだ……」

「そうだ、あのコトイとかいう奴やつが悪いんだ」

　少女も一緒になってコトイを非難した。けれどもピルカは沈ちん痛つうな面おも持もちで言った。

「いいえ。兄はヤマトとの戦いにカムイの御力を利用するという、エンチュとしてはやってはならない事を自ら選んでしまったのです。コトイはその方法を知っていただけのことでしょう……」

「ピルカさん。コトイはいったい何者なのですか？　カムイを操あやつる方法を知っているとは只ただのまじない師とは思えませんが」

　紅明の問いにピルカは首を横に振ふった。

「コトイは人前では決して素顔をさらすことはありません。私にもコトイの正体はわからないのです。ただ、エンチュの人間ではないように思います」

「エンチュの人間じゃない？」

「ええ。八年前にイサワに来た時、話す言葉にどことなく違い和わ感かんがありましたから。もしかするとヤマトのまじない師ではないのでしょうか？」

「大和のまじない師……」

　八年ぐらい前の大和というと、都みやこで大きな政変が起きた頃ころではないだろうか。まだ紅明は幼おさなかったが、知らせを受けた父の神明たちが慌あわてて出動したことは覚えている。

　紅明が後で知った事件のあらましはこうである。当時政権を握にぎっていた藤ふじ原わらの種たね継つぐが長なが岡おか京きようで大おお伴ともの継つぐ人とに殺された。大伴継人はすぐに死刑になったが、それだけでなく大伴氏と佐さ伯えき氏の主だった者が事件に関かかわりがあったとして処分された。すでに死んでいた大伴家やか持もちですら名めい誉よを剝はく奪だつされたほどである。

　朝ちよう廷ていは大伴氏と佐伯氏の呪じゆ術じゆつ者しやが密ひそかに反はん撃げきして来ることを恐おそれ、呪じゆ禁ごん道どう士し隊と呪禁寮りように彼らの始末を命じたのだ。神明はその時に法ほう縄じようを使う呪術者と戦ったという。

　紅明はハッとした。日高見大河での戦せん闘とうの時、白い霧きりの中から自分を攻こう撃げきして来た物こそ「法縄」ではなかったか。法縄を使える呪術者はそういるものではない。一いつ瞬しゆん、紅明はコトイとその人物を結びつけかけた。

　だが、すぐにそれが空虚な想像であることに気がついた。その時の呪術者は一人残らず殺されたはずである。それに大和の呪術者が「水すい妖よう」など操あやつれるわけがない。気を流して水を自由に操るのと、水自体に邪じや意いを持たせるのは全く違ちがうものなのだ。

「ねえ、どうしたの？　コトイの心当たりでもあるの？　やっぱりヤマトのまじない師？」

　考えを巡めぐらせていた紅明に少女がうるさく尋ねた。

「静かにしなさい、チロホ」

　ピルカは少女の名を呼んでたしなめた。チロホは不満そうな様子で口を閉じた。

「いや、僕にもコトイの正体はわかりません」

「そうですか……とにかく、このチロホと一いつ緒しよに、あなたはパナマキに逃げてください。パナマキの村は兄に必ずしも心服していないと聞きます。それにパナマキの長老エカシはチロホの祖父ですから、きっと力になってくれるでしょう」

「しかし、あなたはどうするんですか？　このままでは僕を逃がしたことがアテルイにわかってしまうのでは？」

　ピルカは一いつ瞬しゆん暗い表情になった。

「構いません。これは兄に対する私からの抗こう議ぎなのです」

　そこでピルカは一呼吸置き、力強い調子で話し始めた。

「私たち兄妹は小さい頃からハルカ様によくしてもらいました。その恩を忘れてハルカ様を捕とらえようとするなど、人間のすることではありません！」

「そうだったんですか……」

　紅明は先ほどのアテルイの激はげしい怒いかりを思い出していた。イサワを大和から守るために己おのれの心を殺してハルカを捕らえようとしていたのだろう。それがあの激しい怒りとなって現れたのだと紅明は気づいた。

　ただ、ハルカを捕つかまえることがイサワにとってどれほどの意味があるのだろうか。確かにハルカは人間にはない能力ちからを持つ。でも秀峰たち呪じゆ禁ごく道どう士しの前では、さほどたいした戦力にはなるまい。そのハルカにどうしてコトイは執しゆう着ちやくするのか、紅明は不思議だった。

「いったいコトイはハルカさんを捕まえて何をしようとしてるんですか？」

　紅明は思ったことをピルカに尋ねてみた。

「それもわかりません。でも、何かおぞましいことを考えているような感じがコトイからはするのです。どうかお願いです、ハルカ様が無事に逃げられるよう、あなたの力を貸してください！」

　ピルカは真しん摯しなまなざしで紅明に訴うつたえた。紅明は深くうなずいた。

「わかりました。ハルカさんは僕が命を懸かけても守ります。それで、あなたから受けた恩を返したいと思います」

「私からもお願いします」

　中年の女性も紅明に深々と頭を下げた。紅明を助けることが、戦いくさのためにエンチュの掟おきてを破る男達へのせめてもの抵てい抗こうなのだろう。

「じゃあ、チロホお願い。とうぶんイサワには戻もどれないかもしれないけど、元気でね」

「わかりました、ピルカ様。ピルカ様にお会いできなくなるのは寂さびしいけど、イサワに家族がいるわけでもないですから……ピルカ様もお元気で。それじゃあ、あなた私について来てくれる？」

「あ、ああ」

　そう紅明に言うとチロホは集会場の出口へと駆かけ出した。紅明も慌あわてて後を追った。

「気をつけて」

　二人の背中にピルカの声がかかる。出口で一度紅明はピルカに振ふり向いた。前はカムイのハルカに助けられ、今はイサワの族長の妹に助けられた。大和の呪禁道士として育った自分が、かつては敵としか考えられなかった相手のお陰かげで生きている。紅明の胸の中に不思議な暖かい感かん触しよくが広がっていった。

「ありがとう」

　それだけ言うと紅明は外に出て行った。

「ほら、これ持って」

　いきなりチロホが集会場の外に転がっていた魚取りの竹たけ籠かごを手渡した。

「見張りの戦士が来ても黙だまってて。あたしが何とか言い含ふくめるから。こっちよ」

　チロホの案内で紅明は籠を持ったまま歩き出した。草くさ葺ぶきの家を幾いくつか過ぎ、村の境を示す木の下を通っていた時である。

「誰だ？」

　突とつ然ぜん、木の陰から声がした。チロホが思わず小さな悲鳴を上げた。紅明も反射的に太刀エムスに手をかけ抜ぬきそうになったが、思いとどまった。ここで騒さわぎを起こすことは自分だけでなく、チロホの命も危うくしかねない。とにかくチロホに任せることにした。

「び、びっくりさせないでよー」

　木の陰から出てきたのは弓矢を持ったエンチュの戦士だった。たいまつも持たずに見張りをしていたようだ。

「いったいこんな夜よ更ふけに何の用だ？」

　いぶかしげな声で戦士が尋ねてきた。明りを持っていないので表情は良くわからない。

「見ればわかるでしょう。河に罠わなを仕掛けに行くの。ほら、昼間はヤマトのまじない師が捕つかまって、ゴタゴタしてたでしょ。つい罠を仕掛けるのを忘れちゃって」

「ふーん。でもなあ、何で女のお前が魚取りについて行くんだ？」

　エンチュでは狩かりや漁りようは男の仕事とされている。紅明は焦あせった。しかし、チロホは紅明の腕に手を回して平然と言った。

「あら、女がついて行っちゃいけないの？　夜は長いんだし……」

「へへっ、そういうことかあ」

　チロホの言葉で戦士は簡単に納なつ得とくしてしまった。紅明の顔がちょっと熱くなる。

「あー、漁でも何でも勝手に行ってくれ。ただ朝には戻もどって来いよ。アテルイ様がヤマトのまじない師の処分を決めるらしい」

「ええ。わかったわ。じゃ、見張り頑がん張ばってねー」

　チロホに促うながされて紅明は歩き出した。村の外には不ふ揃ぞろいな形の小さな田が幾いくつも広がっている。大和と同じく田起こしが始まっているようだ。

　ふと、紅明は「蝦夷えみしも我が皇こう国こくの支配に入れば収しゆう穫かくが倍になるものを」という俊しゆん哲てつの言葉を思い出した。星明かりの下に見えている田は、各自がばらばらに作っているようで、確かに大和やまとに比べて収穫は低いだろう。しかし、大和による農のう耕こう体制の下に入ることは、鎮ちん守じゆ府ふに支配され税を納めなければならない。それを拒きよ絶ぜつしてアテルイたちは戦っているのだ。そしてエンチュも大和も数多くの死者を出している。粗そ末まつな田を見、初めて紅明は大和朝ちよう廷ていが成そうとしてることの愚おろかさを感じた。

（父さんは何のために死んだんだ……？）

　紅明の胸の中を空くう虚きよな風が吹き抜けていた。

「着いたわ」

　ピルカの言葉に前を見ると、そこには葦あし原はらがありその向こうに大きな河が流れている。おそらく日高見大河だろう。

「ちょっと待ってて」

　チロホは葦原の中に入った。しばらくして小船を押して来た。

「これに乗って。このピタカミ河を遡さかのぼった所にパナマキの村があるの」

「わかった」

　ヒョイと船に飛び乗った紅明に、チロホは櫂を投げて寄こした。ピルカも櫂かいを持って紅明の前に座った。

「使い方はわかるでしょう？　あなたもパナマキまでしっかり漕こいでよ。あ、そうだ」

　チロホは体をひねって紅明の顔をまじまじと見た。

「僕の顔がどうかした？」

　チロホがクスッと笑った。

「まだ、名前を聞いてなかったわ。ねえねえ、あなたの名前は？」

「紅明というんだけど……」

「ふうん、コウメイね。ところでオンルプシカムイと戦ったって本当？」

「ああ、そうだけど」

「スゴイ……」

　尊敬の目付きで紅明を見ている。

「ねえ、今度オンルプシカムイと戦ったら勝てる？」

　紅明はシュウガとの死し闘とうを思い出していた。確実にオンルプシカムイのシュウガを倒たおしていたはずの戦いだった。しかし、朱雀すざく炎えん翼よく破はを食らってシュウガは立ち上がって来た。何か恐おそろしい秘密がシュウガにはある。それを考えると紅明にはシュウガに勝てる自信はあまりなかった。

「わからない……」

　紅明は正直にそう答えた。ただ、シュウガがアテルイの手の内にあり、アテルイがハルカを狙ねらう以上、またシュウガと戦わねばなるまいと紅明は覚かく悟ごしていた。

「そっか。相手はカムイだもんね……」

　紅明の返事を聞いたチロホの声には落らく胆たんの色があった。紅明はチロホの反はん応のうを奇き妙みように感じたが、あえて質問はしなかった。

「じゃっ、行くわよっ」

　チロホが一漕ぎすると、小船は葦原から川かわ面もに出て行った。ゆるやかに流れる夜のピタカミ大河を船は上流へと進んで行く。
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「やっと着いたわ」

　チロホの声に紅明は安あん堵どの息をついた。休みながら船を漕こぎ続けたが、やはり流れに逆らって進むのはきつい。イサワを出たのは夜中だが、もう昼近くになっている。途と中ちゆうの葦あし原はらの中で仮か眠みんを取ったものの、紅明の体は疲つかれきっていた。

「疲れたでしょ？」

「いや君の方こそ大変だったろう」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。エンチュはヤマトの人間ほど軟なん弱じやくじゃないから」

　チロホは強がって見せたが、心身共に疲ひ労ろうしていることを紅明は察知していた。いつアテルイの追っ手が来るかわからない状じよう況きようである。紅明ですら緊きん張ちようを強しいられていたのだ。ましてや普ふ通つうの少女が正常でいられるわけがない。それを押おし隠かくして振ふる舞まっている気丈さはどこから来たのかと紅明は思った。

　川岸は白い土の層が続いていた。川岸の向こうに田畑が広がり、一段高くなった場所にイサワと同じような草くさ葺ぶきの家が数十軒けん並ならんでいる。おそらく日ひ高だか見みの大おお河かわの洪こう水ずいをさけるためなのだろう。

　あまり軽やかでない足取りでチロホと紅明は岸に上がった。田畑で作業をしていた村人たちが二人に気付き集まって来た。人数にして十人ほどだ。みな裸足はだしで木き鋤すきなどを手にしている。

「なんだね、あんたらは？」

「あれえ、もしかしてチロホちゃん？」

「ええ、そうです。皆さん、お久しぶりです」

　チロホは皆にペコリと頭を下げた。

「ああ、長老エカシに会いに来たのか。ところで、その人は？」

　体のごつい男が紅明に目を向けた。

「実はその人のことで、おじいちゃんに話があって……」

　紅明の胸元を見たごつい男が顔を一いつ瞬しゆんピクリとさせた。

「わ、わかった。長老に伝えて来る」

　男は慌あわてて集落の方へと走り出した。紅明はその姿に不ふ審しんなものを感じたが、見知らぬ相手に警けい戒かい心しんを抱いだくのも仕方無いと思った。

　紅明とチロホは村人と共に集落へと歩いて行く。チロホは人の良さそうな中年の女性と親し気に話している。ただ、紅明には警戒しているのか誰だれも声をかけて来ない。紅明の方でも心が妙みように構えていた。紅明はエンチュの村に入って行くのだ。チロホがいるとはいえ、受け入れてもらえるという保証は全くない。

　一行は集落の入り口にたどりついた。

「チロホ！」

　声をかけたのは背の低い老人だった。皺しわの多い顔にくぼんだ眼、それに真っ白な髭ひげが経てきた年季を感じさせる。丹たん念ねんな刺し繡しゆう紋もん様ようのある鉢はち巻まきがその地位を示していた。この人物がパナマキ村の長老なのだろう。

「おじいちゃんっ」

　チロホは長老に駆かけ寄ると抱だきついた。老人も孫まご娘むすめの背中を優しく抱いた。チロホは肩を震ふるわせて泣き始めた。張り詰つめていた心が祖父に会ったことで一気に緩ゆるんだらしい。

（やっぱり女の子だな）

　そう思いながらチロホの姿を見ていた紅明だったが、長老が自分にチラリと視線を走らせたのに気が付いた。

　ふいに紅明は微かすかな殺気を感じた。少し離はなれた所からである。反射的に紅明の手が照しよう妖よう鏡きようを取り出す。照妖鏡は家の陰かげに隠かくれた男の姿を映し出していた。さきほど紅明と出会ったごつい感じの中年の男で、弓矢を紅明に向けて引き絞しぼっている。その他に小刀を握にぎり締しめた男達が四、五人ほど家の中に隠れている。

（しまった！）

　考えもなしに村の中に入ったことを紅明は後こう悔かいした。日高見大河を遡さかのぼるより陸上を馬で走った方が早い。アテルイの使者が先にパナマキに着いていても不思議はない。パナマキの集落に足を踏ふみいれる前に照妖鏡で探るべきだったのだ。

　照妖鏡を構え太刀エムスに手を伸ばしたが、紅明はある事実に気づいて愕がく然ぜんとなった。今の自分は剣と呪じゆ符ふを持っていない。剣はシュウガとの戦いで失い、呪符は気を失っている間に奪うばわれていた。剣と呪符がなければ炎ほのおの呪法は使えない。朱雀すざく炎えん舞ぶが使えれば村人を傷付けずに逃にげ出すことは簡単だ。しかし、太刀しかない状態では斬きり合いになる可能性が高い。紅明の脳裏に一いつ瞬しゆん、日高見大河で殺された漁りよう師しの姿が浮かんだ。このまま戦せん闘とう状態に突とつ入にゆうすれば自分の手で村人を殺すことになってしまう。紅明の胸の鼓こ動どうが急に激はげしくなる。

「待てっ、イナグ」

　突とつ然ぜん、長老が叫さけんだ。その声に照妖鏡の中の人ひと影かげが動きを止めた。長老はじっと紅明を見ている。いや、紅明が手にしている照妖鏡に視線を注そそいでいた。泣き濡ぬれたチロホからそっと離れると、長老は紅明の方に近づいて来た。

「その鏡……もしかして、お主ぬしはシュンテツ殿のまじない師なのか？」

　パナマキの長老は意外にも俊哲の名前を口にした。




「そうか、タプコプ岩屋に……」

　紅明の話を聞き終わって長老はなぜかそうつぶやいた。

「は？」

「いや、何でもない。それより先ほどは済まなかった。その、お主がつけている首飾りタマサイは、アテルイに許された特別の戦士にしか身に付けられぬ物。てっきりアテルイが刺し客かくを送り込んできたと思ったのでな。それにしても、ヤマトのまじない師だった者がカムイを助け、その上アテルイに追われてパナマキに来るとは何とも不思議なことだ」

　パナマキの長老ハシナウは髭ひげを撫なでながら、炉ろの前に座っている紅明に目をやった。草くさ葺ぶきの家の外では村人たちが中の様子を伺うかがっているようだが、家の中では紅明と長老だけが炉ろを挟はさんで向き合っていた。紅明の目の前にいるハシナウ長老は俊哲と通じていたエンチュ村むら長おさの一人であったのだ。

　俊哲の蝦夷えみし切り崩くずし作戦について、秀峰以外の呪じゆ禁ごん道どう士し隊には詳くわしいことは伝えられていない。むろん紅明もパナマキが大和やまとと通じていることは知らなかった。

「刺客の危険があるほど、イサワとパナマキの関係は悪いのですか？」

「アテルイほどの男だ、このわしがヤマトと通じていることぐらいは感づいていよう。しかし、正面切ってパナマキを攻めることはあるまい。エンチュ同士で戦いくさをやれば、ヤマトに敗やぶれる他はない。それにパナマキは戦士を出すこと以外は、イサワに力を貸しているしな。ただ、わし一人を密ひそかに葬ほうむることぐらいの事は考えているかもしれん。それさえ気を付けていればパナマキは安あん泰たいのはずだ」

　そういうと皺しわだらけの顔でニヤッと笑った。紅明は老人のしたたかさに舌を巻いた。アテルイに協力しながら、一方では多た賀が城じようの俊哲と通じている。その状態で自分の村を守ることができると自信を持っているのだ。その人物がなぜ、暗殺の危険を犯おかしてまで、大和と通じたのか、紅明は疑問に思った。

「でもなぜパナマキは大和に通じてるのですか？　アテルイがカムイの力を操あやつろうとしているからなのですか？」

　紅明の問いに長老は少し間を置いて口を開いた。

「確かにそれもあるが、わしがアテルイの戦いにくみしない理由は別にある。それは──、エンチュは戦いを好まぬ」

「えっ？」

　長老の答えは紅明にとって全く意外なものだった。エンチュ戦士の勇ゆう敢かんな戦いぶりは中国の唐とうにまで知られていた。そのエンチュが戦いを好まないという事を紅明はにわかに信じられなかった。長老は続けた。

「争いが起きても武器をふるうことなく、最後まで言葉を用いて争いを治めるのがエンチュの流りゆう儀ぎだ。しかし、ヤマトの者たちは我らの話を聞こうとせぬ。だから戦いくさとなった。戦さとなれば人が死ぬ。それは悲しいことだ」

　長老は一言ずつ吐はき出すように語った。

「だが、シュンテツ殿は違う。少なくとも我らエンチュの話を聞こうとしている。それで戦さを終わらせるために、シュンテツ殿に懸かけてみることにした」

　他の大和の将軍と違ちがい、俊哲は蝦夷との対話を東北経営の基本としていた。しかし、俊哲も鎮ちん守じゆ府ふ将軍であり、エンチュの土地の支配を目的にしていることに変わりはない。

「しかし、アテルイが敗れればパナマキも大和に支配されます。大和はエンチュを力で押さえつけて、厳しく税を取り立てようとしているんですよっ」

　紅明は抗こう議ぎに似た気持ちで長老に言った。多賀城にいた時には考えもしなかった心境の変化だった。

「ヤマトの人間はドングリを食うのかね？」

　白しら髭ひげを撫なでながら長老は紅明に尋たずねた。

「は？　ドングリですか？　ほとんどないと思いますが……」

　長老は得心したような顔で話し始めた。

「エンチュの土地は寒い。ここで作る米シアマムは毎年実るわけではないのだよ。でも、なぜか米が取れぬ年は森のドングリがたくさん取れる。それを食ってわしたちは生きる」

　紅明はマムトにもらった木の実を焼いた塊かたまりを思い出した。自然の恵めぐみは大和よりも遥はるかに素晴らしいことを紅明は理解した。

「米が取れぬ以上、ヤマトも税を取りようがないはず。それでもヤマトが税を払はらえと戦士を差し向けるならば、山の中に逃げるだけのことだ。ヤマトにエンチュの支配はできぬ」

　自信たっぷりにハシナウ長老は答えた。強いな、と紅明は思った。力をふるわぬ強さというものを紅明は生まれて初めて感じ取っていた。

「ところで、これからどうされる？」

「はい、とりあえずウキキ湖トーに向かおうと思います。ハルカさんがアテルイたちに捕つかまらなければそこで出会えるはずです」

「なにウキキ湖トー……」

　長老は複雑な表情をした。

「わかった、途と中ちゆうまでならば道案内をつけよう。なるべく早くここを出た方がいい。アテルイの追っ手が来てからでは言い訳もできんしな」

　長老は立上がり、家の外へと出て行く。紅明も後に続いた。家の外には村人たちが何十人も集まっていた。ひょっとすると村中の人間が集まって来てるのかもしれない。

「この方は今からウキキ湖に向かわれる。誰か道案内をする者はいないか」

　村人に長老は尋ねた。それに対して村人は顔を見合わせるばかりだった。

「私が行く！」

　前に進み出てきたのはチロホだった。

「私、小さい頃ころ、ハルカ様にウキキ湖に連れて行ってもらったことがあるわ」

「いかん！　お前がウキキ湖に行くなど……」

　慌あわてて長老は首を横に振ふった。

「だって、他に行く人がいないんじゃ仕方ないでしょ」

　難むずかしい顔をして長老はうなった。

「お、俺が行く。ただし、途中までだ」

　おずおずと手を上げたのは、さきほど紅明を弓矢で狙ねらっていたイナグだった。

「そうか。イナグ頼たのむぞ」

「でも、俺がいない間、アテルイの手の者が襲おそって来たりしないだろうか」

「それなら大だい丈じよう夫ぶだ。この人の情報を知っているわしをいきなり殺したりはしないだろう。とぼけている限り、わしの身は安全だ。とにかく早く支し度たくをしてくれ」

「何かと御苦労をおかけします……」

　紅明は長老に頭を下げた。







　第十一章　ラプシヌプルクルカムイ




「俺が案内するのはこのオボ川ナイまでだ」

　川に突つき当たった所でイナグはそう宣言した。川は大きくはないが、岩がゴロゴロしており、辺あたりは鬱うつ蒼そうとした緑に覆おおわれていた。天気が良ければ緑が目に美しいだろう。

「川向こうの山を登りきれば、そこがウキキ湖トーだ」

　パナマキを出てから二日がたっていた。イナグによれば、ピタカミ大河を遡さかのぼり、イワクテ山を見ながら西へ向かえば、早くしかも楽にウキキ湖まで行けるらしい。しかしそれではアテルイの追っ手に見つかる可能性があった。それでイナグは険けわしい山の中を通る道を選んだのである。紅明たちは獣けもの道みちの跡あとをたどり、山中に寝ね泊とまりしてようやくここまでたどりついたのだ。

「わかりました。ここからは僕一人で行きます。ここまで案内していただいて、どうもありがとうございました」

　紅明はイナグに軽く頭を下げた。

「私も行く！」

　出し抜けにチロホが叫んだ。この少女は長老の制止を振ふりきり、紅明とイナグについて来たのである。険しい山を越えて来たというのにチロホは結構元気だった。

「だめと言ったらだめだ！　お前をウキキ湖にやったら、長老から何を言われるかわかったもんじゃない」

　そう言うとイナグはチロホの肩をごつごつした手でつかんだ。

「でもー、タツコ様に会ったことのある人間が一いつ緒しよに行かないと……」

　紅明はチロホに微笑ほほえみながら声をかけた。

「たぶん大だい丈じよう夫ぶだと思うよ。ハルカさんと出会ってわかったんだけど、カムイは理由もなく人を殺したりはしない。事情を話せばわかってもらえるはず。だから心配ない」

「ほんとうに大丈夫？」

　疑わしそうな目でチロホは紅明を見た。紅明はうなずく。

「タツコというカムイを僕は知らない。でもハルカさんの知り合いなら、きっと力になってくれると思う」

　紅明の目がじっとチロホを見た。

「うん、わかった。でも気を付けてね……」

　心配そうにチロホは言った。

「俺からも忠告はしておこう」

　真しん剣けんな顔付きでイナグは紅明を見た。その表情に紅明もただならぬものを感じた。

「決してヤマトのまじない師だと、ばれないようにすることだ」

「えっ、なぜです？」

「かつてタツコ様は人ともよく交流なされていたカムイだったそうだ。それが今のようにウキキ湖に閉じ籠こもって人との付き合いを断ってしまったのは、ヤマトのまじない師と戦ったのが原因だと聞いている」

　紅明は辺あたりに目をやった。

「こんな所まで大和のまじない師が来たんですか！」

「いや、俺の生まれた頃のことらしいから詳くわしくは知らない。ただなー、このウキキ湖は意外とヤマトの土地デワに近いんだ。あるいはそこからヤマトのまじない師が来たのかもしれん」

「わかりました、気を付けます。では僕はこれで。パナマキまでの御無事を願っています」

「ああ、お前もな」

　軽く会え釈しやくをすると、紅明は川の石の上を飛んで行く。

「頑がん張ばってコウメイ！」

　チロホの声せい援えんに紅明は軽く右手を挙あげて応こたえた。




「ここがウキキ湖なのか！」

　紅明の目の前には、周囲を山が取り巻いた広い湖が広がっている。山奥の広い湖は紅明にとって驚きだった。畿き内ないの山奥にはせいぜい小さな池があるぐらいなものだ。千ち々ぢの松まつ島しまといい、東北の地の自然の壮そう大だいさを紅明は感じていた。

（とにかくタツコというカムイを探さなくては）

　湖の岸きし辺べを歩き出した。岸辺には波が打ち寄せている。風も出てきたようだ。空はどんよりと曇くもっている。雨が来るかもしれない。紅明は周りの山を見ていた。このどこかにタツコというカムイがいるのだろう。しかし、湖を一周するだけでもしばらくかかりそうだ。

（仕方ない！）

　紅明は物入袋サラニブから照しよう妖よう鏡きようを取り出した。

「探たん幽ゆう知ち界かい急きゆう々きゆう如によ律りつ令りようっ」

　そのまま山の方をずっと探って行く。照妖鏡を見ていた紅明の体が突とつ然ぜん震ふるえ出した。

（生きて、生きていてくれたのか！）

　喜びで体が震え出したのだ。ここから少し離はなれた山中に照妖鏡が映し出していたのは、まぎれもなくハルカとマムトの姿であった。二人はウキキ湖の方へと歩んでいる。体の底から熱いものが込み上げて来る。

（よかった、本当によかった……）

　突然、紅明の背後から凛りんとした声が響ひびいて来た。

「そなたは誰です？」

　紅明はギクッとなった。慌あわてて照妖鏡から意識を戻もどす。そして振ふり向いた紅明が見たものは、水面に立つ女性だった。山の方に意識を飛ばしていて気づかなかったのだ。

　女性はスラリとした長身で、膝ひざの裏まで伸のびた長い髪かみをしていた。ぞくっ、とするような絶世の美人である。渦うず巻まき模様のある、ハルカと同じような服を着ていた。そして全身からポーッと白い気を放っており、照妖鏡を見るまでもなく、その女性がタツコであることを紅明は理解した。タツコは涼すずやかな目で紅明を見ている。

　紅明の目が照妖鏡に向けられた。タツコは何のカムイなのか、その正体を知りたいという好こう奇き心しんにかられたからである。照妖鏡には女性の姿の上に、それより遥はるかに大きい、羽を持つ白はく龍りゆうの姿が映っていた。

（ラプシヌプルクルカムイというのは龍神のことだったのか!?）
















　思わず紅明はタツコに見入った。龍神を見るのは生まれて初めてだった。昔は畿内にも龍神はいたらしいが、朝ちよう廷ていの呪じゆ術じゆつ戦士によって殺し尽つくされてしまったと言う。

　ふいにタツコが表情を変えた。その視線は照妖鏡に注そそがれている。

「その鏡……貴様、ヤマトのまじない師！　私を殺しに来たのか!?」

　紅明の照妖鏡がタツコの憎ぞう悪おを感じとった。

「ち、違いますっ、僕はあなたに会いに来たのです！」

「ヤマトのまじない師の言葉など信じられるか！」

　タツコの前の水面が盛もり上がる。

（水すい槍そう襲しゆう!?）

　玄礼の使う技わざと同じ感かん触しよくだ。

「食らうがいい、ヤマトのまじない師ッ」

　盛り上がった水面から、丸太のような水の柱が紅明の胸むな元もと目掛けて飛んで来る。

「身しん命めい泰たい安あん急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう！」

　照妖鏡に気が流れる。水柱が紅明に襲おそいかかり、照妖鏡と激げき突とつする。

「ぐおっ！」

　あまりの水圧に紅明の体が後ろに弾はじき飛ばされた。背後にあった林の中に紅明は叩たたき込まれた。玄礼の水槍襲とは比ひ較かくにすらならぬ威い力りよくだった。

「うぐぐ……」

　起き上がった紅明を冷ややかな目でタツコは見ていた。シュウガが一瞬垣かい間ま見みせたカムイの目を紅明は思い出した。

「さすがだな、私の水の攻こう撃げきを防ぐとは。しかし、エンチュになりすましてまで、私の命を狙ねらうとは御苦労なことだ」

「そうじゃありません。僕はハルカさんを追って──」

　その言葉を聞いたタツコの目に怒ど気きが宿った。しまったあ、と紅明は思った。

「おのれッ、私の命だけではなく、ハルカまで狙っていたのかあーっ」

　ゴウッという音と共にタツコの長い髪かみが逆立った。岸きし辺べに落ちていた葉っぱがタツコに吸い寄せられたと思うと、パッと砕くだけ散った。

（風の刃やいばかっ!?）

　龍りゆう神じんは水と風を操あやつると黄こう農のう老ろうから聞いていた。むろん風の刃に対する呪じゆ法ほうも黄農老から教わっている。朱雀すざく炎えん舞ぶで空気の流れに干かん渉しようし、風ふう刃じんを防ぐというものである。ただし、呪じゆ符ふを持たない今の紅明に、その呪法は何の意味もなかった。しかも照妖鏡では、気を含ふくまない風刃の攻撃を防ぐことは無理だ。その事に気付いて紅明の頭の中が真っ白になる。

「シャアアアーッ」

　タツコが鋭するどい息吹いぶきの声を上げる。その時、湖面をすべるように黄色い一頭の気き鹿ろくが走って来た。気鹿は紅明の前で止まると、タツコに顔を向けた。それを見たタツコは息吹を止めた。

「こ、これは……」

「タツコおばさん、やめてください！　その人は敵じゃありません！」

　声の方に振ふり向いた紅明が見たものは、岸辺を必死に走って来るハルカとマムトの姿だった。駆かけてきたハルカは紅明の前で、タツコに向かって両手を広げた。

「この人は私を救ってくれた人ですっ」

「ヤマトのまじない師が？　まさか……」

　タツコは戸と惑まどっている。そこにマムトが走り込んできた。マムトは岸辺でタツコに向かって平へい伏ふくした。

「お前は、確かイサワの……」

「マムトです。ここにいるコウメイは、自分と一いつ緒しよにハルカ様を守ってきた我が友です。決してタツコ様に刃やいばを向ける者ではありません。信じてください！」

　必死に訴うつたえるマムトの姿を見て、タツコからスウッと殺気が消えた。どうやら助かったらしい。紅明は大きく安あん堵どの息をついた。




　ウキキ湖の岸辺に二人のカムイと二人の人間が腰を降ろしていた。ハルカはタツコに今までの事情を話しているようだ。紅明とマムトはタツコから少し離はなれた所にいる。タツコが未だに紅明に不信感を抱いているのを察したからだ。

「本当に無事で会えて良かった。ところで、いったい何があったんだ？　お前がつけている首飾りタマサイ、そいつはピルカ様が祈いのりを込こめられた物だろ？」

「ええ。実はあれから──」

　紅明はこれまでのことを手短に話した。

「そうか、ピルカ様が……」

　マムトの表情がわずかに明るくなったのを紅明は感じとった。

「俺のやったことは、やっぱりエンチュとして正しかったんだな」

　自分で納なつ得とくするようにマムトは呟つぶやいた。

「マムトさん、そちらの方はどうだったんですか？　コトイの追っ手を撒まくのは大変だったでしょう」

　紅明の問いにマムトの表情が曇くもった。下を向くと落ち込んだ声で話し始めた。

「ハルカ様を襲おそってきたのは俺も知っている狩人かりゆうどだったんだ」

「そうだったんですか……」

　多た賀が城じようで紅明が呪じゆ禁ごん道どう士し隊と戦ったように、マムトも仲間のエンチュと敵対したのである。マムトも紅明と同じように苦悩しているのだ。それでピルカが間接的ながらハルカを助けようとしたことに、一筋の光を見出だそうとしたのだろう。

「仲間と戦うことになったのは覚かく悟ごしていたことだから仕方ない。でも、あいつらは……すでに人間じゃなかった！」

　苦しそうに言うとマムトは頭を抱かかえ込んだ。

「ど、どういうことです!?」

「ヤマトの大砦から逃にげて来る時に、黒い鎧よろいの戦士と戦ったよな……その戦士とあいつらの様子が似てるんだ。矢を受けても平然としてやがった。ただ、あいつらの方が遥はるかに攻こう撃げき的てきだったんだが……」

　そう言ってマムトは黙だまり込んだ。マムトの言葉を聞いて一いつ瞬しゆん紅明の思考が停止した。あまりにも衝しよう撃げき的てきなことで何を考えていいのか、わからなくなってしまったのである。少しの沈ちん黙もくの後、紅明の体にぞっとする閃ひらめきが襲おそった。

（まさかコトイは……）

　マムトも同じようなことを考えているかもしれない。だが、そうだと断言するのは突とつ拍ぴよう子しもない事のように思えた。しばらく考え込んでいた紅明は、気配に気付いて顔を上げた。そこにはタツコとハルカが立っていた。

「そなたがハルカを助けてくれたことはわかりました。そなたを信じましょう。この湖の西に古い小屋があります。そこを使いなさい」

　それだけ言うとタツコはプイッとそっぽを向いて湖面へと歩いて行こうとした。やはり紅明をよく思っていないらしい。

「待ってください！」

　紅明に呼び止められてタツコは振ふり返った。

「何です？」

「聞かせていただけませんか？　あなたがなぜ大和やまとのまじない師をそこまで憎にくむのか……」

　一瞬タツコはハルカに視線をやったが、紅明の目をじっと見み据すえた。

「いいでしょう。一番ヤマトのまじない師を恨うらみに思っているはずのハルカが、そなたを信じているのだから」

　思わず紅明はハルカに目をやった。ハルカは悲しそうに視線を下に落としていた。







　第十二章　襲しゆう撃げき




「あれは今から四十年ほども前のことになります……」

　タツコは岸辺の石の上に腰掛けて語り始めた。その周りで紅明たち三人が立ったまま、耳を傾かたむけていた。いつの間にか雨が降り出していたが、タツコの周囲だけは全く濡ぬれていない。ラプシヌプルクルカムイの力なのだろう。

「あの頃ころはまだエンチュとヤマトの大規模な戦いくさが始まる前でした。私はエンチュの土地をあちこちと訪たずね飛んでいました。その中でもクレコマ山のユクカムイ、リクカとはよく行き来をしていたものです。当時、リクカはイサワにいたネシコという人間の女を愛し、そのネシコとの間に生まれたのが、そこのハルカです」

　紅明はちょっと驚おどろいていた。目の前にいるハルカは秀しゆう峰ほうと同じぐらいの年齢だというのだ。考えてみればカムイは年を取らないから当然なのだが。

「ところがある日、全く何の前ぶれも無く、ヤマトのまじない師たちが襲おそってきたのです！」

　タツコの表情が厳しいものに変わった。押おさえた怒いかりがタツコから伝わってくる。

「私とリクカがヤマトの人間を傷付けたことは一度もありません。それなのにヤマトのまじない師たちは一方的に攻こう撃げきして来ました！　当然、私たちは反撃し戦いとなりました。でも、炎ほのおと奇き妙みような獣けものを使うまじない師たちの技わざに、リクカも私も重傷を負わされてしまったのです」

　タツコの言葉を聞いて紅明はギクリとした。炎を使う大和やまとのまじない師といえば自分の一族の可能性が高い。紅明の祖父・大たい明めいも百済くだら王おう敬けい福ふくと共に東北の地を踏ふんでいるはずだ。先ほどタツコが照しよう妖よう鏡きようを見て攻撃してきたのも、その時の記き憶おくからなのかもしれない。しかし、そのことをタツコに聞くのはさすがに心が引けた。

「もうダメだと思った時、私たちを助けてくれたのはまだ幼おさないハルカでした」

「えっ、ハルカ様が？」

　マムトと紅明はハルカの顔を見た。

「ええ。あの時、お父さんとタツコおばさんが殺されると思って、二人のまじない師の前に飛び出して叫さけんだわ。『お願い、止めて！』って」

「ヤマトのまじない師は幼いハルカの必死の姿に戸と惑まどっていたようでした。そのうち、一人が『止めよう、俺たちは間ま違ちがっていた』と言ったのですよ。そして『敵にならない限り、我らがカムイを傷つけることはない』と約やく束そくし、一いつ旦たんは去りました。しかし──」

　一呼吸おいてタツコは話を続けた。

「私がウキキ湖トーに戻もどり、傷を癒いやしていた時のことです。ハルカが泣きながら私の元に来たのです。私がハルカに慌あわてて理由を聞くと、ヤマトのまじない師が襲おそってきてリクカを連れ去ったというのです！　舌の根も乾かわかぬ内に約束を破ったことに私は怒りました。ヤマトの砦チヤシに攻めていったものの、逆に傷付けられ、ウキキ湖に逃にげ帰るのが精せい一いつ杯ぱいでした……結局リクカは戻もどらなかったのです。人を信じられなくなった私はそれより人との交わりを断たち、ウキキ湖に籠こもりました」

「でも、お父さんを連れ去ったまじない師は最初の二人とは違ちがっていたわ」

「フン、どうせ仲間なのでしょう。とにかく約束を平気で破り、カムイと見れば攻撃してくるヤマトのまじない師を私は絶対に許さない！」

　憎にく々にくしげに言うと、タツコは立ち上がった。

「話はそれだけです。しばらく西の小屋にいなさい。イサワからの追っ手が来たならば私が追い返します。あくまでもハルカを捕つかまえようとするならば殺します！」

　湖へとタツコが歩き出すと、小雨が紅明たちに降りかかって来た。雨に濡ぬれながら紅明はタツコの後ろ姿を見ていた。タツコは湖の中へ、ゆっくりと姿を消して行く。

「あのタツコさんはよほど人間を嫌きらっているんですね」

「いや、そうでもないと思う。湖の西にある小屋は多分訪ほう問もん者しやのためのものだ。俺もタツコ様に助けられた時にあの小屋を使わせてもらった」

「えっ、何かあったんですか？」

「この辺あたりで熊に大おお怪け我がさせられたことがあってなあ。その時、妙みように小屋の中の手入れが行き届とどいていたのが不思議だった。タツコ様が住むわけでもないし、ひょっとするとタツコ様は誰か来るのを待ち焦こがれているのかも……」

「じゃあ、なんでタツコさんは独りでいるんです？　エンチュまで退しりぞける必要はないと思いますが」

「それは戦いに巻き込まないためだと思います」

　紅明の疑問にハルカが自分の考えを述べた。

「カムイである以上、ヤマトのまじない師が襲って来る危険があるでしょ？　その時の戦いで人々を傷付けないようにと、タツコおばさんは考えているんでしょうね。とにかく小屋に落ち着きましょう」

　そう言うとハルカは岸きし辺べを早足で歩き始めた。紅明とマムトも後に続く。しばらく行くと林の中に草くさ葺ぶきの小屋が見えて来た。

「俺が使った時のままだな」

　マムトは小屋を見ながら言う。その時、南の方から一羽の白しろ鳩はとがゆっくりと飛んで来た。何か重そうにフラフラと奇き妙みような飛び方をしている。紅明は何気なくその鳩の飛び方を見ていたが、突とつ然ぜんハルカが叫んだ。

「何なの、あれは!?　生き物の匂においがしない！」

　ハルカの声に二人はハッとした。マムトはサッと弓に矢をつがえ、紅明は照しよう妖よう鏡きようを手に持った。

（馬鹿な！）

　照妖鏡には白鳩の姿はどこにも映っていなかった。なんらかの呪じゆ法ほうでもかけない限り、照妖鏡に姿が映らぬわけがない。

　マムトは矢を放った。見事に矢は鳩を射い抜ぬき、鳩はベチャと下に落ちた。二人は鳩の落ちた所へと走る。拾い上げたマムトが驚きの声を出した。

「何だ、こりゃ!?」

　マムトが拾い上げた物は、矢に射抜かれた一枚の白い布だった。雨に打たれたのか、ぐっしょりと濡ぬれている。そして、布には複雑な紋もん様ようが描えがかれていた。それを見た紅明は驚いた。この布の紋様は見たことがある。多賀城でハルカを助けるために押し入った呪じゆ禁ごん寮りようの建物の中にあった白布こそ正にそれだった。

「ハルカさん、気を付けてください！　彌み都と羅らが……、大和のまじない師が来ます!!」

　紅明は叫んだ。ハルカの体が強こわ張ばった。マムトが急いでハルカに駆かけ寄る。厳しい目で紅明は照妖鏡を見た。南の林の中に気の滞とどこおりがいくつも見える。相手が隠おん形ぎようの法を使っているのは間ま違ちがいない。

　ザアッ、と水音を上げてタツコが湖面に浮うかび出て来た。

「なにかあったのですか!?　南の方から妙みように人の匂いがしますが」

「敵です。大和のまじない師がハルカさんを追って来たようです」

「ヤマトのまじない師……」

　タツコがギロリと南の方を睨にらんだ。

「私が奴やつらと戦いますっ」

「いけません！　あなたは彼らの能力を知りません。僕の後ろから援えん護ごをお願いします」

「タツコおばさん、コウメイの言うことを聞いてあげて。彼はヤマトのまじない師と戦い、大砦から私を救い出してくれた人です。コウメイならヤマトのまじない師を何とかしてくれるはずです」

「わかりました。私は一度ヤマトのまじない師に殺されかけています。そなたにまかせましょう」

　スーッとタツコは湖面を紅明の左後方に滑すべって行く。紅明はマムトに声をかけた。

「マムトさんはハルカさんと林の中にいてください。岸きし辺べでは彌都羅の的まとになりますっ」

「わかった。任せたぞ、コウメイ！」

　マムトとハルカは小屋の陰かげへと走って行く。紅明は静かにうなずくと、南の方に向き直った。首飾りタマサイをはずして太刀エムスの柄つかに巻く。

「ぬんっ」

　初めて紅明はエンチュの太刀を抜ぬいた。首飾りから強きよう烈れつな気が流れ込んで行くのがわかった。右手に呪じゆ刀とう、左手に照妖鏡を持ち、迫せまり来る敵に備える。

（はたして今の僕に勝てるのだろうか……）

　紅明の心の奥底から不安がじわじわと這はい上がってくる。今の自分は炎ほのおの呪じゆ術じゆつを使うことができない。それでも照妖鏡がある限り、彌都羅だけなら何とかなる。しかし──

「出てこい！　いるのはわかってる！」

　不安を払はらうように大声で叫さけんだ。フッ、と岸辺に人ひと影かげが現れた。

「な、なぜ！　なぜなの!?　なぜヤマトのまじない師と一いつ緒しよに……」

　ハルカが驚おどろきの声で叫んだ。雨の止んだ岸きし辺べには彌都羅と数人の死し鬼き兵へいがいた。そして彌都羅の横に立っていたのはコトイだった。タツコも驚いた表情を見せている。

「くそっ、やはりそうだったのか！」

　苦々しげにマムトが言う。紅明は驚いた様子も見せず、ただコトイを見み据すえている。

「やはりここに居たのか」

　コトイが土面越しに声を響ひびかせた。その言葉は大和のものだった。

「パナマキの長老は貴様の行方ゆくえをのらりくらりと言い逃のがれしやがった。彌都羅様に教えていただかねば、貴様と神の娘むすめがこの湖に居ることはわからなかったぞ」

「フッ、かつてその娘の父親がウキキ湖の龍りゆう神じんと親しかったという報告を思い出しただけのこと。アテルイからも追われる以上、逃げ場所はあまりあるまい」

　紅明は鋭するどい視線をコトイたちに向けながら口を開いた。

「あの呪じゆ布ふで連れん絡らくを取りあっていたんだな？」

　ニヤリと彌都羅は笑った。

「そういうことだ。あの呪布は胡ペルシヤの秘術で、呪じゆ言ごんを唱となえると鳩の姿に変化する。その鳩を飛ばせば辺あたりの状じよう況きようを探ることもできる。ただ、遠くへは術者同士の間で飛ばすことしかできんがな」

「ククク……貴様ら呪じゆ禁ごん道どう士し隊が蝦夷えみしの土地に侵しん入にゆうして来ることも、あらかじめ彌都羅様から呪布の鳩で伝えられていたのだ。神の娘を捕ほ獲かくするために動かした戦士で、貴様ら呪禁道士隊を全ぜん滅めつさせてやろうと思ったが、あの技わざのお陰かげで失敗したぞ。……でもなあ、今はそれでよかったと思ってる。なぜなら俺の手でじっくりと貴様を殺せるからだあっ！」

　イナウを紅明に向けてコトイはうれしそうな声で言った。紅明はコトイから全く視線をはずさない。

「あんた、佐さ伯えきの呪じゆ術じゆつ師しなのか？」

「ほう、貴様の父親から俺のことを聞いていたらしいな」

　紅明は思い出していた。蝦夷を先祖に持つ佐伯氏の中には、蝦夷の呪術を伝えている者がいるという噂うわさがあったのを。

「彌都羅様、姿を見せて構いませんね？　久々に大和の呪法で戦ってみようかと……気を押おさえる蓑みのを着ていてはどうも戦いにくいのですよ。日ひ高だか見みの大おお河かわでの戦いでもそいつを即そく死しさせられなかったですしね」

「構わぬぞ。どうせ、そやつは死ぬ運命なのだ」

　コクリとうなずくと、コトイはイナウを投げ捨てた。そして、ゆっくりと土面と蓑を外す。土面がカランと音を立てて湖の岸辺に落ちた。そこには法ほう縄じようを体に巻き付けた三十過ぎの男が立っていた。陰いん険けんそうな眼の奥から暗い視線を紅明に投げかけている。顔の左半分には火傷やけどの跡あとがある。

「俺は七年前、大和から蝦夷に逃のがれた佐伯さえきの物もの麻ま呂ろだっ！」

　物麻呂の正体を明かしたコトイの口元が不ふ吉きつな笑みを浮うかべている。

「コウメイ、そいつは何者だ!?」

　初めて本当の姿を見せたコトイを見てマムトはとまどいの声で尋たずねた。

「大和のまじない師です。どうやら僕の父と戦ったことがあるらしい……」

「ヤ、ヤマトのまじない師！」

　ハルカの顔に恐きよう怖ふの色が浮かんだ。コトイも大和のまじない師なら、ハルカは大和のまじない師からしつこく狙ねらわれていたことになる。その執しゆう念ねん深ぶかさを感じたのだろう。

「もっとも俺は大和で死んだことになっているがね……彌都羅様によってとどめを刺さされたということでなあ」

　確かに七年前の政変では、呪じゆ禁ごん道どう士し隊と共に呪禁寮りようも動いていたはずだ。どうやら物麻呂という男は父の神明に倒たおされたものの、密ひそかに彌都羅に助けられたらしい。

「一体貴様らの目的は何だ!?　それにどうしてハルカさんをそこまでつけ狙う!?」

「もう一度、朝ちよう廷ていを我が手中に収めるためだと言っておこう……その神の娘むすめは、わしが若さを取り戻もどすために必要な物だ。何としてでも手に入れるッ」

　彌都羅はハルカをギロリと睨にらんだ。ハルカが身を縮めた。

「もう一度……？」

　彌都羅の奇き妙みような言葉に紅明は怪け訝げんな表情をした。

「ヤマトのまじない師に告げます」

　突とつ然ぜん、タツコの凛りんとした声が辺あたりに響ひびいた。タツコは冷たい視線で彌都羅たちを見ている。しかし、紅明の照しよう妖よう鏡きようはタツコの心に怒いかりの炎ほのおが渦うず巻まいていることを感知していた。紅明と出会った時よりも遥はるかに強い憎ぞう悪おの念を彌都羅たちに向けている。

「コウメイと何を話していたか知りませんが、今すぐにここから立ち去りなさい。さもなければ殺します」

　静かな中に凄すご味みのある声だった。だが、彌都羅はフッ、と笑っただけだった。

「わかりました。あなたもシュウガと同じく、大和と戦うための武器にして差し上げましょう」

　ニヤリと笑いながら彌都羅は蝦エン夷チユイ語タクでタツコに答えた。

「おのれっ」

　押おさえていたタツコの怒りの気が爆ばく発はつした。

「いけないっ、タツコさん！」

　紅明の叫さけびも今のタツコには聞こえなかった。タツコの前の水面が大きく盛もり上がる。

「アフナ・ワルヤ！」

　呪じゆ言ごんと共に彌都羅の体から光輪がタツコに飛んだ。

「タツコさん！」

　ドオーンと派手な音がして大きな水柱が上がった。水の攻こう撃げきをしかけようとしたところに彌都羅の光輪がぶつかり、盛り上がった水面が炸さく裂れつしたのである。

　だが、タツコは上空に逃のがれていた。風を操あやつり、自分の体を宙に浮かせている。風を操る龍りゆう神じんの技わざである。上から怒りの目で彌都羅を見る。

「シャアアアーッ」

　タツコは鋭するどい息い吹ぶきの声を上げた。長い髪かみが逆立つ。

「食らうがいい、ラプシヌプルクルカムイの力を！」

　ヒュオッ、鋭い風の音がした。目にこそ見えないが、風の刃やいばが彌都羅たちに向けて飛んだのを紅明は感じとった。しかも一撃ではなく、数十の風ふう刃じんが彌都羅たちを襲おそった。

「甘あまいっ」

　物もの麻ま呂ろが一声叫ぶと、法ほう縄じようがひとりでに物麻呂の体から跳はねた。法縄は空中で一いつ瞬しゆんの舞まいを見せた。彌都羅たちの近くにあった木がバギャッと音を立てて切り刻きざまれる。しかし、彌都羅たちは全くの無傷だった。かすり傷すら負っていない。法縄がタツコの風の刃を弾はじき飛ばしたのだ。法縄はスルスルと物麻呂の体に巻き付いて行く。

「何ですって……」

　自分の技わざを完全に弾はじかれてタツコの動きが止まった。それを彌都羅は見み逃のがさなかった。タツコに向かって両手を広げる。

「危ない、タツコさんっ」

「この野郎！」

　いきなり小屋の陰かげからマムトが矢を放つ。矢は彌都羅へと飛んだ。だが、物麻呂の法縄がマムトの矢を叩たたき落とす。

「光明もて敵を禁ぜよ、ジェバラ！」

　彌都羅の体から放たれた光がタツコを襲った。タツコの体がぐらりと揺ゆれ、ウキキ湖の水面に落下した。

「タツコおばさん！」

　ハルカの悲痛な叫びが湖面に響いた。

「フッ、他愛たあいもない。後で奴やつは水すい妖ようで引き上げればよかろう」

　彌都羅と物麻呂は波は紋もんの広がる湖面に目をやっている。紅明は太刀エムスを握にぎり締しめた。離はなれていては今の紅明には何もできない。近付いて叩き斬きるしか方法はないだろう。岸きし辺べを紅明は駆かけ出した。彌都羅が紅明を見た。

「盾たてになれ」

　慌あわてず彌都羅が命令をすると、三人の死し鬼き兵へいが紅明の前に立ち塞ふさがった。

「どけえーっ」

　この呪じゆ刀とうが天てん剛ごう破は軍ぐん斬ざんと同じ破は壊かい力りよくを持っているならば、死鬼兵と言えども一いつ瞬しゆんのうちに吹き飛ばせるはずだ。太刀に強きよう烈れつな気が流れ込む。紅明は横から太刀を打ち込んだ。

「うっ!?」

　紅明の太刀は死鬼兵に当たる寸前で止まっていた。むろん紅明には太刀を止めたつもりはない。強い力で太刀が押おし戻もどされた感じなのだ。

　殺気が紅明を襲おそった。反射的に後ろに飛ぶ。黒い細い影かげが紅明に飛びかかってきた。照しよう妖よう鏡きようで影を弾はじく。弾かれた影は法ほう縄じようとなって物もの麻ま呂ろへと戻って行く。

「クク……納なつ得とくがいかんようだなあ。ピルカの力を借りた太刀は確かに強力だ。しかし、その力も死鬼兵の呪じゆ甲こうには通用せん！」

「呪甲？」

「そう、死鬼兵の鎧よろいにはあらゆる呪法を弾く能力を持たせておる。もっとも普ふ通つうの武器ならば死鬼兵を傷付けられるが、それではハオマを与えたこやつらは殺せぬぞ」

　彌都羅は静かに言った。

「つまり、貴様は俺に殺されるしかないわけだ」

　物麻呂が愉ゆ快かいそうに言う。紅明の顔に冷や汗が流れ始めた。強力な呪力を持つ太刀も死鬼兵には全く通用しない。死鬼兵を盾たてにして攻撃されてきたら、どうしようもないことを紅明は悟った。

「そやつを殺せ」

　彌都羅の命令で死鬼兵たちが動いた。矛ほこをふりかざし、紅明に向かって来る。死鬼兵と法縄を同時に相手すれば倒たおされるしかない。紅明を白い絶望感が襲おそう。

　その時、紅明の背後から何かが飛び出して来た。ハルカの気き鹿ろくだった。気鹿は死鬼兵に体当たりを食らわせ、そのまま後方へと倒した。

「ちぃっ」

　物麻呂が法縄をふるった。気鹿は法縄に切り裂さかれた。死鬼兵もゆっくりと立ち上がってくる。

　紅明は後ろを振ふり向いた。木々越しに矢を構えたマムトとハルカが見えた。

「コウメイ、死ぬ時はお前一人じゃねーぞ！」

「今度は私も戦いますっ」

「ハルカさん、マムトさん……」

　決して孤こ独どくな戦いをしているわけではないのを紅明は感じた。たとえ炎ほのおの呪じゆ術じゆつが使えなくても何か方法はあるはずだ。ピルカから貰もらった太刀エムスは死鬼兵に通じなくとも、彌都羅と物麻呂を叩たたき斬きるには充分である。

「フッ、つまらぬ仲間意識か……そんなもので我らに勝てると思っているとすればお笑いだ。……光明もて敵を禁ぜよ、ジェバラ！」

　彌都羅が林の中のハルカたちに両手を広げた。

「同じ技わざを何度も食らうかっ！」

　マムトたちはサッ、と木の陰かげに隠かくれた。林の中が一瞬明るく輝いたが、それだけだった。逆にマムトが矢を放つ。法ほう縄じようがかろうじて矢を叩き落とした。紅明は彌都羅と物麻呂の注意がマムトの方に向けられたのを見み逃のがさなかった。

「うおおーっ」

　紅明は地面をすくうように太刀を足元に叩き込んだ。地面が炸さく裂れつし、岸辺の無数の小石が彌都羅たちを襲った。

「ぬおっ！」

　いくら法縄と言えども、飛んできた全すべての小石を弾はじけるわけではなかった。小石に当たり、彌都羅が倒れた。

「ハルカさんっ、黒い鎧よろいの戦士たちを湖に突つき落としてくださいっ」

　そう叫さけぶと紅明は走った。

「殺せ、こいつらを殺せ！」

　物麻呂が必死に叫ぶ。だが、林の中から走り出て来たハルカの気き鹿ろくが死し鬼き兵へいに勢いよく体当たりした。呪じゆ法ほうを弾はじく鎧を装そう着ちやくしていた死鬼兵だったが、逆にハルカの気鹿に弾き飛ばされる結果となった。そのまま水音を立てて湖へと落ちた。

「貴様ァ！」

　走り寄ってきた紅明を目にして、物麻呂が法ほう縄じようを振ふり上げた。その時、マムトの矢が物麻呂に飛んだ。反射的に法縄は矢を防ぐのに動いてしまった。

　紅明が間合いに彌都羅を捕とらえた。ピルカの力が込こめられた太刀を振り上げる。彌都羅の目が紅明の顔を見たが、もう呪じゆ言ごんを唱となえる暇ひまはない。

「覚かく悟ごッ」

　一撃を打ち込む寸前、紅明の体が無意識的に引いた。紅明の右肩と左足に痛つう撃げきが走る。そこには矢が刺ささっていた。紅明が棒ぼう立だちになる。

「ぬがあああーっ」

　物麻呂が怒いかりの叫びをあげると、法縄が紅明の首に巻き付いた。

「死ね、小こ僧ぞう！」

　物麻呂が法縄を振ふるった。一いつ瞬しゆん、紅明の体が宙に舞まったと思うと、ウキキ湖の岸きし辺べに激はげしく叩たたき付けられた。紅明の体に全身が砕くだけたような衝しよう撃げきが走った。

「コウメイ！」

　マムトの叫びとハルカの悲鳴がウキキ湖に響ひびいた。紅明はうつぶせに倒たおれていた。体が動かない。息をするのすら苦しい。それでも地面に落ちた照しよう妖よう鏡きようを取ろうと、左手を伸のばす。その手を物麻呂の足が踏ふみ付けた。

「うぐっ……」

「フー、危なかった。俺が呪じゆ符ふを破り捨て、炎ほのおの呪術が使えんはずのお前がそこまでやるとはな。お前たちを少々甘あまく見ていたようだ。しかし、ハオマを投とう与よした後でも狙ねらいを外さないとは、さすがに蝦夷えみしの戦士と言うわけか」

　林の中からエンチュの戦士たちが出て来た。紅明はマムトとハルカを襲おそったエンチュの戦士がいたことを思い出した。戦士たちは弓矢を装そう備びしている。マムトが言った通り、死し鬼き兵へいに似た感かん触しよくがあった。目も虚うつろで生気があまり感じられない。ただ、死鬼兵ほど動きは鈍にぶくはなかった。

　紅明は一番最後に出て来た二人のエンチュの戦士を見て息を飲のんだ。彼らが肩に担かついでいる人物を知っていたからだ。それは先ほどオボ川で別れたはずのイナグとチロホだった。

「ここに連れて来い」

　戦士はイナグとチロホを紅明の近くに投げ出した。

「イナグさんっ」

　紅明の声にもイナグは反はん応のうしない。ただ、生気は感じられ、気を失っているだけらしい。物麻呂はチロホを蹴け飛とばし、仰あお向むけにさせた。そして林の中にいるハルカの方を見た。ハルカとマムトは驚きの表情でチロホを見ている。

「このパナマキの男はともかく、貴様らもこの娘むすめぐらいは知っているんじゃないのか？」

「なぜチロホちゃんがここに!?」

　ハルカが悲鳴に近い声を出した。物麻呂は紅明の頭を踏み付けて答える。

「ぐっ……」

「こいつをウキキ湖まで案内して来たらしいな。ところで、貴様ら頼たのみの綱つなの紅明はこのザマだ。もう逃にげるしかないんじゃないか？」

　物麻呂はニヤニヤしながら言う。

「まあ、その場合はこうなるがね……」

　エンチュの戦士たちに物麻呂は目をやった。

「この娘を狙ねらえ！」

　エンチュの戦士たちが、一いつ斉せいにチロホに向けて弓を引き絞しぼった。

「やめろおっ！　お前ら、自分が何してるかわかってるのか！　目をさませえっ」

　マムトが絶ぜつ叫きようした。そのマムトの叫びを物麻呂は鼻で笑った。

「ハオマを投与された人間が元に戻もどるものか。それより早く逃げたらどうだ？　この娘は針はり山やまになるだろうが、貴様ら二人だけは助かるかもしれんぞお～」

　物麻呂の言葉を聞いて、放心状態のハルカがフラフラと林の中から出て来た。

「ハルカ様……」

　マムトはハルカを止められなかった。このままではハルカが彌都羅たちに捕つかまるのは分かっている。しかし、逃げれば自分の知り合いが少女を殺すというおぞましいことになる。マムトにはハルカの後ろ姿を見ていることしかできなかった。

「だめです、ハルカさん……彌都羅に捕まれば殺されます」

「うるさい！」

　息も絶え絶えに言った紅明の顔面を物麻呂の足が蹴けり上げた。鼻血が吹ふき出す。傷付いた紅明にはもう何もできない。

　彌都羅が起き上がり、ハルカに向かって両手を広げた。

「光明もて敵を禁ぜよ、ジェバラ！」

　彌都羅の体が光ったと思うと、ハルカが地面に崩くずれ落ちた。

「ハルカ様っ」

「よーし。あの林の中にいる男を射ろ」

　物麻呂の言葉にエンチュの戦士たちがマムトに向かって矢を放った。マムトは木に隠かくれて矢を避けた。

「アフナ・ワルヤ！」

　マムトが隠れた木に彌都羅の光輪が飛ぶ。バーンという激はげしい音がして木の幹が砕くだけた。

「ぐはっ……」

　ドオッとマムトが林の中に倒れた。もう紅明には声も出なかった。倒れたマムトの方に顔を向けることが精せい一いつ杯ぱいだった。紅明の目から涙が流れる。自分の仲間が倒されても何もできないという悔くやしさの涙だった。

「彌都羅様、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　物麻呂が彌都羅を心配そうに見た。小石が当たったのか、頭から血を流している。

「こやつのお陰かげで、若さを手にいれる前に命を落としかけたわ」

　憮ぶ然ぜんとした表情で彌都羅は倒れている紅明を見た。湖からは死し鬼き兵へいが這はい上がって来る。

「死鬼兵ども、あの娘むすめを連れて来い」

　彌都羅の命令に死鬼兵がハルカの方へと歩いて行く。

「物麻呂、お前は龍りゆう神じんを引き上げろ」

「はっ」

　物麻呂はイナウを拾って呪じゆ言ごんを唱となえた。湖から水すい妖ように包まれたタツコが浮うき上がって来た。タツコは気を失っているらしく、目を閉じてピクリともしない。死鬼兵がハルカを抱かかえて彌都羅の方へと戻もどって来る。

「物麻呂、龍神とその娘を連れてタプコプ岩屋に向かうぞ」

「はあ？　多賀城に戻られるのではないのですか？」

「いや、朝ちよう廷ていでもわしの正体に気付き始めたようだ。設備も整ってはおらんが、タプコプ岩屋でこの娘の解かい剖ぼうに取り掛かることにする。龍神はアテルイへの土産みやげだ」

「わかりました。しかし、このままイサワに行くとすると、こいつらが邪じや魔まですな」

　物麻呂はエンチュの戦士に目をやった。

「さすがにイサワの戦士を実験に使ったとあっては、アテルイも我らと縁えんを切るでしょう」

　その時、林の中から怒ど鳴なり声がした。

「待てえ、てめえら！　ハルカ様をこのまま連れて行かせるか！」

　林の中に血を流しながらマムトが立っていた。

「ほほう、まだ生きていたか」

「決まりですな。魔ま黄おう散さんの効果をお見せすることができそうです」

　物麻呂は蓑みのを拾うと、中から小さな革袋を取り出した。

「吸え」

　そう言うとエンチュの戦士の鼻元に革袋を次々と押おし付けた。革袋を押し付けられたエンチュの戦士の表情が変わる。押さえられていた生気が蘇よみがえり、目が爛らん々らんとして来る。

「あいつを殺せ」

「ギャッハーッ」

　物麻呂の命令に奇き声せいを上げ、エンチュの戦士たちは小刀を抜ぬいてマムトへと走った。

「きやがれ！」

　マムトも小刀を抜いて構えた。

「ほう、これはすごいな」

「ええ、ハオマの投とう与よによる鈍どん重じゆうさをかなり改善できます。でも効果があるのは短時間に限られますがね」

「シュウガにも試してみたのか？」

「はい。効果は予想以上で檻おりを破って逃げ出すほどでした。まあ、こいつのお陰かげで捕つかまえることはできましたが……」

　物麻呂は倒たおれている紅明に目をやり、腹を蹴け飛とばした。ガフッ、と紅明は血の混じった胃液を岸きし辺べに吐はいた。

「フッ、それは感謝しなくてはならんな。……さて、ゆっくりしている暇ひまはあるまい。すぐにウキキ湖を離はなれるぞ」

「ど、どうしてですか。これからこいつを時間をかけて、なぶり殺しにしようと思っていたのですが……こいつの父親は一いつ瞬しゆんで消し飛んでしまって、かわりにこいつに火傷やけどの恨うらみを晴らさせてもらわないと、俺の気が済みません」

「わしに追っ手がかかっているかもしれんのだ」

「追っ手？」

「せっかく神の娘むすめを手に入れたのに邪じや魔まをされてはかなわん」

「わかりました……まずこいつをブチ殺し、パナマキの者も始末します」

　物麻呂はギロリと紅明を睨にらみつけると法ほう縄じようを握にぎり締しめた。

「死になっ」

　一言叫さけんで物麻呂が法縄を振ふるうと、紅明の首に法縄が幾いく重えにも巻き付いた。

「かっ……」

　法縄がギリギリと紅明の首を締しめ上げる。まだ動く左手で法縄をほどこうとしたが、全くどうにもならない。紅明の視界が暗くなって行く。

「法縄を解けっ、物麻呂！」

　彌都羅の突とつ然ぜんの叫びに物麻呂の手が止まる。彌都羅は林の方を見ていた。

「彌都羅様、何かあったのですか!?」

「蝦夷えみしの戦士が向かったはずだが物音一つせん」

「そう言えば……」

　林の中は静かだった。なぜか人ひと影かげも見えない。林だけではなく、周囲から音が消えていた。ただならぬ雰ふん囲い気きを感じて物麻呂も周囲に気を配った。彌都羅の顔から一筋の冷や汗が流れる。

「奴やつが来たのか……」

　岸辺にコトンと幾つかの小石が落ちた。全く何もない空間からである。物麻呂が法縄を握り締めた。その時、空中から一頭の虎とらが物麻呂に飛びかかって来た。
















「くっ！」

　物麻呂の法縄が虎に飛んだ。法縄が虎の胴どう体たいを打ち、虎は回転して岸辺に着地した。

「アフナ・ワルヤ！」

　彌都羅の光輪が虎に向かって放たれた。辺あたりがパアッ、と光った。虎が光輪を弾はじき飛ばしたのだ。物麻呂が一瞬怯ひるんだ。そのすきに虎は紅明の上うわ着ぎを口でくわえると、ズルズルと林の方へ引っ張って行く。

「おのれっ！」

　物麻呂が虎に攻こう撃げきを仕掛けようとした。

「待てっ、物麻呂。神の娘むすめを守れッ。そやつだけは絶対に奪うばわれるな」

「わ、わかりました」

　彌都羅が素早く指示を出し、物麻呂とハルカを担かついだ死し鬼き兵へいが彌都羅の横につく。それを取り囲むように死鬼兵が集まった。

　紅明は虎を見上げた。紅明にはその虎の正体が何であるかわかっていた。

「来て……来てくださったのですか、黄こう農のう様……」

　紅明のすぐ近くに道どう服ふくを着た黄農老が現れた。黄農老は紅明に優しく微笑ほほえんだ。

「俊哲様からお前の事を聞いた時はさすがに驚いたが、何にせよ生きていて良かった」

　そう紅明に語りかけると、彌都羅の方をキッと睨にらんだ。

「お久しぶりですな、彌都羅殿。なぜか畿き内ないではお会いする機会がなく、再びこの東北の地で相見あいまみえることになろうとは──と、言いたいところですが」

　一呼吸置いて黄農老は彌都羅をじっと見た。

「奈な良らの都で、この私に神の捕ほ獲かくをお命じになった時以来でございますな、仲麻呂様？　それとも朝ちよう廷ていより賜たまわった恵え美みの押おし勝かつという名前でお呼びした方がよろしいですかな？」

　紅明は黄農老が狂くるったのかと思った。いきなり黄農老は、恵美押勝、つまり藤ふじ原わらの仲なか麻ま呂ろの名前を口にしたのだ。かつて朝廷で最高の権力を振るっていたものの、孝こう謙けん女じよ帝ていと不仲になると女帝を除くために兵を起こし、逆に殺されてしまったという、三十年以上も昔の人物である。その過去の人物の名前を黄農老は目の前にいる彌都羅に対して呼び掛けたのだ。おかしいと思わない方がどうかしている。

「フッ、フハハハッ」

　突とつ然ぜん、彌都羅は笑い出した。

「もしも、わしの正体を見抜く者がいるとすれば貴様だけだと思っていたが、やっぱりそうだったな。いくら顔を変えようとも、わしに会ったことのある呪じゆ術じゆつ者しやならば、気を感じて正体を見破るだろう。そう思い、畿内でも貴様だけには出会わぬようにしていた。もっとも貴様の方も都みやこにはあまり来なかったようだが、それがわしにとって幸いした」

　紅明は驚いた。彌都羅自身も黄農老の言葉を認めている。すると先ほどの「朝廷をもう一度手中にする」という彌都羅の言葉も納なつ得とくが行く。彌都羅、いや仲麻呂はアテルイを裏で操あやつり、再び日本を支配しようとしているらしい。

「我らにとって胡こ人じんの顔は見分けがつきにくいもの。そこをうまく利用し、呪じゆ禁ごん寮りようの彌都羅の死を隠かくし彌都羅本人になりすまされた。そして再び朝廷に潜もぐり込まれた。八年前の政変もあなたが裏で糸を引いておられたようですな……」

　黄農老は彌都羅に目をやった。

「フッ。もし、あの政変が成功していたら、わしは陰かげからこの国を支配できていた」

「しかし、政変は失敗し、あなたは蝦夷の地に目をつけた。おそらく『神』を操ることによって強大な力を得ようとした──」

「そういうことだ。大和やまとでは力のある『神』は殺し尽くされたからな」

「そこで佐さ伯えきの呪術師を蝦夷に送り込み、また若さを求めるために御自身がこの土地に来られたわけですか」

　黄農老は死し鬼き兵へいに担かつがれたハルカを見た。

「とにかくハルカ殿はこちらに渡していただきましょう」

「せっかく手に入れた『神』と人の間に生まれた娘だ。渡せると思うか」

「ならば実力で返していただくまで。それがリクカ殿を見殺しにしたことへの、せめてもの償つぐない！」

「ほざけ！　貴様一人で我らに勝てるかっ。行けいっ」

　三人の死鬼兵が矛ほこを構え、黄農老に迫せまって来る。物麻呂も法ほう縄じようを振ふり上げた。

「残念ながら、もう勝負は着いているのですよ」

　そう黄農老が言い終わらないうちに、彌都羅の周囲の風景がぐにゃりと曲り、紫むらさきの霧きりのような物に彌都羅たちは包まれた。

「ぬう、まさかあの小石は!?」

「そう、八はち奇き門もん遁とん甲こう陣じんの呪じゆ石せきです！」

　もちろん紅明も八奇門遁甲陣は知っている。呪言を書いた石を設置することによって結界を作り、その中に入り込んだ敵を封ふうじ込めるという呪法である。秀峰が対シュウガ用に設置しようとした結界もこの八奇門遁甲の応用なのだった。もっとも小規模ながら瞬しゆん時じに八奇門遁甲陣を敷しけるのは、呪禁道士隊の中でも黄農老しかいない。

　紫の霧の中で彌都羅たちの動きは封じられていた。矛を構えた死鬼兵たちは同じ所をぐるぐる回り、彌都羅は辺あたりを必死に見回していた。どうやら向こうからはこっちが見えないらしい。物麻呂は法縄を振り上げたまま呆ぼう然ぜんとしていたが、ヤケになったのか法縄を地面に思い切り叩たたき付けていた。

「さすが黄農様……」

　紅明は今いま更さらながら黄農老のすごさに素直に感心していた。カムイ二名にエンチュの戦士、それに大和の呪術師である自分と、四名がかりでも勝てなかった彌都羅たちをたった一人で封じ込めてしまったのだ。

「大だい丈じよう夫ぶかの、紅明？　それにしても非ひ道どくやられたものじゃなあ」

　黄農老は紅明に近寄ろうと一歩踏ふみ出した。その瞬間、地面から飛び出した黒い影かげが黄農老を下から襲おそった。

「ぐおっ」

「黄農様！」

　後ろへと黄農老は倒たおれた。地面から飛び出して来たのは法縄だった。

「アフナ・ワルヤ！」

　彌都羅の呪言と同時に岸辺の小石が飛び散る。

「しまった、八奇門遁甲陣が……」

　腹部を押さえながら黄農老は苦しそうに言った。虎が法縄に襲いかかったものの、法縄は地面の中に消えてしまった。

「ククク……、地面の中までは結界は張れなかったようだなあ。フン！」

　右手に持った法ほう縄じようを引くと、地中に打ち込まれていた法縄が飛び出し物麻呂の右腕に巻き付いた。彼らを包んでいた紫色の霧はすでに消えている。もはや八奇門遁甲陣が破られたのは確実だった。物麻呂は岸辺の地面に法縄を打ち込み、地中から黄農老を探り当て攻撃してきたのだ。黄農老が怯ひるみ、八奇門遁甲陣が緩ゆるみかけたところを彌都羅に破は壊かいされてしまったのである。

　結界が解けて死し鬼き兵へいたちはキョトンとしている。

「さすが大和一と呼ばれた呪術師だけのことはある……しかし、貴様も老おいたな。わしが朝ちよう廷ていにいた頃の貴様ならば、今の法縄の攻撃もかわしていただろうに」

　彌都羅の言葉に黄農老は何も答えなかった。物麻呂がチッ、と舌打ちした。

「彌都羅様、この百済くだらのくたばりぞこないは殺して構いませんね？」

「構わぬ。されどそこの気き虎こ形ぎようがちと邪じや魔まになるが」

「そんな物、この法縄の一撃でぶっ壊こわすまで！」

　法縄を巻き付けた物麻呂の右腕が気を放ち出した。虎は紅明と黄農老の前で物麻呂に対して低く構えている。物麻呂が強力な一撃を繰くり出して来るであろうことは紅明も察知したが、傷付いた今の紅明には何もできない。

「それ法縄は金きん城じようをも破る……怨おん敵てき壊かい滅めつ急きゆう々きゆう如によ律りつ令りようッ、破ァァァーッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いで物麻呂は右手を突き出した。法縄が螺ら旋せんとなって紅明たちに襲おそってきた。法縄に沿って鋭するどい気が走っている。

「まずいっ」

　黄農老が紅明をかばうように立った。虎が法縄に飛びかかる。螺ら旋せんを描き、襲ってきた法縄に嚙かみ付こうとする。だが、法縄に触ふれた途と端たん、虎はバラバラに切り刻きざまれた。そのまま、法縄は黄農老に飛んだ。

「黄農様！」

「身しん命めい泰たい安あん急々如律令ッ」

　黄農老が両手を突き出し、法縄が弾はじかれた。気の壁かべを手の先に作り出したのである。

「やるなあ……だが、次はないぞお！」

　物麻呂が法縄を引こうとした時、彌都羅が小さく呻うめいた。慌あわてて物麻呂が傍かたわらの死鬼兵に守られているはずの彌都羅に目をやった。彌都羅の左腕には矢が突つき刺ささっていた。死鬼兵の間のわずかな隙すき間まを狙ねらって矢を打ち込んで来たらしい。彌都羅はガクッ、と膝ひざを岸辺に落とした。

「彌都羅様ッ」

「し、仕留められなかったか……」

　紅明は声のした方に振ふり返った。紅明から少し離はなれた林の中に、弓を持ったマムトが彌都羅を睨にらんでいた。

「マムトさんっ」

「何とか間にあったのう」

　黄農老が呟いた。おそらくマムトのいた辺あたりに隠おん形ぎようの法を使っていたのだ。

「おのれッ、死にぞこないどもめがあ～！」

　物麻呂の右腕に再び法ほう縄じようが巻き付いた。

「待て、物麻呂。このまま引け……」

　物麻呂は腕を止め、彌都羅の顔を見た。矢を受けたためか顔から血の気が引いている。物麻呂はうなずくと、左手に持っていたイナウを掲かかげた。彌都羅たちの姿がスーッと消えていく。

「待ちやがれッ、ハルカ様を返せ！」

　マムトは小刀を抜いて見えない彌都羅たちを追おうとした。だが、ヨロヨロと岸辺に座り込んでしまった。彌都羅から受けた傷がひどいらしい。

「無念……せめて気き虎こ形ぎようがあれば後を追えたものを」

　黄農老は岸辺に落ちた木片に目をやった。黄農老の使う気虎形は、虎の人形に気を練り込んで作る呪じゆ獣じゆうだ。黄農老は若い頃より気虎形と共に戦って来たと紅明は聞いていた。その戦友を黄農老は失ったのである。

「助けられたんだ、リクカ殿と同じく……」

　黄農老も片膝を地面に落とした。

「黄農様っ」

「大だい丈じよう夫ぶか、じいさん？」

　マムトがヨロヨロと黄農老に近づいて来た。

「あんたもヤマトのまじない師なのか？」

「ああ、そうじゃ」

「ところで、あの……俺と同じエンチュの戦士はどうなったんだ？」

「魔ま黄おう散さんの効果も切れ、今頃、ぼんやりと森の中をさまよっておるはず」

「そうか、生きてるんだな！」

「ただ、もう彼らは元には戻もどらん……このまま森の中で静かに果てるのが、彼らにとってのせめてもの幸せだ」

「あんた、ヤマトのまじない師だろう!?　何とかならないのか!?」

　必死に訴うつたえるマムトに黄農老は首を横に振った。

「ハオマは人間の脳を破は壊かいする。もはや何の手段もない……」

　どうすることもできないことをマムトは悟さとったらしい。肩をブルブルと震ふるわせ出した。目から涙が溢あふれ出す。そして、どんよりと曇った空に向けて咆ほう哮こうした。ハルカを連れ去られた悲しみと、仲間を失った怒りの混ざった叫さけびだった。

　ハルカを奪うばって彌都羅は去った。傷付いた三人の他に、岸辺には気を失ったイナグとチロホが倒たおれ、湖面にはタツコが力なく漂ただよっていた。







　第十三章　黄こう農のう老ろうの過去




　小屋の前で横たわった紅明に黄農老が気による治ち療りようを行なっていた。右手を紅明の胸に当て、左手を高く上げている。樹々から発する気を左手から吸収し、右手で紅明に送り込むという高度な気き法ほう治療の技わざである。

「すみません、黄農様自身もお怪け我がをされているというのに……」

　黄農老も腹部に治ち癒ゆ符ふを張っていた。

「いやお前に比べれば大したことではない。それより少しでも動けるようにならんとな」

「はい……あれ？」

　ふいに紅明の目から涙がこぼれて来た。ハルカを奪うばわれた悔くやしさと、こんな所で黄農老と再会できたうれしさがごっちゃになった涙だった。左手で涙をぬぐう。

「やだな、黄農様の前じゃ涙なんか見せないって誓ちかってたのに……」

「無理もない。その年と齢しであまりにも過か酷こくなことを体験したのじゃから……しかし、紅明もハルカ殿と関かかわりになるとは思わなんだ」

「えっ？」

　紅明は不思議そうな表情で黄農老を見上げた。その時、南の方から力のない声がした。

「じいさん、コウメイの様子はどうだ？」

　岸きし辺べをとぼとぼとマムトが小屋の方へと歩いて来る。体のあちこちに治癒符が張られていた。歩いている姿に力がない。やはり彌み都と羅らの光輪で受けた傷がひどいのだ。

「お主ぬしも重傷のはず、無理をせぬ方がよいのでは……」

「ハルカ様が連れ去られたんだ、じっと座っていられない。……どうやら足あし跡あとから見て奴やつらは東に向かったようだ」

「東？　すると出で羽わに向かったのではないな……」

「くそっ、体さえがまともに動けば追つい跡せきして、ハルカ様を取り戻もどすのに！」

　マムトは紅明の近くに腰を降ろした。その顔には苦く渋じゆうの色が染しみ出ている。黄農老は無言だった。今のままではハルカを彌都羅から取り戻すことはおろか、追跡することすら不可能だ。それを黄農老もマムトも紅明もよくわかっている。三人の間にどんよりとした重い空気が流れる。

　小屋の中から音がした。小屋の中には気を失っていたタツコとパナマキの二人を寝ねかせてあった。どうやら誰か目を覚ましたらしい。

「マムト、そこにいるのですか？」

　タツコが小屋から顔を出した。

「タツコ様、大だい丈じよう夫ぶですか」

「いったいあれからどうなったのですか!?　ハルカは、どう──」

　タツコはマムトの傍かたわらにいる黄農老に目を止めた。じっと何かを思い出すかのように黄農老の顔を見ている。黄農老はタツコを見ると紅明から離はなれた。そして、いきなりタツコの前に平へい伏ふくしたのである。紅明とマムトは黄農老の突とつ然ぜんの行動に面めん食くらった。額を地面に擦すりつけながら、黄農老は悲痛ともいえる声を出した。

「申しわけございません！　四十年前、リクカ殿を見殺しにいたしました！」

　それを聞いて紅明はギョッとした。四十年前、東北の地にいたカムイと黄農老の間に何かあったようだ。

（そう言えば……）

　タツコが「奇き妙みような獣けものを使うヤマトのまじない師」と言っていたのを紅明は思い出した。

「奇妙な獣」が気虎形だとすれば、つまり、四十年前にタツコと戦ったヤマトのまじない師の一人は黄農老だったらしい。

（まずい！）

　慌あわてて紅明はタツコの顔を見た。タツコの表情が険けわしいものに変わっている。そして、激はげしい怒いかりが沸わき上がっているのを紅明は感じた。黄農老こそタツコが最も憎にくんでいた相手だったのだ。殺される、と紅明は思った。何かタツコに言おうとしたが、口をわずかに動かすことができただけだった。マムトもタツコを見たまま動きが止まっている。

「見殺し──、つまりリクカは死んだということですか？」

　怒りを必死に飲のみ込んだ様子でタツコは尋たずねた。

「はい」

　平伏したまま黄農老は答えた。その答えを聞いてタツコの体が震ふるえ出した。

「ウアアアーッ」

　タツコが天に向かって咆ほう哮こうした。ゴオッ、と風の舞まう音がしたと思うと、辺あたりの木々がベキベキと音をたてた。マムトの近くに折れた枝が落ちる。湖面からも幾いく筋すじかの水柱が上がった。

　しばらくして辺りは静かになった。タツコの怒りを間近で体験し、マムトの体が強こわ張ばっている。黄農老はタツコの前に平伏したまま全く動かない。そのタツコは黄農老を見下ろしながら、肩で息をしている。さすがに自分の前で無む抵てい抗こうでいる相手を攻こう撃げきすることはできなかったらしい。自分の怒りをどこにぶつけていいのか、わからない様子だった。

「……カムイ殿のお怒りはもっともです」

　ゆっくりと黄農老は顔を上げた。じっとタツコの目を見る。

「カムイには手を出さじ、と我らが約やく束そくしながら、リクカ殿は連れ去られたのですから。ただ、我らとは別のまじない師が、我らの知らぬうちにリクカ殿を連れ去ったということだけは申し上げておきます。しかし、しかし！」

　また黄農老は額を地面に擦すりつけた。

「ヤマトの大おお砦とりでに連れてこられたリクカ殿を助けなかったのは確かでございます！」

　紅明は驚いた。四十年前、黄農老は自分と同じ状じよう況きようにあったらしいのだ。

「生きてはいまいと思っていましたが、やはりそうでしたか……」

　タツコから怒りがスーッと消え、代わりに深い寂さびしさが彼女を包んだ。

「そなたがリクカの命を奪うばったのなら、ここには来ないでしょう。わかりました、そなたが私たちとの約束を破ったわけではないのですね……」

　悲しそうにタツコはうつむく。黄農老の前にポタリと涙の滴しずくが落ちた。黄農老は顔を上げた。タツコの目からポロポロと涙がこぼれている。

「リクカは長い間、私の友でした。もうリクカには会えぬのですね……」

　あまりカムイ同士が接せつ触しよくすることはないらしいが、それでも親交が生じることもあるだろう。寿じゆ命みようのないカムイは人間より長い年月を生きる。その長い年月を共に生きた相手がもういないというのは、あまりにも哀かなしいことに違ちがいない。昔は憎にくむべき相手でしかなかったカムイの涙を見て、紅明の心は締しめ付けられた。

「コウメイ」

　女性の小さな声で呼ばれて紅明は小屋の方を見た。小屋の入口からはチロホとイナグが外を窺うかがっていた。




　薄うす暗ぐらい小屋の中に紅明は横たわっていた。頭の上には太刀エムスと照しよう妖よう鏡きよう、それにピルカの首飾りタマサイが置いてある。傍かたわらには黄農老が座っていた。タツコたち四人は小屋の外に出ている。黄農老が紅明と二人きりで話をしたいと言い出したからだ。大和やまと語ごで話せば済むことかもしれないが、カムイの前では話したくないことらしい。

「黄農様、どうしてこちらに来られたのですか？」

「お前たちが陸む奥つに発たってすぐのことだ。呪じゆ禁ごん寮りようの人間が長なが岡おかの都みやこで暴れての、衛え士じが出動してようやくそいつを取り押さえたのじゃが、どうも様子がおかしい。呪じゆ術じゆつを研究している呪禁寮のことであり、わしが都に呼ばれてその呪禁寮生を調べることとなった。その寮生は受け答えも支し離り滅めつ裂れつで、とうてい普ふ通つうの人間とは思えなんだ。ただ、呪禁寮から『魔黄散』という秘薬を盗ぬすみ出し服用していたことだけは判明した」

「もしかして、その薬はさっきの佐さ伯えきの呪術師が使っていた──」

　黄農老はうなずいた。

「魔黄散はほんの一時だけ、人の意識を高こう揚ようさせ動きを活発にする。その代わり、長く服用すると精神をおかしくしてしまうようじゃが……その呪禁生は一時の高揚感を求めて魔黄散を使っていたものらしい。その魔黄散を呪禁寮では人体実験に使っていたということを呪禁生から何とか聞き出した。ただごとでないと感じたわしは密ひそかに帝みかどの許しを得て、呪禁寮に踏ふみ込んだ。呪禁寮の人間を尋じん問もんしたところ、呪禁寮では密かに恐おそろしい実験が進められておった」

　懐ふところから黄農老は小さなヒョウタンを取り出して、紅明の近くに置いた。

「黄農様、それは何ですか？」

「先ほどの戦いで、彌都羅か佐伯の呪術師が落としていった物だ。そして、この中に入っている物こそ『ハオマ』と呼ばれる秘薬だ」

　ハオマという名を聞いて紅明の眉まゆがピクリと動いた。さきほど物麻呂が盛さかんに口にしていた名前だったからだ。

「このハオマは胡ペルシヤの秘薬で、服用すれば『神』になれるとまで言われておる物らしい。この薬を飲のんだ者はとてつもない肉体の再生能力を持ち、少々の傷では死ぬこともない。彌都羅はハオマを捕とらえられた浮ふ浪ろう人にんに投とう与よし、そう簡単には殺すことのできない兵士を作り出したのじゃ」

　紅明の脳裏に多賀城や先ほどの戦いで見た死し鬼き兵へいの姿が蘇よみがえって来た。

「しかし、ハオマを投与された兵士は特定の人間が命じねば何もできぬようになる。その上、何と寿命がわずか数か月に縮まってしまうのじゃ。これでは戦力としてはあまり役には立たぬ、ただ──」

「ただ？」

「もしも彌都羅が『神』にハオマを投与してみようと思ったとしたらどうする？」

　紅明の体がぞくっ、とした。

「神には寿命がない。そして神の強きよう靱じんな身体はハオマの副作用を跳はねのけるかもしれん。神がハオマの力を持てば、殺しても死なない恐おそるべき化ばけ物ものができあがる！」

「シュ、シュウガ！」

　紅明は反射的に叫さけんでいた。シュウガが朱雀すざく炎えん翼よく破はを食らいながら、傷ひとつ負わなかった理由もそれならば理解できる。黄農老は深くうなずいた。

「わしが急いで東北の地までやってきた理由の一つがそれだ。ハオマの力を与あたえられたシュウガと戦えば、秀峰たち呪じゆ禁ごん道どう士し隊はまず全ぜん滅めつするじゃろう」

「それで隊長たちは!?」

　軍を捨てたはずの紅明だが、やはり呪禁道士隊のことは心配だった。

「大だい丈じよう夫ぶ。俊しゆん哲てつ様にシュウガには手をださぬよう言い置いて来た。今頃、秀峰たちは多賀城でおとなしくしてるはずじゃ」

　紅明は内心ホッとした。

「ところで紅明。わしがこの地までやってきた理由はもう一つある」

「ハルカさんが関かかわったことですね？」

　黄農老の顔が厳しいものになった。

「このことだけは決してカムイ殿の前では話すことはできん……例えタツコ殿が大和やまとの言葉を理解できなくともだ」

「わかりました。僕の胸の内にとどめておきます」

　紅明の返事を聞いて、黄農老はゆっくりと話し出した。

「彌都羅はハオマの研究だけではなく、自分自身が若さを取り戻す研究を続けていたらしい。ところで紅明、動物の『老い』を決めるのは何だと思うかの？」

「えっ、その……僕にはよくわかりませんが……」

「ある説によると、胸にある『胸きよう腺せん』という肉片が若さを司つかさどっているという。若いうちはその胸腺が活発に働いておるが、老いると共に胸腺も働かなくなる。ならば永遠に活動を続ける胸腺を身体に移植すれば永遠の若さが手に入ると彌都羅は考えたらしい……」

　黄農老はそう言うと口を閉ざした。紅明はしばらくポカンとしていたが、やがて震ふるえる声で尋ねた。

「ま、ま、まさか、彌都羅はハルカさんを……」

「そのまさかじゃ……彌都羅は年を取らぬハルカ殿を解かい剖ぼうし、胸腺を自分に移植しようと考えているらしい」

「そ、そ、そんな馬鹿な！　そんな非ひ道どいことが許されるんですかっ!?」

　体の奥底から声を絞しぼり出すように紅明は絶ぜつ叫きようした。黄農老は険けわしい顔で言葉を続けた。

「わしはそれを知って愕がく然ぜんとした。かつて同じことを考えて実行に移した人がおったのだ。その人こそ藤ふじ原わらの仲なか麻ま呂ろ殿！」

　紅明は絶句した。藤原仲麻呂は学者の出身で、旧きゆう規きに囚とらわれない新しい政治を行なった人物だと聞いていた。先代の百済くだら王おうである敬けい福ふくも信しん頼らいを置いていたという。だが、その人物が陰かげでは恐おそろしい研究を進めていたというのだ。

「お前も知っていると思うが、敬福様は仲麻呂殿と親しく、よく陸奥むつの国くにの話などをされていたものだ。敬福様の話で蝦夷えみしの地に興きよう味みを持ったのか、仲麻呂殿が直接に陸奥国を治めることとなった。子息の朝あさ狩かり殿が陸奥守として多賀城に派は遣けんされる時に、仲麻呂殿は直じき々じきにわしとお前の祖父・大たい明めいを呼ばれたのじゃ……」

　黄農老は遠くを見るような目をした。

「仲麻呂殿は我ら二人に、蝦夷の地にいる『神』を捕とらえて来るように命じられた。その当時のわしらは、大仏の黄金を発見したことで『大和第一の呪じゆ術じゆつ師し』と呼ばれ、すっかり気が大きくなっておった。百済呪禁道士隊の勇名をさらに高くするよい機会だと思い、敬福様の許しを得て、陸奥国へと向かった」

「それが四十年前の……」

「うむ。わしと大明は敬福様と共に陸奥国におったし、蝦夷の情報もよく知っていた。わしらは蝦夷との国境に近いクレコム山にいたリクカという鹿しか神がみを捕らえることにした。偶ぐう然ぜんにもそこにはタツコ殿もおった。二人の神とわしらは激はげしい戦いを繰くり広げ、ついにリクカ殿とタツコ殿を動けぬようにした。その時──」

「ハルカさんが現れたんですね？」

　紅明はタツコから聞いた話を確認するように言った。

「そう。必死に助けを求める幼おさないハルカ殿を見てわしらは戸惑った。それまでわしらは神を倒たおすべき相手としか考えておらなんだ。ハルカ殿の姿を見て神にも心があり、それぞれの暮くらしがあることにわしらは気付いた。その神を名を上げるためだけに襲おそった我らこそ鬼おにのような存在ではないかと思ったのじゃ。ついにわしらはカムイの御二人に手を出さぬと約やく束そくし引き上げた。されど」

　ふいに黄農老の顔が曇くもった。

「密ひそかに朝狩殿と一いつ緒しよに呪禁寮の彌都羅がついて来ておったのだ。わしらが神を捕らえずに多賀城に戻もどって来たのを見て、代わりに彌都羅がクレコム山に出かけたらしい。彌都羅はリクカ殿を捕らえて多賀城に帰って来おった！」

「黄農様、その彌都羅って……」

「渡来した胡こ人じんの息子むすこでの、仲麻呂殿の保護を受けて胡の呪術と医術を研究しておった。その技術が認められ今では呪じゆ禁ごん博はか士せまでになった人物──と言いたいが、むろんこの地に来ておる彌都羅とは別人じゃ。わしが呪禁寮りようで見た今の彌都羅の筆ひつ跡せきと、昔の彌都羅の筆跡は明らかに違ちがう。だが、朝ちよう廷ていに対する反乱を起こし一族と共に処刑されたはずの仲麻呂を助けたのは、おそらく本物の彌都羅じゃろうな」

「そして、助けられた仲麻呂はいつの間にか彌都羅本人に成り済ました……」

「もしかすると仲麻呂自身が彌都羅を殺したのかもしれん」

　現在の彌都羅が胡の呪術を使えるのは匿かくまわれている間に習ったのかもしれない。

「とにかく、リクカ殿が捕らえられたことに、わしらは悩んだ。かといってリクカ殿を逃にがそうとすれば朝廷に反逆することになる。ついに我らはリクカ殿を見捨てた……」

　そう言うと黄農老は唇くちびると目を閉じた。その表情は辛つらそうだった。四十年前の出来事がまだ黄農老を苦しめているらしい。

「……それでリクカさんはどうなったのですか？」

「リクカ殿は奈な良らの都みやこへと送られた。それからのリクカ殿の行方ゆくえはわからなかった。畿き内ないに戻ったわしはリクカ殿がどうなったか必死に探った。一年以上もたって知った事実はあまりにも衝しよう撃げき的てきなものじゃった！」

　小屋の床に手を叩たたき付けて黄農老は叫さけんだ。

「リクカ殿は、不老の研究のために解かい剖ぼうされて死んだという！　しかも胸きよう腺せんを移植された人間も拒きよ絶ぜつ反はん応のうを起こして死んだらしい。これを知ったわしは己おのれを呪のろった。知らぬこととは言え、功名心からこのような恐おそろしい計画に手を貸してしまったのだ。わしはこの事を忘れようとした。仲麻呂殿が反乱を起こし一族と共に処刑され、彌都羅も朝ちよう廷ていに帰順してこの恐おそろしい研究は消しよう滅めつしたはずじゃった。大明も病気でこの世を去り、わしは老ろう齢れいを理由に東北で始まった蝦夷との戦いに行くのを避けておった。しかし、呪禁寮で密ひそかに研究が続けられていたことを知り、わしは亡ぼう霊れいを見たような気がした。この亡霊を葬ほうむるべく、わしは東北の地にやって来たのじゃ」

「でもなぜ彌都羅はハルカさんを？　前の移植では拒絶反応が起きたんでしょう？」

「確かに神の肉体と人間の肉体では違ちがい過ぎるのかもしれん。しかし、神と人の間に生まれたハルカ殿ならば……」

　思わず紅明は上半身を起こした。

「じゃあ、ハルカさんはどうなるんですかっ!?」

「すぐに殺されることはないじゃろうが、おそらく解剖され……」

　紅明が怒いかりで震ふるえだした。今までの怒りとは何かが違っていた。体の奥から頭の先へ突き抜ぬけるような赤い怒りだった。

「ハルカさんを助けに行きます！」

　立ち上がろうとしたが、うつぶせに倒たおれただけだった。足に力が入らない。右手も思うようには動かない。

「無理じゃ！　起き上がれるようになるまで数日はかかるぞ。動けるようになるまで養よう生じようするしかない。動けるようになってから、わしと共にハルカ殿を救いに行くのだ。その頃ころには、わしやあの蝦夷の戦士の傷も少しは癒いえていよう」

「その間にハルカさんが殺されたら、どうするんですかあ～！」

　何度も何度も左手で床を叩たたき続けた。どうしようもないことは紅明にもわかっている。しかし、ここにいる間にハルカが殺されたらと思うと、はらわたを搔かき回されるようだった。大きく見開いた目からボロボロと涙が溢あふれて来る。

「くそっ、くそっ、くそおっ」

　床をかきむしりながら紅明は嗚お咽えつし始めた。黄農老はただそれを見ているしかなかった。

「入ってもいいか？」

　小屋の外からマムトの声がした。

「話は終わりました……」

　黄農老の返事に小屋の入口の筵むしろが開いた。マムトとチロホが入って来る。マムトは黄農老の前に座った。チロホは紅明の側に心配そうに座る。

「コウメイ、ごめん……あたしたちのせいで、ハルカ様は捕つかまったんでしょ？」

「いや、君のせいじゃない。僕が弱かったからだ……」

　頭近くにあるピルカの首飾りタマサイを見ながら紅明はぼそりと言った。マムトはその紅明をじっと見ていた。

「ところで、タツコ殿の御様子は？」

「あ、ああ。自分一人でもハルカ様を助けに行くというのを、イナグという人と必死に止めてきた。タツコ様御一人では奴やつらに勝てるとは思えん。それを御自身もわかっているとは思うんだが、そうとでも言わないと落ち着いていられないんだろう……」

　マムトは悔くやしそうに床を拳こぶしで叩たたいた。

「くっ、情けない！　ハルカ様が奴らに捕つかまっているというのに、何もできないとは！」

「仕方あるまい。傷が直るまでどうすることもできん……」

　沈ちん黙もくが小屋の中を支配した。その中で紅明はある一点を凝ぎよう視ししていた。ハオマが入っている小さなヒョウタンだった。

「黄農様、僕の頼たのみを聞いていただけますか？」

「ん、なんじゃな？」

　紅明はヒョウタンを左手で取り、黄農老の顔を凝視した。

「このハオマを僕に使ってください！」

「ばっ、馬鹿な!!　いったい何を言い出す！　それを使えば人が人でなくなるのだぞ！」

　目を剝むいて黄農老は怒ど鳴なった。その剣けん幕まくにチロホがビクッとなる。

「先ほどの黄農様の御言葉によれば、ハオマは肉体にすごい再生能力を与あたえるそうですね。もし少量だけ使えば傷だけ治すことができるのではないでしょうか？」

　黄農老は首を横に振ふった。

「たとえ少量でも脳に良くない影えい響きようがあるはずだ」

「ならば足の傷からハオマを送り込み、ハオマの影響が頭部に及およぶ前に、気でその影響をはねのけることはできないでしょうか？」

「ハオマについて詳くわしいことをわしが知らぬ以上、どうやっても危険だ。馬鹿な事は考えず傷の治ち療りように専念することだ」

「でも黄農様、こうしている間にもハルカさんは殺されるかもしれないんですよ！　そうなってからでは遅おそいんです！」

　紅明は必死に目で訴うつたえた。黄農老はじいっと考え込んだ。

「ハルカ殿を助けられねば、わしがここまで来た意味がない。まず、わしがハオマを傷に使ってみよう」

「だめです！　怪け我が人にんの中で最も若い僕が、一番ハオマの影響に対たい抗こうできるはずです。それに僕より気き法ほう治ち療りようが上じよう手ずなのは黄農様ではありませんか！」

　紅明は黄農老に真しん剣けんな眼まな差ざしを向けた。

「わかった……あまりに危険じゃが、やってみよう」

　黄農老はハオマを入れたヒョウタンを手にとった。大和やまと語ごでのやりとりをあっけにとられて聞いていたマムトは黄農老に尋たずねた。

「じいさん、それは何だ？」

「お主ぬしの仲間をあのようにした薬じゃよ……」

「な、何だって!?」

「これで紅明の傷を治せるかもしれんのだ。……紅明、よいな？」

　紅明はコクリとうなずいた。黄農老はヒョウタンから中の液体数滴を指につけた。ドロリとした茶色の液体である。それを紅明の左足の矢傷に塗ぬった。

「どうじゃ？」

　心配そうに黄農老は紅明の顔を睨のぞき込んだ。

「うーん、別にこれといって変化は……量が少ないので──、いや、何か変です！」

　ハオマを塗った辺あたりから、冷たいような熱いような妙みような感かん触しよくが沸わき起こって来た。その感触は左足だけでなく、徐じよ々じよに広がって行く。下半身から上半身へとその感覚は上がっていった。まるで自分の体が別の物に乗っとられるような感じだった。

「まずい！」

　気の変化を感じたのだろう。黄農老が慌あわてて、紅明の胸に気を送り込み始めた。それでも妙な感覚は止まらない。紅明は何か言おうとしたが声が出ない。危険な事態になりつつあることをマムトは感じとり、チロホに声をかけた。

「外の二人を呼んできてくれ！　早くっ！」

「う、うん」

　チロホは小屋の外へと走り出て行った。紅明の妙な感覚は首の所まで上がって来ていた。黄農老は息い吹ぶきの音を立てて、紅明の喉のどに強力な気を送り込んでいた。

「コウメイ、しっかりしやがれ！」

　マムトが紅明の耳元で叫ぶ。

「どうしたのですか!?」

　小屋に入ってきたタツコの姿が紅明の目に入った。

「コウメイ、しっかりして！」

　タツコの後ろからチロホが駆かけ寄って来たのが見えたと思うと、紅明の視界は暗くなった。そのまま、暗い闇やみの中にズーンと引き込まれるような感じがした。

（僕は僕でなくなるのか……？）

　紅明は闇の中を落下して行った。







　第十四章　出しゆつ撃げき




　正殿内部中央の座に鎮ちん守じゆ府ふ将しよう軍ぐん・百済くだら王おう俊しゆん哲てつは腰掛けていた。多た賀が城じようを統すべる者にしか座ることの許されない特別の席である。

　俊哲の前には、征せい夷い副ふく将軍の坂さかの上うえ田た村むら麻ま呂ろ、そして呪じゆ禁ごん道どう士し隊の安あん秀しゆう峰ほうと高こう玄げん礼れいが立っている。この正殿は儀ぎ式しき以外に使われることはあまりなく、俊哲の許しを受けた特別な者でなければ近づくことすらできなかった。俊哲が外部に漏もれては困る重要な話をしようとしていることに彼らは気付いていた。心なしか体が緊きん張ちようしていた。

「秀峰、肩の傷の具合はどうだ？」

「体の傷は大したことはございませぬ。されど呪禁道士隊の名めい誉よを傷付けられたことは激はげしく痛みます」

　全く表情を変えずに秀峰は答えた。

「そうか……」

　俊哲は秀峰たちを見回し、そして厳おごそかに口を開いた。

「シュウガの居場所がわかった」

　三人の顔に驚おどろきの表情が宿った。

「な、何ですと！」

　秀峰が大きく目を開き俊哲を見た。

「パナマキからの情報だ。シュウガはタプコプ岩屋にいるらしい」

「タプコプ岩屋……確か胆い沢さわの南にある岩屋でしたな」

　田村麻呂が冷静な声で言った。田村麻呂は出撃に備えて胆沢付近の地理を研究していたのである。状じよう況きようを読み切ることが勝利につながることを田村麻呂は知っていたからだ。

「うむ。意外と国境に近い場所にシュウガが潜ひそんでいたとはな……しかし、皮肉な事だ。パナマキのハシナウ長老にこの情報を伝えたのは紅明らしい」

「こ、紅明ですって！　俊哲様、紅明はどうしてるんですかっ!?」

　紅明の名前を聞き、玄礼が勢い込んで言う。

「ハシナウの話では、紅明はアテルイに追われていたそうだ。ついでにハシナウは紅明の逃とう走そうを助けたとのこと」

「じゃあ、紅明は敵に寝ね返がえったわけじゃなかったんですね!?　そうか、紅明は裏切り者じゃなかったのか……」

　玄礼の表情が明るくなった。その玄礼を秀峰はジロリと睨にらんだ。

「玄礼、奴やつは軍から逃にげ出した男であることに変わりはないのだぞ」

「は、はい……」

　秀峰の鋭するどい視線に玄礼はその秘めた怒りを感じとった。

「……蝦夷えみしの人間がシュウガの情報を伝えてきたのですか。確か蝦夷の人間は神を敬うやまっていると聞きましたが、そのパナマキの長老はなぜ神を売るような真ま似ねを？」

　田村麻呂の問いに俊哲は少し間を置いて答えた。

「ハシナウ長老は、娘夫婦をシュウガに殺されたらしい」

「ほう。何をやったのですか？」

「詳くわしくは知らぬが、神は山野の掟おきてを守らぬ人間を容よう赦しやなく殺すというからな。おそらくそんなところだろう……いくら娘が殺されたからといって、蝦夷の人間が神相手に仇かたきを取ることはできまい。それで我らに協力する気になったのかもしれん」

「なるほど」

　ここで田村麻呂は俊哲の目の前に進み出た。胸を張り、その目はすでに闘とう志しが満ちていた。将軍としての血が騒さわいでいるらしい。

「シュウガの居場所が判明した今、ただちに攻こう撃げきの御命令を！」

「いや、田村麻呂殿。少しだけお待ちくだされ」

　俊哲は秀峰に目をやった。表情は静かだが、その目は田村麻呂と同じく闘志に燃えていた。憎にくきシュウガの居場所を知り、その内面は怒りに燃えているのだ。

「秀峰、黄こう農のうはシュウガに手を出さぬようにと言っていた。されどシュウガの居所がわかった以上、このまま指をくわえて見ていることは、鎮守府将軍として忸じく怩じたるものがある。紅明のいない呪禁道士隊で狼おおかみの神に勝つ自信はあるか!?」

「必ずやシュウガを倒たおして御ご覧らんにいれます！」

　きっぱりと秀峰は言い切った。

「いくら神であろうとも、我が天てん剛ごう破は軍ぐん斬ざんはシュウガの身体を砕くだきます！　ただ、正直に言って、蝦夷の戦士が弓矢でシュウガを援えん護ごしてくれば倒せるかどうかわかりません……」

「その点はどうかな、田村麻呂殿？」

　田村麻呂の顔は自信に満ちあふれていた。

「蝦夷は敵を誘さそい込んで攻撃することについては天才的だと聞いております。しかし、その反面、拠きよ点てんを守ることは苦にが手てだとか。蝦夷でも田の作業が始まり戦士の動員が難むずかしい今、タプコプ岩屋まで兵を進めるだけならば造作もないことです。騎き馬ば兵へいで急きゆう襲しゆうすれば蝦夷が態勢を整える前に、タプコプ岩屋に攻め込めるでしょう。蝦夷の戦士どもはこの田村麻呂が引き受けます！」

　自信に溢あふれた田村麻呂の姿に俊哲は満足そうにうなずいた。

「俊哲様、それでは私は呪禁道士隊に出しゆつ撃げきの準備をさせます」

　秀峰は一礼して俊哲の前から下がろうとした。

「待て、秀峰。まだもう一つ伝えることがある」

「は？」

　秀峰は足を止めて振ふり返った。

「多賀城に着いた黄農が直ぐに出て行ったな？」

「はい。黄農様が陸む奥つまで来られたことに驚きましたが、いったい何があったのですか？　理由をお聞きする前に多賀城を出られたので、何が何やら……」

「まさか紅明と戦うために……」

　玄礼の顔が曇くもる。

「いや、黄農は彌み都と羅らの後を追い、出で羽わに向かったのだ」

「彌都羅博士はかせを？」

　田村麻呂が眉まゆをしかめた。よく事情が飲のみ込めぬようだ。それは秀峰と玄礼も同じようだった。

「帝みかどより内々の密みつ勅ちよくが出された。彌都羅を見つけ次第に討うて、と」

「なんと！」

　さすがに三人とも驚きを隠かくせなかった。

「彌都羅が何かしでかしたんですか!?」

「玄礼、お前がそこまで知る必要はない。シュウガを討つ間に出会うことはないと思うが、もし彌都羅を見かけたならばその場で始末しろ。それだけだ」

「わかりました！　彌都羅の奴やつに出会ったら、呪禁道士隊を馬ば鹿かにされた恨うらみを存分に晴らしてやります」

「……承知いたしました。では」

　ひっかかる物を感じながら秀峰は俊哲の前を去った。どことなく嬉うれしそうな玄礼も続く。

「俊哲様、すぐに伊い治じ城じようへの連れん絡らくをお願いします。今より伊治城に参り、翌日蝦夷に攻め込むことになるでしょう。騎馬兵が揃そろい次第、呪禁道士隊と共に出撃いたします」

　踵きびすを返して、残った田村麻呂も外へ出ていこうとした。

「待たれよ！」

　田村麻呂は何事かと振ふり返った。

「やはり田村麻呂殿には話しておいた方がいいでしょう……」

　俊哲の様子に、ただならぬものを田村麻呂は感じた。




　重い。何か胸の辺あたりに乗っているようだ。ただし不快なものではない。心臓に緩ゆるやかで暖かい気が流れ込んでいる。心臓はゆっくりと鼓こ動どうを打っていた。

（そうだ……起きなきゃ……）

　目を開けた紅明は、自分の胸の上にチロホが頭を乗せている姿を見た。疲つかれきった様子で眠ねむりこけている。両手にはピルカの首飾りタマサイを持ち、口元近くに置いていた。その首飾りから暖かい気が自分に流れ込んでいる。

　紅明はそっと上半身を起こそうとした。チロホの目がパッと開いた。まじまじと紅明の顔を見つめた。

「コ、コウメイ！　気がついたのね!?」

　チロホが大声で叫さけんだ。その声に小屋の中で横たわっていた黄農老とタツコが起き上がって来た。二人ともやつれた顔をしていたが、紅明の姿を見て目を見開いた。

「コウメイ、大だい丈じよう夫ぶ？　あたしの事、わかる？　変になってないよね？　元のままだよね？　コトイと一いつ緒しよにいた奴やつらみたいになってないよね？」

「ちょ、ちょっと静かにしてくれないか……」

「おお、紅明！　ハオマに勝ったのじゃな！」

　紅明の声を聞いて、紅明の精神が破は壊かいされていない事を悟さとったらしい。黄農老の顔が明るく輝かがやいた。

「それにしてもカムイの私に、ここまで手をかけさせることは……」

　文句を言いながらもタツコは微笑ほほえんでいた。

「確かに。わし一人では助けられなんだろう。タツコ殿とそこの娘むすめ子ごが交こう替たいで、一晩中、お前に気き法ほう治ち療りようをしたお陰かげじゃよ……」

「そうだったんですか……」

　紅明はスッ、と立ち上がった。傷が噓うそのように治っている。ただ、全身が重く冷たい。

「チロホ、首飾りタマサイを貸して」

「うん」

　首飾りを着けると、体に気が巡めぐり始めた。太刀エイムと照しよう妖よう鏡きようをつかむと小屋の外へと出て行った。外はすっかり晴れていた。太陽の光にウキキ湖トーが青い輝きを放っている。小屋の外に座っていたマムトとイナグが慌あわてて立ち上がった。

「コウメイ……」

「大だい丈じよう夫ぶなのか、あんた」

「ええ。御心配かけました」

　じっと紅明の目はウキキ湖を見み据すえていた。その顔つきは戦士のものだった。

「紅明、これが必要ではないのかな？」

　振ふり返った紅明に、黄農老は一枚の呪じゆ符ふを差し出した。タツコとチロホも紅明の背後に立っていた。紅明の視線は呪符に注そそがれた。

「炎えん帝てい呪符……！」

　黄農老はうなずいた。

「もしかすると、お前が必要になるかもしれんと思うてな、多賀城を出る時に持ってきた物じゃ。太刀との相性がどうかはわからんが、使えぬことはないはず」

「黄農様……」

　紅明は照妖鏡を腰帯に引っ掛けると、炎帝呪符を受け取り、太刀の柄つかに素早く巻いた。チラッ、とタツコたちの方に目をやる。

「皆さん、ちょっと離はなれていてもらえますか？」

　タツコたちに黄農老が目で合あい図ずを送り、一同は紅明から少し離れる。

「炎帝呪符ッ、帰き命みよう南なん方ぽう炎えん帝てい！」

　太刀を引き抜ぬく。太刀から炎ほのおが立ち上った。チロホとイナグが目を丸くする。二人とも紅明の炎の呪じゆ術じゆつを見るのは初めてなのだ。

「相あい性しようは悪くなさそうです」

「す、すごい……コウメイ、あなた、そんな技わざ使えたの……」

「これが僕のまじない師としての本当の力なんだ」

　驚いているチロホを尻しり目めにタツコが紅明に歩み寄った。紅明は太刀を鞘さやに収めた。

「たぶんそうだとは思っていましたが、そなたは四十年前に我らと戦ったまじない師の子孫なのですか」

「カムイ殿、この紅明はあなたと戦った男の孫です」

「不思議なものです。最も憎にくむべき相手が今は味方なのですから」

　タツコは湖面へと歩いて行く。水面の上で紅明たちの方に振り向いた。凛りんとした声で紅明に告げる。

「今から私は本当の姿に戻ります。そして、そなたを連れてハルカを奪うばった連中を追うつもりです。戦いはそなたに任せます」

　そう言うとタツコは静かに水の中へと消えて行った。ゆるやかな波は紋もんが湖面に広がる。固かた唾ずを飲のんで皆、湖面を見ていた。神は人の形を取ることが多いが、本来はそれぞれの姿というものを持っている。紅明もカムイの元の姿を見るのは初めてだ。突とつ然ぜん、大きな水柱が上がった。

「おおっ」

　思わずイナグが歓かん声せいを上げた。イナグにしてもラプシヌプルクルカムイの本当の姿を見るのは初めてらしい。

　湖からは巨大な白はく龍りゆうが飛び出していた。その姿は紅明が絵で見ていた龍とは少し違ちがう。首が長いのは同じだが、絵と違って胴どう体たいは太く、しっかりとした手足がついていた。足は手に比べてかなり大きく、地上では足で体重を支えているようだ。そして何よりも違うのは、背中からコウモリのような翼つばさが生えていることだった。

「人の姿の方が疲つかれないのですが、そなたを乗せて飛ぶにはこの姿でないと……」

　紅明たちの上からタツコは声をかけた。重じゆう楼ろうの屋根ぐらいの高さはあるだろうか。この巨体で動き回っていれば確かに疲れるだろう。黄農老がタツコを見上げた。

「タツコ殿！　紅明だけでなく、わしも乗せていただけませぬか？」

「それは構いませんが……そなたは怪け我がをしているはず」

「怪我をしていても何かの役には立つでしょう」

「タツコ様、俺も連れて行ってください！」

　マムトも叫んだ。タツコは上からじっと見ていたが、凛りんとした声で答えた。

「わかりました。ただし、途と中ちゆうで落ちぬように。……ところでマムト。あのハルカをさらったまじない師どもがどこに行こうとしているのか、わかりますか？」

「うーん、東に向かったのは確かなんですが……あるいはピタカミ大河を船で下るつもりかもしれません」

「奴らはタプコプ岩屋です」

　紅明がぼそっ、と呟いた。

「コウメイ、なぜそれがわかる!?」

「彌都羅とコトイがそんなことを話していました」

「そうか、タプコプ岩屋か……そういえばコトイは儀ぎ式しきのためだとか言って、タプコプ岩屋に人を近付けようとしなかった」

「そこにシュウガもいるはずです」

　シュウガの名を聞いて、チロホの体がピクッと動いた。そして怒いかりのためなのか、恐きよう怖ふのためなのか、小さく震ふるえ出した。

「あ、あいつもいるの……」

「……確かあんたは母親を殺されたんだっけな」

　マムトが同情の眼まな差ざしをチロホに送った。紅明はチロホと船で逃にげた時の事を思い出した。もしかするとチロホは母親の仇かたきを取ってくれることを、紅明に期待したのかもしれない。

「シュウガまでいるとは──これは面めん倒どうじゃな」

　低く黄農老は唸うなった。

「お願い、コウメイ！」

　いきなりチロホが叫んだ。

「お願い、お願いだから……」

　涙声でチロホは紅明に何か訴うつたえようとしていたが、イナグの胸に顔を埋うめて泣き出した。

「大だい丈じよう夫ぶ、君はここにいろ。ハルカさんは必ず連れて戻もどる。……イナグさん、お願いします」

「わかった。俺には何もできんが、せめてお前とタツコ様たちの無事を祈いのっているぞ」

　紅明はコクリとうなずいた。

「早く私の背中に乗りなさい。タプコプ岩屋まではさすがに時間がかかります」

「頼たのみまする、カムイ殿」

　三人はタツコの背中に飛び乗り、翼つばさの根元をつかまえた。タツコが大きく翼を広げる。周囲からゴオーッと風がタツコに向けて吹き寄せて来た。白い巨体がフワリと浮き上がった。翼を全く羽ばたきさせず、三人を乗せたタツコは上空に舞まい上がった。

（必ずハルカさんは取り戻す！　そのためならシュウガも倒す！）

　頰ほおに風を受けながら紅明は強く強く思った。







　第十五章　乱戦




「何だとおっ！」

　エンチュの戦士から報告を聞いたアテルイは目を吊つり上げて怒ど鳴なった。

「はっ、馬に乗ったヤマトの戦士どもが突とつ然ぜん攻せめ込んで参りました。境を守る戦士が応戦しておりますが、あの人数ではとうてい持ちません！」

「うぬぬぬ……」

　アテルイは傍かたわらにいた彌み都と羅らをキッ、と睨にらんだ。

「軍の本隊が到とう着ちやくするまで、ヤマトの連中は攻めて来ないはずではなかったのか!?」

　彌都羅は背後にそそり立つ岩がん壁ぺきの方に顔を向けた。上から覆おおいかぶさるように降りて来ている岩の下に幾いくつかの穴が穿うがたれ、三つの洞ほら穴あなの入口には木の格こう子しがはめてあった。前にはそれぞれ死し鬼き兵へいが立っている。彌都羅は洞穴の一つを見ていた。格子の向こうにはボーッとしたシュウガが座っている。その眼は虚うつろでとてもカムイだとは思えない。

「俊しゆん哲てつの奴やつめ、シュウガがここにいることを嗅かぎ付けたようですな……おそらく大和やまとの奴らの狙ねらいは、ここタプコプ岩屋でしょう」

「シュウガが目的なのか……とにかくお前はイサワに戻もどり、動かせる戦士を全すべて連れて来い。ここで奴らと戦う！」

「はっ！」

　戦士が駆かけ出した。アテルイは彌都羅と物もの麻ま呂ろに告げた。

「今はシュウガを失うわけにはいかん。川で奴らを食い止める！」

　それだけ言うとアテルイは、シュウガとは別の柵さくに目を走らせた。その中にはハルカがぐったりと横たわっていた。一いつ瞬しゆん、アテルイの顔に暗い影かげが過よぎったが、すぐにエンチュの長おさの顔付きに戻り、岩屋の前に広がっている川原かわらへと降りて行った。連れてきた護衛の戦士たちに大声で指示を与えている。

「物麻呂、お前が呪じゆ禁ごん道どう士し隊を叩たたいたことで、しばらく軍が動くことはないと思っておったが……鎮ちん守じゆ府ふを甘あまく見過ぎたのかもしれん」

「彌都羅様、どうされます？　完全に先手を取られた以上、アテルイがここを守り切るのは難むずかしいのではないかと」

　物麻呂が心配そうに彌都羅に尋たずねる。もはや土面も蓑みのも着けてはいなかった。左肩に法ほう縄じようを巻き付け、コトイから物麻呂に戻っていた。

「正面切って兵を動かしたところから見て、呪禁道士隊だけが動いたのではあるまい」

　懐ふところから一枚の白い呪じゆ布ふを取り出す。ぬん、と彌都羅が気を込こめると、呪布は一羽の白い鳩はとになった。

「大和の軍の様子を探ってこい！」

　川を越え、鳩は南の方へ飛んで行く。それを確認すると洞ほら穴あなの格子へと彌都羅は歩を進めた。何か意を決したような表情だった。

「もしかすると田た村むら麻ま呂ろ自らが動いているかもしれん」

　彌都羅は三番目の洞穴の柵さくを押し開けた。中には壺つぼやヒョウタン、それに乾かん燥そうした草などが置かれてあった。物麻呂に振ふり返る。

「物麻呂、坂上の奴めが指揮を取っているのならば、シュウガにハオマ一壺、それにありったけの魔ま黄こう散さんを与えるぞ」

　物麻呂は仰ぎよう天てんした。

「そ、そんなことをすれば、シュウガは手のつけられない怪かい物ぶつになります！」

　ニヤッと彌都羅は笑った。その笑いに物麻呂はぞっとした。

「それでよいのだ。田村麻呂の父親、苅かり田た麻ま呂ろには恨うらみがある。だが奴がすでに死んでいる以上、代わりに息子むすこの田村麻呂を殺し、坂上家を絶やしてやる！」




　林の中を騎き馬ばの集団が移動していた。木の枝に鎧よろいを引っ掛けながらも何とか進んでいる。大和の軍道に比べればほとんど獣けもの道みちだったが、馬の通れるだけの広さはあった。蝦夷えみしも連れん絡らく用に馬を使っているのだ。

　先頭に近い場所にいるのは田村麻呂だった。挂けい甲こうを銀色に輝かがやかせ、兜かぶとの長い羽を揺ゆらしていた。腰には大刀を下げている。田村麻呂の近くには、革かく甲こうを着けた秀峰と玄礼がいた。

「ここら辺へんで蝦夷の戦士からの攻こう撃げきを受けたらやっかいだったな」

「まさかタプコプ岩屋に軍が攻せめて来るとは思ってもいなかったのでしょう」

「まあ、蝦夷の奴やつらが出てきても、さっきみたいに蹴け散ちらしてやりますよ」

　玄礼がポンッと腰のヒョウタンを叩たたいた。

「できればシュウガもその調子で片付けて欲しいな。……ん、水の匂においがする」

「将軍、そろそろです！」

「よし、このまま突っ込むぞ！」

　田村麻呂は馬に鞭むちを当てた。多た賀が城と桃生ものう城の騎き兵へいを合わせた百五十騎、それに呪じゆ禁ごん道どう士し隊の四十騎が一気に駆かけ出した。林を抜ぬけ、川原に駆け降りた。

「あれがタプコプ岩屋かっ！」

　川のむこうには巨大な岩がん塊かいが聳そびえていた。下の方は樹木で隠かくされていてよくわからないが、そこにシュウガがいるのだろう。

　その時、ヒュンヒュンと向こう岸から矢が飛んできた。

「呪じゆ弓きゆう兵へい！」

　秀峰が手を上げて指示を送ると、弩いしゆみを持った呪禁兵たちが馬を降り、一いつ斉せいに弩を構える。矢は先頭の田村麻呂目掛けて飛んでくる。川越しに飛んで来た矢であるため威い力りよくがなく、なかなか田村麻呂には当たらない。

「射よっ！」

　呪弓兵の弩から矢が放たれる。弩の方が射程距きよ離りは長い。向こう岸まで矢は次々と飛んでいくが、木の陰かげに隠かくれて矢を放っている蝦夷えみしの戦士には命中しない。

「このままでは、どうしようもないなあ」

　状じよう況きようを見て田村麻呂は不敵に笑う。大刀を引き抜ぬき、天に向けて突き上げた。そして、大だい音おん声じようで呼ばわった。

「この田村麻呂、死なせたくなくば後に続け！　うおりゃああああーっ」

「しょ、将軍！　何をなされます!?」

　たった一騎で田村麻呂は川の中へ飛び込んだ。むろん蝦夷の弓矢が狙ねらい違たがわず田村麻呂に殺さつ到とうする。だが、大刀で払はらうこともなく、挂けい甲こうだけを頼たよりに矢の雨の中を進んで行く。その中にあって田村麻呂の口元はかすかに笑っていた。

　蝦夷の短い弓矢は連続して射つことができるが、挂甲などの金属鎧よろいを一いち撃げきで貫かん通つうして致命傷を与えるだけの威力はない。それをわかっていて田村麻呂は矢の雨の中に飛び込んだのだ。むろん鎧のない部分の急所に当たれば命を落としかねない。

「将軍を見殺しにするなあ！」

　騎馬兵が次々と川に飛び込む。

「隊長、援えん護ごをお願いします！」

　馬から飛び降りた玄礼が川へと走る。秀峰も馬から降りた。川の上に飛び乗り、水面を玄礼が走る。当然のように玄礼にも矢が飛んで来た。

「はあーっ」

　気合いと共に秀峰が長剣を一いつ閃せんした。玄礼に飛んできた矢がへし折れて水面に落下した。川の中ほどまで来たところで、玄礼は両手を水面に叩たたき付けた。

「帰き命みよう北ほつ方ぽう玄げん帝ていっ」

　水面が大きく盛もり上がった。

「水すい槍そう襲しゆう！」

　幾本もの水槍が岸の樹木へと飛ぶ。細い木がメキメキと音を立てて倒たおれ、陰に隠れていた蝦夷の戦士が慌あわてている。そこへ呪弓兵の矢が飛んで来た。何人かの戦士が倒れる。

「おりゃあーっ」

　ついに田村麻呂の騎き馬ばが川原かわらに乗り上がった。体に数本の矢が刺ささっているが、全くひるんだ様子はない。むしろその目は楽しそうに燃えていた。左手で矢を引き抜くと、蝦夷語で辺あたりを震ふるわせるほどの雄お叫たけびを上げた。

「死にたくなくばここより去れ！　さもなくば斬きり捨てる！」

　その迫はく力りよくに蝦夷の戦士たちは気け押おされた。

「あやつはカムイか……」

　しかし、勇ゆう猛もうで知られる蝦夷の戦士たちである。蛮刀エムスを抜いて田村麻呂に向かって来た。

「おおっ」

　馬の上より大刀を振ふるう。一いつ瞬しゆんのうちに三人の戦士が斬り伏ふせられた。

「うう……」

　さすがの蝦夷の戦士たちもたじろいだ。他の騎馬も続々と川原に上がってくる。刀を抜き、蝦夷の戦士に斬りかかった。これに対し蝦夷の戦士も蛮刀や小刀で渡り合う。しかし斬り合いならば、鎧よろいをつけていない蝦夷の戦士の方が圧あつ倒とう的てきに分が悪い。蝦夷の戦士は次々と倒されて行く。木の上から矢を放つ戦士もいたが、これも玄礼の水すい矢しを受けて木から落ちた。

「案外もろかったな……」

　辺りを見回しながら田村麻呂は呟つぶやいた。その時、草木の茂しげみから走り出て来た男がいた。

「ヤマトの戦士の長おさだな!?」

　田村麻呂を睨にらみつけているのはアテルイだった。太刀エムスを持った手にはあの首飾りタマサイが巻かれていた。黙だまって田村麻呂はうなずいた。

「ならば俺と戦え！」

「面おも白しろい。貴様もただの戦士ではなさそうだ、受けてやる」

　馬から田村麻呂は飛び降りた。二人は激はげしく視線をぶつけあった。

「来いっ」

　大刀を構え、田村麻呂がアテルイを誘さそった。それを見たアテルイがニイッと笑った。

「隊長、あれ！」

　川原に上がった玄礼が、対たい峙じしている田村麻呂とアテルイを見て大声を出した。秀峰もその二人を見て顔色を変えた。アテルイの太刀の威い力りよくは秀峰も思い知っていた。呪じゆ術じゆつ師しではない田村麻呂が食らえばひとたまりもあるまい。

「危ない！　将軍、逃げてください！」

　秀峰と玄礼は田村麻呂へと疾しつ走そうした。アテルイのすぐ近くに田村麻呂がいては、秀峰の剣気も玄礼の水矢も使えない。

「俺の太刀は普ふ通つうの太刀ではない……お前の負けだあっ」

　アテルイが太刀を振ふり上げた。手に巻いた首飾りから強きよう烈れつな気が太刀に流れ込んでいる。

「将軍ーっ!!」

　秀峰が絶ぜつ叫きようした。クォーン、と甲かん高だかい音が辺あたりに響ひびいた。田村麻呂の兜かぶとについていた山鳥の尾羽根がヒラヒラと地面に落ちた。

「う、噓うそだーっ！」

　アテルイの驚おどろき慌あわてた声がした。秀峰と玄礼も目を疑った。何とアテルイの太刀を田村麻呂は大刀で受け止めていた。兜の飾り羽根こそ失っていたが、田村麻呂の体はびくともしていない。

「貴様、人間か……」

「太刀の威力を自分の力だと思ったのか？　おおおーっ！」

　田村麻呂が渾こん身しんの力を込こめて太刀を押おし返した。太刀を止められて衝しよう撃げきを受けていたアテルイは簡単に弾はじき飛ばされた。そのまま地面に倒たおれる。

「水矢！」

　倒れたアテルイを玄礼の水矢が襲おそう。太刀で何とか水矢を防ぎ、素早く立ち上がって構えた。一いつ瞬しゆん、田村麻呂は水矢の飛んできた方に、不愉快そうな視線を走らせた。

「将軍、そやつがアテルイです！」

「なるほど、こいつがアテルイか……」

　くわっ、と田村麻呂の目が見開かれた。

「ならばこの手で始末してくれるっ」

　田村麻呂が斬きりかかろうとした時、三人に目がけて矢が飛んで来た。

「はあっ」

　すかさず秀峰が剣を一いつ閃せんする。突とつ然ぜん、矢が爆ばく裂れつした。

「くっ」

　ひるんだ秀峰の足元に青い美石が転がって来た。

「呪じゆ矢しかっ!?」

　矢の飛んで来た方へ視線が向いた。

「ピ、ピルカ！」

　そこにはピルカと数人の戦士が林の中から姿を見せていた。

「兄上、早くこちらに！」

　田村麻呂たちの注意が自分から逸それたすきにアテルイは駆かけ出した。

「逃がすか！」

　腰のヒョウタンに玄礼が手をやる。戦士の一人が青い石の鏑かぶらをつけた矢を放った。玄礼の足元に矢が打ち込まれる。

「ぬおっと！」

　三人が飛んで避けると同時に地面が炸さく裂れつした。その隙すきにアテルイたちは林の中へと退たい却きやくする。林の中に入ってしまえばエンチュのものだ。

「兄上、怪け我がはないですか？」

「ああ大だい丈じよう夫ぶだ。しかしピルカ。まさかお前に助けられるとは……」

「私はエンチュの長おさアテルイの妹ですよ」

　ピルカはじっと兄の目を見た。

「それより兄上。ハルカ様はどこですか？」

「む……あの岩の下辺あたりだ……」

　ためらいつつも林越しに見える岩がん壁ぺきをアテルイは見上げた。

「あそこにハルカ様がいらっしゃるのですね!?」

　ピルカも岩壁に目をやった。そのピルカの顔色が急に青ざめて行った。

「な、なんなの!?　あの凶きよう暴ぼうな意思は！」

　ピルカが震ふるえ出した。それを見てアテルイの表情が変わった。

「まさか、あいつら……いかん！　戦士たちを退ひかせろ！　ここにいたら全員死ぬぞっ！」

　アテルイは恐きよう怖ふの表情で叫さけんだ。




「将軍、奴やつらを追つい撃げきしましょう！」

　アテルイが逃げ込んだ林を見ながら、玄礼が田村麻呂に叫んだ。

「待て。このまま追撃すれば蝦夷えみしの得意な戦法にはまるぞ。我らの今回の目的は狼おおかみの神を倒たおすこと。後は呪じゆ禁ごん道どう士し隊に任せる」

「はっ、承知いたしました！　玄礼、呪じゆ弓きゆう兵へいを集合させろ。おそらくシュウガはまだ岩屋の何ど処こかにいるはずだ」

　その時、辺りに青い閃せん光こうが走った。岩屋の方からドーン、と音がして小石が飛んで来た。岩屋に振ふり向いた秀峰の体に緊きん張ちようが走る。

「将軍、騎馬兵を下げてください。我らはシュウガを倒します！　行くぞ、玄礼っ」

「はいっ」

　秀峰と玄礼は岩屋へと走った。川を渡った呪弓兵たちも秀峰の周りに集まって来る。

「やっと会えたな、化ばけ物もの」

　憎にく々にくしげに秀峰は言う。その視線の先には、シュウガが浮いていた。日ひ高だか見みの大おお河かわで戦った時と同じく青白い光に包まれていた。ただ目の光がどことなく違ちがうことに気付いた。射すくめるような冷たい視線ではない。ぐちゃぐちゃとして、その上、妙みように凶きよう暴ぼうなのだ。盛さかんに口をなめているのも気になった。

「フヘヘ……火のまじない師は死んだァ。今度はァお前を殺すゥ」

　シュウガがヒューと息吹いぶきの音を立て始めた。青白い気が燃えるように吹ふき出し、無数の気き狼ろうが出現した。

「呪弓兵！　構えろ！」

　秀峰の指示に呪弓兵たちが弩いしゆみに矢をつがえる。玄礼も自分の右手にヒョウタンの水をかけている。長剣を握にぎり締しめ、秀峰は仕掛ける時を狙ねらっている。

「死ねえィィィ」

　気狼が走った。

「玄礼ッ！」

「帰き命みよう北ほつ方ぽう玄げん帝ていっ、水すい矢し乱らん襲しゆう！」

　玄礼の右手から小さな無数の水矢が飛び出した。水矢に当たり、気狼の動きが一いつ瞬しゆん止まった。秀峰の長剣に気が流れ込む。

「のおおおーっ」

　長剣が一いつ閃せんした。剣気が疾しつ風ぷうのように駆かけ抜ぬけ、気狼が一瞬で消し飛ばされた。

「ぬァ？」

　シュウガの行動に空白が生じた。

「今だあーっ、撃うてー！」

　秀峰の叫びに呪じゆ弓きゆう兵へいが一いつ斉せいに呪じゆ矢しを放った。呪矢はシュウガの気を切り裂さいて飛ぶ。数本がシュウガの体に刺ささった。矢は青い光を放って弾はじける。呪矢は妖よう魔まなどの呪力を弱める能力があるのだ。矢が弾けると同時にシュウガの青白い気が消えた。

「食らえっ、水すい槍そう襲しゆう！」

　玄礼が水槍を投げた。水槍はシュウガの胸を貫つらぬいた。

「ガアッ」

　口から血を吐はき、シュウガの体が地面に落ちた。

「やった！　やりましたよ、神を倒たおしました！」

「まだだ。とどめを刺さしていないぞ」

　ガシッ、と秀峰は長剣を両手で構えた。

「上は星せい宿しゆくに應おうじ、下は大だい嶽がくを撃うつ」

　天てん剛ごう破は軍ぐん斬ざんの呪じゆ言ごんである。秀峰はどれほど待ったことか。友を殺したシュウガに己おのれの最強の技わざを叩たたき込むことができる時を。堅かたく握にぎった長剣に猛もう烈れつな気が流れ込む。それは秀峰の四年に渡る思いでもあった。

「天てん剛ごう来らい臨りん！」

　剣が輝かがやく。秀峰の足が倒れているシュウガへと走った。

「神しん明めいの仇かたきだ！　怨おん敵てき撃げき滅めつ急きゆう々きゆう如によ律りつ令りようーッ!!」

　渾こん身しんの気力を込こめて長剣が振ふり下ろされようとした時だった。水すい槍そうを受けて倒れていたシュウガが飛び上がった。同時に青白く光る右手を秀峰に向けて突き出した。この至近距きよ離りでは気き刃じんの攻こう撃げきはかわせない。

「うおおおーっ」

　秀峰が雄お叫たけびを上げた。己の全すべてをこめた長剣に下から気刃を向けて殴なぐり付けた。青白い気刃を消し飛ばし、そのまま秀峰の剣の威い力りよくがシュウガを撃った。

「ゴギャオ！」

　天剛破軍斬の破は壊かい力りよくがシュウガを弾き飛ばす。血ち塗まみれになったシュウガがタプコプ岩屋の岩がん壁ぺきに叩たたき付けられた。

「や、やったか……？」

　不安気に秀峰はシュウガを見上げている。本来なら天剛破軍斬が決まり、シュウガに間ま違ちがいなく勝利したはずなのだ。しかし、水槍に胸を貫つらぬかれたシュウガが攻撃してきたことに秀峰は少なからず恐きよう怖ふしていた。

　突とつ然ぜんシュウガがニイッと不気味に笑った。

「こ、この化ばけ物もの！」

　もう一度、玄礼が水槍を投げた。胸を貫かれ、シュウガは地面にドサッ、と落ちた。そこにとどめとばかりに呪じゆ矢しが飛んで来た。針山になったシュウガは、今度はピクリとも動かなかった。秀峰の緊張が解ける。

「どうやら仕し留とめたらしいな」

　秀峰の背後から声がした。田村麻呂だった。

「だが、念には念をいれておいた方がいい。奴やつを燃やしてやることだ」

　田村麻呂の言葉に秀峰はうなずいた。この将軍もシュウガに対して不気味なものを感じているらしい。やはりシュウガは完全に消しよう滅めつさせておく必要がある。

「呪弓兵、もう一度呪矢を打ち込んで、奴の力を確実に封ふうじておくぞ」

　呪矢を弩いしゆみにつがえ、呪弓兵がこわごわとシュウガに近付いて行く。

「おい、枯かれ枝を持ってこい！」

　田村麻呂が兵士たちに命令した。その時、シュウガの体が光った。

「何っ」

　シュウガに刺さっていた矢が消滅した。そしてシュウガの体が蠢うごめき始めた。

「ひいいーっ」

　悲鳴をあげて呪弓兵が一いつ斉せいに矢を撃つ。矢はシュウガに当たったが、瞬しゆん時じに青白い光を放って消える。シュウガは人の姿から変化していく。

「お前たち、下がれッ」

　秀峰の剣気と玄礼の水矢がシュウガを襲おそった。しかし、シュウガは崩くずれない。

「退ひけえーっ、全軍、この場より退たい却きやくだあっ」

　田村麻呂が叫んだ。直感でシュウガの恐おそろしさを感じとったのだ。秀峰も底知れぬ恐きよう怖ふを感じていた。こいつには自分たちの攻撃は通用しない。ふいに秀峰は紅明の剣けん技ぎを思い出していた。

「そうだ……あそこまで逃げられれば何とかなる！　将軍、この川の下流へ！」

　タプコプ岩屋にシュウガの咆ほう哮こうと兵士たちの絶ぜつ叫きようが響ひびいた。




「ぐぎゃあー！」

　イワイ川を渡っていた騎き馬ば兵へいたちに無数の気き狼ろうたちが襲おそいかかっていた。玄礼が水すい矢しを飛ばし、秀峰が剣気で応戦しているが、あまりに数が多すぎる。何人もの騎馬兵が気狼の攻撃を受けて川の中へ転落していった。

「お前たちっ」

　田村麻呂の悲痛な叫びが川面に響く。しかし、田村麻呂とて気狼を大刀でなぎ払はらうことで精せい一いつ杯ぱいだった。その田村麻呂たちの背後からシュウガの咆哮が聞こえた。

「追い付いてきやがっ──」

　玄礼の言葉が終わらないうちに青い閃せん光こうが玄礼たちをかすめていった。神明を消しよう滅めつさせたシュウガの技わざだ。何人かの騎馬兵が巻き込まれ、この世から姿を消した。

「急いで岸に上がれーっ」

　騎馬兵たちは必死になってイワイ川の岸辺に這はい上がる。

「来ましたあっ！」

　兵士の声に秀峰が向こう岸を見ると、シュウガが林の中から飛び出していた。並なみの狼の数倍の大きさを持つ巨大な狼の姿だった。青白い気が炎ほのおのように体から立ち上っている。

「くそったれめがあっ！」

　玄礼が両手を川の中に突っ込み、ありったけの気を水中に叩たたき込んだ。

「帰き命みよう北ほつ方ぽう玄げん帝てい、玄げん水すい昇しよう峰ほう破は！」

　盛もり上がった水面が向こう岸へと疾しつ走そうする。向こう岸へとついたと思った瞬しゆん間かん、シュウガの真下から鋭するどく尖とがった水の岩が天に向かって伸びた。

「ギャオッ！」

　水の岩はシュウガの胴どう体たいを貫つらぬいている。たとえ殺せなくとも、しばらくは動けないはずだ。動けない間に結界を発動させることができる。

「隊長、早く結界をっ」

「わかった」

　秀峰が目指していたのはイワイ川と日高見大河の合流地点だった。前に呪じゆ禁ごん道どう士し隊でシュウガを倒たおすための結界を仕掛けようとした所が、正にここなのである。不完全とは言え、ある程度の効果は期待できるはずだ。

「それ八門は、休・生・傷・杜と・景・死・驚・開──」

　林の中に入った秀峰の呪じゆ言ごんが響ひびき出した。その時、シュウガが激はげしく体を揺ゆすった。

「な、なんだと！」

　何とシュウガは自ら胴体を裂さき、昇峰破から逃のがれたのだ。シュウガの肉体はたちまちのうちに治って行く。

「な、な、なんて奴やつだあっ」

　シュウガは川の上を飛ぶように走って来る。周囲にまた無数の気き狼ろうが生じている。玄礼は恐きよう怖ふを感じて林の中に駆かけ込んだ。

「隊長、奴が来ますっ」

　玄礼の背中にシュウガの冷たい気配が襲おそって来た。振ふり向いた玄礼が見たものは、口を大きく開き、空中より玄礼に飛びかからんとしているシュウガの姿だった。

「あ……」

　恐怖の表情で目を見開いたまま玄礼の体が硬こう直ちよくした。ギャーと一声吠ほえてシュウガが飛びかかってきた。その時、辺あたりを黒い霧きりが包んだ。

「玄礼、こっちだ」

　秀峰の声がした。襟えり首くびをつかまれ、黒い霧の中を引っ張られる。黒い霧を抜け、玄礼は川原かわらに出た。目の前には秀峰が立っており、その向こうには田村麻呂たちの騎き馬ば兵へいがいた。

「危ないところだったな……」

　田村麻呂が結界を見た。黒い霧が半円状に木々を覆おおっている。その中心ではシュウガが暴あばれていた。懸けん命めいに足を動かしているのだが、なぜか中心から全く動けない。

「安あん隊長、こいつをどうする!?」

「この結界は外からは攻こう撃げきできますが、中からの攻撃は一切封ふうじられます。当初は呪じゆ矢しを打ち込んで動けなくしてから葬ほうむるつもりでしたが、今の奴には我らの攻撃は全く通用しません。残念ですが、このまま多賀城に撤てつ退たいし、黄こう農のう様が戻もどられてから助言をいただくしかありますまい」

　無念そうに秀峰は言った。友の仇かたきを封じ込めることまで成功しながら、それを捨て置いて逃げると言うのだ。田村麻呂はその心境を察してうなずいた。

「それしかなさそうだな。今度の失敗の責任は全すべて俺が取る。その代わり、安隊長にはもう一度、こいつと戦ってもらうぞ」

「将軍……」

　田村麻呂はあくまで自分を軍士として全まつとうさせてくれるというのだ。次はシュウガを必ず殺さなくてはならぬ、と秀峰は心に誓ちかい、結界内のシュウガを睨にらみ付けた。

「な!?」

　突とつ然ぜん、シュウガの体が光り始めた。その光はどんどん強くなっていく。ついに強きよう烈れつな青い光があたりを包んだ。思わず秀峰は顔を背そむけた。

「ま、まさか……」

　顔を正面に向けた秀峰が見たのは、黒くろ焦こげになった木片と溶とけた地面、そしてその中心で四し肢しを踏ふん張っているシュウガの姿だった。むろん結界など吹き飛んでいる。

　秀峰は軍士となって初めて心の底からの恐怖を感じた。四年前の日ひ高だか見みの大おお河かわの戦いでもシュウガに「怖さ」こそ感じたが、状じよう況きようさえ有利ならば奴やつを倒たおせるという自信がどこかにあった。しかし、今のシュウガは、自分とは比べ物にならないほどの絶対的威い力りよくを持つ存在だった。もはやシュウガに消しよう滅めつさせられる以外にないことを悟さとらざるを得なかった。

　その思いは他の兵士たちも同じようだった。そこにいる全ての兵が、シュウガを見たまま恐怖に凍こおり付いている。

「全員、武器を構えろ！」

　出し抜けに田村麻呂が叫んだ。だが、兵士たちの体は動かない。

「どうせ死ぬのならば、軍士として死のうではないか！」

　大刀を抜いてシュウガを睨み付けた。その田村麻呂の態度に兵士たちは武器を取って構えた。秀峰も長剣を手にした。

「来い！　大和やまとの軍士の意地を見せてやるぞ！」

　大だい音おん声じようで田村麻呂が怒ど鳴なる。シュウガの口がクワッと開いた。ここにいる誰もが死を覚かく悟ごした。

　その時である。上空からシュウガに向けて数本の矢が飛んで来た。矢はシュウガに突き刺ささった。シュウガの体が紫むらさきの霧きりに包まれた。

「あれは……」

　空を見上げた田村麻呂たちが見たのは、滑かつ空くうする巨大な白はく龍りゆうだった。白龍は田村麻呂たちのすぐ近くに降りてくる。

「うわああーっ」

　兵士たちが慌あわてふためいている。風を巻き起こし、白龍は川原に降りた。何人かの呪じゆ弓きゆう兵へいが弩いしゆみを白龍に向ける。

「撃うつな！　わしじゃ！」

　白龍の肩を踏ふんで黄こう農のう老ろうが川原に飛び下りた。

「こ、黄農様！」

　玄礼が仰ぎよう天てんしている。神を殺すことが目的の呪じゆ禁ごん道どう士しの長老が、よりにもよって龍神から降りて来たのである。それだけでなく、蝦夷えみしの衣服を着けた紅明とマムトも続いて飛び下りた。玄礼は状況が把は握あくできず戸と惑まどっていた。紅明は玄礼の顔を見ると下を向いた。

「黄農老殿、あれは？」

　田村麻呂は大刀でシュウガを指し示した。紫の霧に包まれ、シュウガはもがいている。

「八はち奇き門もん遁とん甲こう陣じんを奴やつの身体じたいに仕掛けてやりました。地面に陣を仕掛けるのと違ちがい移動はできますが、呪じゆ気きを使うことはできぬはずです」

「とにかく助かった。……事情はわかりませんが、そこのカムイ殿にも礼を申します」

　馬上より田村麻呂は白龍に頭を下げた。田村麻呂の態度に、鋭するどい視線で大和の兵士を見下ろしていたタツコの目が少しだけ和やわらいだ。

「黄農様、シュウガの奴はいったい？」

　タツコには構わず、秀峰はじっとシュウガを見ている。黄農老の姿を見たことで、とりあえずタツコを敵ではないと判断したのだ。黄農老もシュウガに鋭い視線を向けた。

「秀峰、今のあやつはただの神ではない。彌み都と羅らの手によって、殺しても死なぬ化ばけ物ものになりおった！」

「み、彌都羅ですと！　どういうことです!?」

　さすがに秀峰は驚きの表情を見せた。

「詳くわしいことは後で話す。今はシュウガを倒すことに専念しろ」

「わかりました……紅明っ」

「は、はい」

　呼ばれて紅明が秀峰の前に来た。目を真っすぐに見られない。やはり多賀城で秀峰を傷付けたという負い目があるのだ。それに対し秀峰は紅明の顔をじっと見た。その目は自分の部下を見る目だった。

「俺がシュウガに天てん剛ごう破は軍ぐん斬ざんを叩たたき込む。その後にお前の朱雀すざく爆ばく水すい気きを奴やつに食らわしてやれ。朱雀爆水気なら奴を倒せるかもしれん。……色々とあったが、今の俺はお前の技わざを頼たよるしかない。頼むっ、紅明！」

「隊長……」

　秀峰の真しん剣けんな声に紅明の心が動いた。何かつかえていた物が取れたような気がした。紅明はマムトに振ふり向いた。

「マムトさん、いいんですね!?」

　苦しげな表情をしていたマムトがうなずいた。

「ああ。ヤマトの道具に成り果てたカムイの姿は見ていられない……」

「シュウガは嫌きらいな奴でしたが、今の様子はあまりに哀あわれです。もうその物はカムイではありません。せめて安らかな死の眠ねむりに就つかせるべきです」

　タツコも暴あばれているシュウガを見て言った。紅明はコクリとうなずくと、柄つかに呪じゆ符ふを巻き、太刀エムスを引き抜ぬいた。

「炎えん帝てい呪じゆ符ふ！」

　太刀から炎ほのおが立ち上ぼる。それを見た秀峰が紅明に目で合あい図ずする。

「行くぞ、紅明っ」

　秀峰が駆かけ出す。紅明も後に続いた。その時、いきなりシュウガの体が血を吹いた。矢の刺さった肉片が周囲に飛び散る。

「な、なんだと？」

　突然の出来事に二人は足を止めた。その二人の背後から黄農老の叫びが聞こえた。

「立ち止まるなあっ、奴は遁とん甲こう陣じんを自分で破壊しおったのだぞ！」

　瞬時にしてシュウガの体は復元した。紫の霧が消えている。自分で自分の肉体を破壊することにより、遁甲陣を消滅させたのである。シュウガから青白い気炎が吹きだし、まるで津つ波なみのような気き狼ろうとなって二人に襲おそいかかって来た。

「はあーっ」

　秀峰が剣を一いつ閃せんする。最初の気狼の波は消し飛んだが、第二波が襲って来る。

「帰き命みよう南なん方ぽう炎えん帝てい、朱雀すざく炎えん舞ぶ！」

　小さな炎えん鳥ちようの群れが紅明と秀峰を守る。

「上じゃあっ！」

　黄農老の叫びに二人は上を向いた。そこにはシュウガがいた。二人は完全に反はん応のうが遅おくれた。まさかシュウガ自らが飛び掛かって来るとは思いもしなかったのだ。

（まずい！）

　が、シュウガの体は弾はじき飛ばされた。地面に着地したシュウガに向けて、ゴオッと風が追ってきた。シュウガは目にも止まらぬ早さでそれを避けた。タツコの風ふう刃じんが虚むなしく地面を削けずる。反対にシュウガが全身の毛を逆立て気き刃じんをタツコに飛ばす。巨体のタツコはこれを避けられない。

「あうっ！」

　悲鳴を上げてタツコの巨体が川に転落した。

「タツコさん！　おのれっ、朱雀すざく炎えん翼よく破はーッ」

　紅明の太刀エムスから飛び出した大きな炎鳥がシュウガに襲おそいかかる。しかし、シュウガの気炎に触ふれると一いつ瞬しゆんにして消えてしまった。紅明の背中をぞっとする物が走った。山中で戦った時よりも遥はるかに強い。

　ふとシュウガの顔が笑ったような気がした。口の中が光る。

（大たい牙がかっ！）

　紅明の左手が腰帯に引っ掛けた照しよう妖よう鏡きように伸びる。しかし、今のシュウガの威い力りよくを受け止めるだけの自信は全くない。

　ザシュ、とシュウガの口中に呪じゆ矢しが突き刺ささった。

「シュウガ様～！」

　振ふり向いた紅明がみたのは、絶ぜつ叫きようしながらマムトが呪矢を放っている姿だった。呪矢は近くにいた呪弓兵から受けとったのだろう。見開いた目からは涙が溢あふれ落ちている。

「もうお止めくださいっ、これ以上は見ていられません！」

「上は星せい宿しゆくに應おうじ、下は大たい嶽がくを撃うつ。天てん剛ごう来らい臨りんッ」

　この機を捕とらえ、輝かがやく長剣を構えて秀峰が走った。シュウガには次々と呪矢が命中する。呪矢を消しよう滅めつさせる間だけシュウガの動きは止められていた。

「怨おん敵てき撃げき滅めつ急きゆう々きゆう如によ律りつ令りようーっ」

　輝く剣をシュウガに叩たたき付けた。その時、シュウガの体も青く光った。

「隊長ーっ」

　辺あたりの空気をつんざく衝しよう撃げき波はが走る。破軍斬の威い力りよくにシュウガの半身が砕くだかれた。しかし、秀峰の方も無事では済まなかった。青い気炎をもろに食らい、後ろへとはね飛ばされる。体で地面をこすり、秀峰の手から折れた長剣が落ちた。

「シュウガーっ!!　上は星宿に應じ、下は百兵を避く。帰命南方炎帝、大翼ッ」

　紅明の太刀から大きな炎が立ち上った。シュウガの肉体が復元する前に朱雀爆水気を決められねば勝ち目はない。

「おおおおーっ」

　叫び声を上げて紅明がシュウガに突っ込んで行く。シュウガの残った半身の毛が逆立つ。気刃が疾しつ風ぷうとなって紅明に襲って来た。

「身しん命めい泰たい安あん急々如律令ッ」

　左手の照妖鏡で気刃の嵐を殴なぐり付けた。照妖鏡に触ふれた気刃が弾はじき飛ばされる。

「シュウガッ！」

　自分の間合いにシュウガをとらえた。紅明が踏ふみ込む。炎の太た刀ちがシュウガへと伸びた瞬間、ヒュッ、とシュウガの姿が消えた。

「しまっ……」

　気刃を弾いたわずかな間に、シュウガの体はすでに復元していたのだ。バッ、と紅明が振り返る。シュウガは紅明から少し離れた所に着地した。紅明の背中に戦せん慄りつが走った。前にシュウガと戦った時と全く同じ状じよう況きように追い込まれてしまったのだ。

「死にやがれっ、この化ばけ物もの！」

　突然、シュウガの体を水すい槍そうが串くし刺ざしにした。フッ、とシュウガの近くに玄礼と田村麻呂が姿を現した。隠おん形ぎようの法だ。紅明は黄農老が二人に技わざをかけたことを即そく座ざに理解した。

　大刀を構え、田村麻呂が突進する。水槍の飛んで来た方に顔を向けたシュウガの口の中に刀を突き立てた。刀は脳のう髄ずいを貫つらぬいている。

「ゴルギィアアアーッ」

　シュウガが奇き妙みような声で吠ほえた。田村麻呂が刀で脳髄をえぐり回しているのだ。気刃が四方に飛ぶが、さすがに脳髄を搔かき回されていては目の前にいる田村麻呂に当てることができない。シュウガの体が光る。挂けい甲こうをちぎり取られ、体から血を吹きながらも田村麻呂は大刀を放さない。

「うおおおーっ」

　叫び声を上げて紅明が走り込んで来る。照妖鏡を投げ捨て、両手で炎の太刀を握にぎり締しめる。そのまま、胸の前で構えてシュウガに突っ込んで来た。田村麻呂が刀を引き抜き、後ろに飛び退のく。同時に紅明が体当たりしてきた。炎の太刀がシュウガの脇わき腹ばらを刺さす。

「消え去れッ、シュウガ！　朱雀爆水気ーッ!!」

　己おのれの全気力を太刀に流し込んだ。

「グガガガアーッ」

　シュウガが絶ぜつ叫きようする。次の瞬間、ドオーン、という轟ごう音おんと共にシュウガの体が爆ばく発はつするように燃え上がった。シュウガの肉体は炎に飲のまれて瞬時に消えた。炎は巨大な火柱になり、天に向かって昇のぼって行った。後には骨の破片すらも残っていなかった。
















　ドサッ、と紅明は地面に体を投げ出した。肩で激はげしく息をしている。己の気力を使い切ったのだ。紅明の脳裏を様々な光景がよぎった。

「見事だったぞ、紅明！」

　田村麻呂が賞賛の声を上げた。静まり返っていた兵士たちも一いつ斉せいに歓かん声せいを上げた。玄礼が紅明へと走り寄った。つられて何人かの兵士も馬を降りて走り出した。

　その中でマムトは呆ぼう然ぜんとシュウガの消えた辺あたりを見つめていた。

「シュウガ様……」

　カムイが人の手によって操あやつられ、そして人の手によって殺されたのだ。カムイを恐おそれ敬うやまってきた、このエンチュの狩人かりゆうどが受けている衝しよう撃げきは決して軽いものではあるまい。

　マムトの横にいた黄農老は川の向こうに目をやった。

「やはり見ておったな……」

　黄農老の目は木の枝にとまっていた白い鳩はとを捕とらえていた。







　第十六章　最後の戦い




　白い鳩はとがパタパタと飛んで来た。彌み都と羅らの腕に止まると、鳩は一枚の呪じゆ布ふに戻もどった。林の中の開けた所に、彌都羅と物もの麻ま呂ろ、それに死し鬼き兵へいがいる。ハルカも木の根元に横たわっていた。また薬を使われたのか、苦しそうに目を閉じている。

「まさかシュウガが敗やぶれるとは……」

　信じられないという表情で、彌都羅は呪符を懐ふところにしまった。

「彌都羅様、どうされるのですか？」

　不安気に物麻呂が尋たずねる。最大の切り札ふだが敗れ、その上に多賀城の軍も敵に回さなくてはならない。かなり悲観的な状況であることは物麻呂にもわかっていた。

「とりあえず、あやつらが引き上げてから、アテルイと合流するしかなかろう……まだ蝦夷えみしには他にも神がおる。そやつを操り、蝦夷の戦士たちに援えん護ごさせれば、大和を倒たおすことはできるはず。まだまだこれからだ。今のわしの手には神の娘むすめがある。こやつで若さを取り戻し、必ずや大和を手に入れてみせる！」

　彌都羅は傍かたわらに倒れているハルカを見た。その目には野望の炎ほのおが燃えていた。突とつ然ぜん、ヒョンと音がした。

「危ない！」

　物麻呂の左肩に巻きついていた法ほう縄じようが跳はね、飛んで来た矢を叩たたき落とした。

「まさか……」

　彌都羅と物麻呂が矢の飛んできた方向を凝ぎよう視しした。誰もいないはずの林の中に、フッ、と人影が現れた。黄こう農のう老ろうとマムトの二人だった。

「てめえら、ハルカ様を返してもらいに来たぞ！」

　弓矢を構えたマムトが彌都羅を睨にらみ付けている。

「馬鹿な！　たとえ照しよう妖よう鏡きようでも呪じゆ鳩きゆうを追つい跡せきすることはできぬはず」

「へっ、エンチュを甘あまく見たな。狩人である俺にとって、獲え物ものの追跡なんぞほんの朝飯前だ」

「フン、よくぞ我らを見つけたと誉ほめてやる。しかし、貴様と黄農だけで我らを倒せるものか。ここで反対に始末してやる」

「いえ、僕もいるんですよ」

　黄農老たちの後ろから紅明が姿を見せた。

「なんだとおっ、あの技わざを放って動けないはずだ！」

　今度は物麻呂が驚いた。紅明は首にかけた飾かざりに触さわった。

「これのお陰かげです。シュウガを倒せたのも、この首飾りタマサイの気を借りたからでしょう……」

「ぬ……しかし、ウキキ湖の時と状況はほとんど変わってはおらん。もう一度、貴様らが倒れる番だ。いけ、死し鬼き兵へい！」

　矛ほこを構えた死鬼兵たちが動いた。

「シャアアアーッ」

　鋭するどい息い吹ぶきの音がして、ヒュオッ、と風の刃きばが走った。風ふう刃じんが死鬼兵に当たり、呪じゆ甲こうがバラバラと落ちた。風刃はその中に気を含ふくまないため、呪甲では弾はじけなかったのである。

「水すい槍そう襲しゆう！」

　数本の水槍が林の中から飛んで来た。水槍は何人かの死鬼兵を貫つらぬき、木の幹に串くし刺ざしにしてしまった。それでも残った一人の死鬼兵が紅明に襲おそいかかった。

「おおっ」

　大刀がきらめいたと思うと、死鬼兵は真っ二つになった。ドシャア、と崩くずれるが、まだピクピクと動いている。しかし、さすがにシュウガのように再生はしなかった。

「てめーらが影で糸を引いていたとは驚いたぜ。だが、それもここまでだな」

　林の中から玄礼と田村麻呂、それに人の姿のタツコが現れた。それぞれに傷を負い、田村麻呂は鎧よろいも脱ぬいでいた。その後ろには呪弓兵に支えられた秀峰までいる。

「タツコ殿、その傷で大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

　心配そうに黄農老がタツコに振ふり返る。

「この程度でカムイは死にません。いずれにしても……カムイを道具として扱あつかった、そこのまじない師は許せません！」

　ギンッ、とタツコの目が彌都羅を睨にらみ付けた。

「うぬぬぬ……」

　彌都羅は歯をギリッといわせた。もはや死鬼兵は使い物にならない。二人でこれだけの相手をしなくてはならない。

「逃げるぞ、物麻呂！」

　突然、彌都羅が両手を広げた。照妖鏡を掲かかげた紅明が前に出る。辺あたりを光が包んだ。

「えっ？」

　紅明が拍ひよう子し抜ぬけした声を出した。照妖鏡には光気を感じなかった。要するに彌都羅は単に光を放っただけだったのだ。

「逃げやがったのか!?」

　周囲を見回して玄礼が叫ぶ。彌都羅と物麻呂の姿は消えていた。後には、木の幹に串くし刺ざしにされた死鬼兵と木の根元に倒れているハルカだけが残った。どうやら物麻呂が隠おん形ぎようの法を使ったらしい。

「む、ハルカ殿を置いて逃げるとは……？」

「黄農老殿、隠かくれた彌都羅を見付けられますか？　奴やつの正体があの方ならば、父の武勇がまだ完成していないことになる。ここで奴を討うち果たさなくては……」

「わかっております、田村麻呂殿。紅明、奴を見付けられるかの？」

「もちろんです！」

　すでに紅明は照妖鏡で彌都羅と物麻呂の姿を探っていた。彌都羅がいる限り、またカムイを狙ねらうだろう。なんとしてでも彌都羅とケリをつけるつもりだった。

「えっ!?」

　照妖鏡が気の乱れを探し出した。それは彌都羅と物麻呂が立っていた場所だった。つまり二人は全く動いていなかった。

　地面からわずかに殺気が流れた。反射的に飛び跳はねる。それと同時に地中から法ほう縄じようが突き上げてきた。法縄を必死に照妖鏡で防ぐ。ガッ、と鈍にぶい音がして法縄が弾かれる。体勢を崩くずし、紅明が転倒した。

「紅明！」

　フッ、と彌都羅と物麻呂が姿を現した。

「死ねっ、田村麻呂！　アフナ・ワルヤ！」

　彌都羅の光輪が田村麻呂に飛ぶ。突然の攻撃に玄礼も黄農老も反応できない。

「おおーっ」

　田村麻呂が雄お叫たけびを上げた。彌都羅の光輪が大刀で真っ二つにされた。光が砕けて散る。

「なにィ！」

　目を剝むいて彌都羅が叫んだ。呪じゆ術じゆつ師しでもない田村麻呂が光輪を叩たたき斬きったのだ。彌都羅でなくとも驚くだろう。

　転倒した紅明がすぐに体勢を立て直した。物麻呂に視線を走らせた。引き抜いた法縄が物麻呂の右腕に巻き付いていた。

「こうなりゃ、法縄で全員ブチ殺してやる！　それ法縄は金きん城じようをも破る、怨おん敵てき撃げき滅めつ急きゆう々きゆう如によ律りつ令りようッ、破アアアアーッ!!」

　凄すさまじい形ぎよう相そうの物麻呂が、殴なぐり付けるように右手を突き出した。鋭するどい気を放ち、法縄が渦うずとなって迫せまって来る。

「シャアアアーッ！」

「水すい槍そう襲しゆう！」

　タツコの風ふう刃じんと玄礼の水槍が同時に法縄の渦に飛んだ。が、法縄の渦は簡単に二人の攻撃を飲のみ込んだ。そのまま、前に出ている紅明を襲う。

「紅明っ」

　黄農老が叫ぶ。

「身命泰安急々如律令ッ」

　必死の表情で紅明が照妖鏡を突き出した。照妖鏡と法縄が激げき突とつする。バキーン、と大きな音がした。弾け飛んだ気が左右の木を引き裂さく。

「なあああっ、俺の法縄があ～！」

　驚きよう愕がくの表情で物麻呂が絶ぜつ叫きようした。裂けた法縄が力なく宙を舞まっている。照妖鏡を握にぎり締しめた紅明の左手には、ピルカの首飾りタマサイが巻き付けられていた。首飾りから流れ込んだ強きよう烈れつな気が法縄を破は壊かいしたのである。

「炎帝呪符！」

　引き抜いた太刀に炎が走る。

「帰命南方炎帝、朱雀炎翼気ッ」

　太刀から飛び出した炎鳥が法縄の残った部分に襲いかかる。法縄が燃え上がった。

「ぬがあっ！」

　もう法縄を手放すしかない。物麻呂は取り乱していた。

「ええい！」

　彌都羅が両手を広げた。

「光明もて敵を禁ぜ─」

　ゴフッ、と彌都羅が血を吐はいた。彌都羅の胸に矢が刺ささっていた。マムトの放った物だった。法縄の防御がない以上、マムトの矢は狙った獲え物ものの胸を簡単に射抜いた。彌都羅の体が崩くずれ落ちる。

「でやあああーっ」

　太刀を構えたまま、紅明が物麻呂に体当たりした。太刀の刃先が物麻呂の腹部をえぐる。

「ぬぐぐぐ……」

　腹から血を流し、物麻呂が二、三歩後ろによろめいた。しかし、倒れようとはしない。歯を食いしばり、紅明を睨にらみ据すえている。

「負けるわけがない……大和と蝦夷の呪じゆ術じゆつを極めた、この物麻呂が負けるわけがない……たとえ百済の呪禁道士隊であろうと……俺が負けるわけはないんだーっ！」

　目を見開き、物麻呂は絶叫した。その気迫に紅明は押された。血の滴したたる太刀を下げ、立ち尽くしている。

「はあっ！」

　突然、物麻呂の体が血を吹いた。

「がっ……この俺が負けるはずが──」

　物麻呂がドウッ、と地面に倒れた。紅明が振り向くと、折れた剣を携たずさえた秀峰が歩いてくる姿が目に入った。秀峰が剣気を飛ばして物麻呂にとどめを刺したのだった。

「隊長……」

「終わった。神明、仇かたきは取った。お前の紅明が仇を取ったんだぞ」

　倒れている物麻呂、いや、コトイを秀峰はじっと見ていた。

「ああ。終わったのう……」

　いつの間にか黄農老も横に来ていた。黄農老は倒れている彌都羅に近寄って行く。

「フッ、この国を支配していたわしが、こんな蝦夷の地で果てるとはな……」

　弱々しく彌都羅が呟つぶやいた。

「四十年前、あなたが不老不死を望まず、私が己おのれに奢おごらなければ、こうはならなかったはずです」

「お互たがい、四十年前のことを引き摺ずって来たというわけか……」

　静かに黄農老はうなずいた。

「しかし、それも今、終わりました」

　彌都羅は自じ嘲ちようするかのような笑いを浮かべると、ガクリと首を倒した。

「権力を握った者は、それだけで満足せず、次々と手に入らぬ物を求めようとする。そのために害された者がどれほどおることか……」

　寂さびしげな表情で黄農老は呟く。ある意味で紅明もそう思っていた。

「紅明、一緒に多賀城に戻ろう。シュウガとコトイをその手で討うった功績は、軍を抜けた罪つみの重さより遥はるかに勝る。俊哲様も許してくれるだろう」

　秀峰が紅明の目を見つめた。ゆっくりと玄礼も近付いて来た。

「お前、アテルイに追われてたんだろ？　敵に寝返ったわけじゃなし、大丈夫だって。それどころか都に戻ったら、紅明、お前英雄だぞ。もしかしたら、帝みかどから直じき々じきにお誉ほめの言葉がもらえるかもしれないぜ」

　紅明はしばらく黙だまっていたが、静かに首を振った。

「僕はもう軍には戻りません……」

　紅明の脳裏には、日高見大河で殺された若い漁師の姿が浮かんでいた。呪禁道士隊にいる限り、エンチュの人間を殺さなくてはならない。エンチュの人間と知り合った今となってはできることではなかった。

「おい！　お前が助けようとしていたカムイの娘は、もう狙ねらわれることはないんだぞ。蝦夷にとどまる理由はないじゃないか」

「いえ、やっぱり大和に戻る気はありません」

「本気で言っているのか？」

　秀峰の目が鋭い光を帯び始めていた。

「はい」

　真剣な眼まな差ざしで紅明は答えた。秀峰が折れた剣を構えて叫んだ。

「戻らぬというならばここで斬きる！　その蝦夷の刀を抜けいっ」

　その剣けん幕まくに玄礼と黄農老が慌あわてた。

「隊長、いったい何を!?」

「玄礼、もし紅明がこいつら神と協力して我らに歯向かってきたらどうなる!?　おそらくシュウガ以上に恐おそろしい存在になるぞ！　紅明が戻らぬならば斬り捨てるまでだ」

「待て、秀峰！　このカムイ殿たちは決して戦いを好む御方ではない。それに紅明は軍士として充じゆう分ぶんすぎる働きをしたではないか!?　なぜ、その功績に免じて好きなようにさせてやらぬのだ！」

「黄農様、御言葉ですが、しょせん呪禁道士は『神』と戦うための存在。その呪禁道士が神と親交を結んだなどということ自体、私には許せません」

　そう言うと秀峰は紅明をギロッと睨にらんだ。その時、黄色の気鹿が秀峰に体当たりをかけてきた。秀峰の剣が一いつ閃せんし。気鹿を消し飛ばした。

「コウメイは殺させない！」

　紅明が振り返ると、ハルカが起き上がっていた。横にはタツコとマムトがいる。マムトは弓を引き絞しぼり、秀峰に狙ねらいをつけていた。

「やっぱり、てめーらヤマトの人間は敵だあっ」

「何を話していたのかは知りませんが、コウメイと戦うというのならば、私もそなたの相手をします」

　紅明を中に置いて、タツコたちと秀峰は睨み合った。さすがに紅明はうろたえた。自分の言葉一つで戦いが始まってしまうのだ。

「安隊長、剣を収めろっ」

　田村麻呂が秀峰とタツコの間に歩いて来る。

「我らの目的はシュウガを倒すこと。それを果たした以上、不要な戦いを勝手に始めることは、この田村麻呂が許さん！」

　うむを言わさぬ調子で田村麻呂が秀峰を叱しつ責せきした。

「し、しかし──」

　ここで田村麻呂がかすかに笑った。

「安隊長、俺は普ふ通つうの人間じゃないんだよ」

「将軍……？」

　秀峰は田村麻呂の言葉の意味を取りかねたようだった。それは玄礼や紅明も同じだった。その中で黄農老だけは、さっと表情を変えた。

「田村麻呂様、お話しになるのですか!?」

「ああ」

　突然、蝦エン夷チユイ語タクで田村麻呂は叫んだ。

「俺はカムイの血を引いているんだ！」

「な！」

　黄農老以外の全員に衝しよう撃げきが走った。特に秀峰は田村麻呂を見たまま、体を硬こう直ちよくさせていた。信じられないという表情だった。

「やはり……かすかにラプシヌプルクルカムイの匂においがしていたので、変だとはおもっていたのですが」

　タツコに田村麻呂はうなずいた。黄農老に紅明は答えを求める表情を向けた。

「黄農様……」

「田村麻呂様のお母上がわずかに龍りゆう神じんの血を引いておられたのだ。とはいっても軽く気を扱あつかうことができる程度だったがの。しかし、神の血を引いているということは、呪じゆ禁ごん寮りようの者に狙ねらわれる危険もあった。そこで父上の苅田麻呂様がこのわしに相談されてな、わしはお母上を室むろ生うの地にお逃がししたのじゃ。そこで、お母上は静かに余生を終えられた」

「黄農老殿には感謝しております」

　田村麻呂は黄農老に頭を下げた。

「そうだったんですか……」

　カムイの血を引いているならば、田村麻呂の鬼おにのような活躍も理解できる。照妖鏡でそのことを探知できなかったのは、カムイの血があまりにも薄うすいためだろう。

　ふと紅明は、多賀城から逃げ出した時のことを思い出した。あの時、紅明は田村麻呂の馬を奪うばったが、征せい夷い副将軍ともあろう者がそれを黙だまって見ていたのである。もしかするとカムイであるハルカを逃にがそうと考えていたのかもしれない。

「さて、安隊長。神の血を引く俺を殺すかね？」

「い、いえ……」

　満足そうにうなずくと、田村麻呂は命令を発した。

「蝦夷の追撃がある前に撤てつ退たいするっ」

　そして、つかつかとタツコの前に歩いて来た。

「我らはカムイの住む地域を攻撃することは決してありません。だから御安心を。ただ」

「ただ？」

「我らに攻撃を仕掛けてきた時には、お命の保証はしかねます」

　ほんの一瞬だったが、田村麻呂が鋭い視線をタツコに飛ばした。タツコの表情が強こわ張ばる。

「紅明、お前はパナマキの連中を守ってやれ。もしかすると、アテルイがパナマキを攻めることがあるかもしれん。その時、鎮ちん守じゆ府ふは何もできんと思う。それだけだ、紅明」

「は、はい」

　踵きびすを返して田村麻呂はタツコから離れて行く。チラリと紅明を見て、秀峰と玄礼も後に続いた。

　紅明はぞっ、とした。田村麻呂の怖こわさにである。直接戦いに関係ない者に対しては寛かん大だいだが、誰であろうと敵に回った者には容よう赦しやしないだろう。

「お久しぶりですな、ハルカ殿」

　やはり田村麻呂の後ろ姿を見ていたハルカの傍らに黄農老が立った。

「あなたは？」

　不思議そうな表情でハルカが尋たずねる。言葉に詰つまった紅明に代わり、タツコがハルカに説明をした。

「この者は、四十年前に我らと戦ったヤマトのまじない師の一人です」

「な、なんですって!?」

　ハルカは驚きと恐きよう怖ふと怒りのごちゃまぜになった表情を浮かべた。

「でも、この者がいなければ私たちは間違いなく、あのヤマトのまじない師に殺されていたでしょう。皮肉なことですが、この人が我らの命の恩人なのは確かです」

　ハルカは黙って黄農老の顔を見つめていた。突然のことで驚いているのか、あるいは黄農老にやはり憎にくしみを感じているのか。

「ハルカ殿、お父上のリクカ殿を殺したのは私ではありません。しかし、リクカ殿を助けなかったのも確かです。それが私にとって生しよう涯がいの悔くいとなりました。一時はそれを忘れ去ろうともしました。されど、あなたが狙ねらわれていると知り、この土地に再びやって参りました。ハルカ殿をお助けしたからといって、わが罪が消えたとは思ってはおりません。しかし、そうせずにはいられなんだ、この老いぼれの気持ちはお汲くみ取りください……」

　瞑めい目もくして深々と黄農老は頭を下げた。その姿は過去の自分に向き合っているように紅明には思えた。

「紅明、わしはお前がうらやましい」

「はっ？」

　顔を上げた黄農老がしみじみと言った。

「お前は自分の心に従って行動した。たとえ、それが軍と対立することになろうとも。しかし、わしは軍士として己の心を殺してしまった……」

　じっと紅明の顔を見つめる。

「いつの間にか立派な男になりおった。神明の仇かたきを取ることしか考えておらなんだお前がまるで違って見えるのう。これからは呪禁道士の呪力を、己が大切に思う人のために使うことじゃ」

　コクリと紅明はうなずいた。

「紅明、元気でな」

　そう言い残すと、黄農老は歩き始めた。

「黄農様、ありがとうございました！」

　去っていく黄農老の後ろ姿に深々と紅明は頭を垂れた。それは黄農老への感謝の言葉であると同時に、別れの挨あい拶さつでもあった。

「じいさん、元気でいろよっ」

　マムトが声をかける。黄農老は振り向いてニッコリと笑い、そして去って行った。







　エピローグ　人とカムイと




　汗を流しながら、紅明はイナグと並んで田の草取りをやっていた。雨の季節も終わり、空からはギラギラとした陽射しが降っていた。

「ふうーっ」

　腰を伸ばして汗を拭ぬぐう。慣なれぬ仕事で腰が痛い。

「炎ほのおのまじない師も野良仕事には苦戦しているようだなー」

「ヤマトじゃ、こんな訓練はしてませんでしたからね」

　ちょっと紅明は苦笑した。

「ま、丁度いい。昼にしようか。そろそろ村から昼飯が届とどくはずなんだが……おっ、来た来た！」

　田の中の畦あぜ道みちを三人ほどの女性が掛け袋を下げてやって来る。先頭はチロホだ。その女性たちの後ろにハシナウの長老が歩いている。

「コウメイ、お団だん子ご持ってきたよー」

　周りの田で作業をしていたパナマキの村人たちが上がって来る。チロホたちは木こ陰かげで草の包みを広げた。中からは白く平たい餅もちのような物が顔を出した。百オン合トウ根レブを水にさらして取った粉で作った団シ子トである。

　団子の周りに村人たちが思い思いに座る。焼いた干鮭アタツをおかずにぱくつき始めた。むろん紅明も団子に手を伸ばす。チロホが紅明の横にチョコンと座った。

「ね、村の仕事も慣れた？」

「少なくとも戦士として、命のやり取りをするよりはずっといいよ」

「でもパナマキが危なくなったら戦ってくれるんでしょ？」

「ああ。そのために僕はここに来たんだ」

　パナマキに身を寄せた紅明をハシナウ長老は快こころよく迎むかえた。シュウガを倒し、チロホの両親の仇かたきを紅明は取ったわけである。それだけでなく、強力な力を持つ紅明を迎え入れることによって、アテルイを牽けん制せいする目的もあるのは確かだった。

「コウメイ殿」

　長老が紅明の近くに立った。

「なんでしょう？」

「デワよりの使いがあった。ヤマトの軍の本隊は来年に到着するそうだ」

「そうですか……」

　食べるのを止めて紅明はじっと考え込んだ。来年あたり、都を長岡から山城の葛かど野の郡に移すという事を聞いていた。おそらく朝廷は、遷せん都とに合わせて勝利の報告をさせるつもりなのだろう。つまり、多賀城の鎮ちん守じゆ府ふでは勝利を確信したらしい。

　辺りの青々とした水田を紅明は見回した。今でこそエンチュによる、エンチュ自身の水田であるが、これが来年には大和の支配下に入ってしまうのだ。

　ふと、紅明はシュウガを倒したことが良かったのか疑問に思えて来た。少しだけ、ほんの少しだけではあるが、アテルイがハルカを売ってまで強大な力を手に入れようとした気持ちが理解できるような気がした。長老を見上げる。

「僕のやったことは、はたしてエンチュにとってよかったんでしょうか？」

「……ヤマトがエンチュの土地に目をつけた時から、すでに勝負は決まっていたのかもしれん。アテルイがやろうとしたことは、それを多少遅らせるだけのことだろう。コウメイ殿、お主ぬしがシュウガを倒したことは決して間違ってはおらぬ！」

　村人たちもじっと長老の話を聞いていた。

「だが、我らはシュンテツ殿に通じているといえ、アテルイがヤマトを破ってほしいという気持ちもわしの心の中にはある……」

　長老はフーッとため息をついた。村人たちも静まり返っている。その静けさを破ったのはチロホだった。

「あっ、タツコ様！」

　その声に空を見上げると、白龍が空を舞っていた。しばらくして白龍はピタカミ大河に着水した。

「ハルカ様が帰ってこられたんだ！」

　チロホが駆かけ出した。紅明も後を追った。

「ハルカ様！」

　河の方からハルカが歩いて来る。

「ハルカさん、どうでした？」

　紅明の問いにハルカは小さく首を横に振った。

「やっぱりマムトは、ピルカのとりなしでアテルイの元に戻るつもりのようです」

　あの戦いの後、マムトはウキキ湖の小屋で暮らしていた。狩人かりゆうどであるマムトは鹿の神ユクカムイの血を引くハルカに遠えん慮りよして、ハルカから離れたのである。そしてピルカを通じて、イサワの戦士にもう一度加われるように頼たのんでいたらしいのだ。

「そうですか。マムトさんはアテルイの所へ……」

　アテルイが大和に勝てる可能性が極めて低いことは、マムトもわかっているはずである。それに一度はアテルイたちに弓矢を向けてもいるのだ。許されてイサワに戻ったところで、つらい目に遭あうことは確実だ。だが、それを承知でマムトはイサワに戻ろうとしている。
















　たとえ負けることが決定的でも、マムトはエンチュを守るために大和と戦うつもりなのだ。彼こそ真のエンチュなのかもしれない。

「フウッ。最近よく飛ぶので、妙に身体が疲れてしまいます」

　人の姿のタツコがゆっくりと紅明たちの方へ歩いて来た。その表情には、ウキキ湖で出会った時のような厳しさはなかった。険けんが取れて柔やわらかな感じがある。少なくとも、紅明と黄こう農のう老ろうは孤こ独どくだったカムイの心を癒いやしたのだ。

「あのー、タツコさん。百オン合トウ根レプの団子があるんですが、食べていきませんか？　たまには人の食べ物を食べるのもいいんじゃないでしょうか？」

「えっ、百合根の……ぜひ頂きますッ。私、それ好きなのですよ！」

　勢い込んでタツコが言う。ハルカとチロホが顔を見合わせて笑った。


（終）　　









　あとがき








大林憲司　　






　どうも作者の大林です。私のデビュー作『東北呪禁道士』はいかがでしたでしょうか。

　この話は西暦７９３年（延暦一二年）の古代日本を舞台とした物語です。翌年には長岡京から平安京に都が移るという、古代の激げき動どうの時期です。この時期の東北地方では、奈良時代の中期から大和と蝦夷えみしの戦いが続いていました。古代の戦いでは直接的な武力対決の他に呪術者同士の「呪法戦」もあったはずで、大和と蝦夷の戦いでも激しい呪法戦が繰り広げられたことでしょう。その中で「剣と魔法」の小説を書いてみたのがこの作品です。




　さてさて、この『東北呪禁道士』を書いた時の秘話を明かさねばなりますまい。それは今から三年前の五月中旬のこと。知り合いの葛西伸哉という人物から、「参考にしたいので意見を聞かせてほしい」と『戦国異形軍記』という小説が送られてきたのです。（正確には友人の所に送られてきたものを見せられたのですが。）なんでも富士見書房のファンタジア長編小説大賞に応おう募ぼするとのこと。それに刺激を受けまして、構想を暖めていた小説（それが『東北呪禁道士』なわけですが）を私も応募しようと思ったわけです。

　さー、それからが大変でした。締切りは８月31日。三か月あまりしか時間はありません。そのうちひと月を資料収集と構成に費いやし、実際に書き始めたのは６月の終わりでした。わずか二か月で三百枚以上の執しつ筆ぴつ。はたして間に合うか、大林憲司!?　という感じでしたねえ、ホントに。執筆の途中で「実際の資料ではどうなってんだ？」ということで、執筆は、しばしば中断。ついに８月に入ると「君は、燃えているか!?　ファイヤー！」状態に突入。ポータブルワープロを抱えてあらゆる場所でキーボードを叩いていました。灼しやく熱ねつのアパート、喫きつ茶さ店てん、近くの公園（アパートよりは涼すずしい）、クーラー求めて親しん戚せきの家、新幹線の座席、田舎の実家、コミケ会場（爆笑）、奈良の旅館（ワープロ抱えて旅行に行った！）、最後は友人の家に泊まり込み、最終的に原稿をまとめ東京中央郵便局に駆かけ込んだのが８月31日の午後６時15分！　こうして私はギリギリで締切りに間に合ったのでした。

　それで選考の結果でしたが、御存知のように私の『東北呪禁道士』は準入選、葛西さんの『戦国異形軍記』は佳作ということになりました。つまり、後から挑いどんだ私の方が上になってしまったわけで、いやー人生とはわからないもんです。

　しかし、話はこれで終わりません。準入選で本にしてもらえることになったものの、さすがに二か月で書き上げた物ではストーリー的にまずい所もあり、全面改かい稿こうということになりました。一度書き終えてしまった物を再び作り上げるという行為はかなりキツイもの。なかなか筆が（ワープロですが）進まないうちに、なんと葛西さんの方が先にデビューしてしまったのです。（ソードワールド短編集「スチャラカ探検隊、南へ」の中の『かくもささやかな凱歌』という作品です。）いやー、人生って本当にわからんもんです。




　とにもかくにも『東北呪禁道士』の本がようやく出ることとなりました。出版を心待ちにしてくれていたあまり多くない（笑）方々には、私の改稿作業の鈍さにより本の出版が遅れましたことをお詫わび申し上げます。（旧ガメル連邦の勇者の方々、お元気ですか？　某ＦＲ誌の皆様、変なものに燃えていますでしょうか？　Ｓ大学の歴研の諸者、人生にジャストミィィート！　してますでしょうか？）

　最後に、いろいろとアドバイスをくださった編集部のＳさん、イラストを書いてくださったこばやしひよこ様、ワープロの供与などのバックアップをしてくれたプロジェクトブルードッグの皆さん、そしてこのような道に踏み込んでも文句一つ言わなかった両親に、心から御礼申し上げます。

　それではこの本を読んでくださった皆さん、またどこかでお会いしましょう。







　解説





富士見ファンタジア文庫編集部　　






『東北呪禁道士』いかがでしたでしょうか？　歴史的に有名な事件を舞台に呪禁道士、蝦夷えみしの神、不老不死、といった道具だてを縦横に駆く使しした和風ファンタジーといった感のある作品です。さらに主人公の徳とく紅こう明めいをスーパーマンとしては描かずに、自分の知らぬ価値観に触れた少年が当然のように悩む様を描くことで血の通った人物として描く工夫がされていました。




　この「東北呪禁道士」は『第三回ファンタジア長編小説大賞』準入選を受賞した作品です。ここまで読まれた読者の皆さんは「何でこの作品が準入選なのか？」という疑問を抱いたことでしょう。それには秘密があるのです。

　すでに大林憲司本人のあとがきにも書かれているように改稿をされているのです。

　本作品は選考中に選考委員から「ここを直せばもっとよくなるのに……」、「この描写をこうすれば面白くなるのに……」といった具体的な意見が出ました。そこで編集部は大林憲司に改稿をお願いしたのです。

　いやー時間がかかりました。なにせ、本作品の刊行が平成五年になってしまったわけですからね。ただ、第二弾が上がってきたときに、格段の進歩が感じられたのです。で、これはいけると考え、また表現のまずい部分を指摘し、改稿をお願いしました。大林憲司のあとがきではあっさりと書かれていますが、改稿は都つ合ごう三回になったのです。改稿する度にレベルアップするのですから、多少の時間の延のびには目をつぶりました。

　そのため応募作と本作品はかなり違った雰囲気の作品となっています。一例を上げれば、白竜のカムイであるタツコです。本作品ではカムイという存在に恥じない（？）気高く、また自分に対して牙を剝むくものには大変恐ろしい面を見せるといったキャラクターですよね。それが応募作では相当剽ひよう軽きんなキャラクターだったのです。様々なケースがあるので一いち概がいにはいいきれないのですが、他のキャラクターと存在する世界が違ったキャラクターをいきなり登場させるのはかなりのリスクがあるのです。

　まあ、表現はきつくなりますが、応募作では見事に失敗していた、というわけなのです。

　著者の大林憲司はファイトのある作家です。何度ものリテイクにもめげず、より良い作品に仕上げてきました。また、歴史的な事件を舞台にしているために、様々な文ぶん献けんにあたり調査をし、世界観をよりリアルなものにする努力をかなりしたようです。

　大林憲司は現在、次回作の企画を練っています。はたして、次に皆さんの前に大林憲司はどのような作品を発表するのか？　楽しみに待っていてください。そのためにも、著者に励はげましの手紙を書こう！　アンケートカードを出そう！　友だちに「東北呪禁道士」を宣伝しよう！
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